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I．景気の現状に対する判断理由等

　１．北海道（地域別調査機関：株式会社北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○

商店街（代表
者）

来客数の動き ・８月に入り、来街者が増加する兆しがみられる。中
心部店舗の駐車場や有料駐車場において、例年の半分
以下ではあるが、道内他都市や道外客の車がみられる
ようになっている。また、地域住民についても、平日
10時以降の午前中や午後４時以降の買物客が増加して
いる。

○

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・８月に入り、売上は前年の80％まで回復してきた
が、下旬に当地で新型コロナウイルスのクラスターが
発生したことで急ブレーキが掛かり、最終的な売上は
前年の60％台となった。ただし、３か月前と比べれば
景気はやや良くなっている。

○
百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が若干なくなりつつあ
る。来客数も少しずつ増加している。

○

百貨店（役員） お客様の様子 ・３か月前は新型コロナウイルスの影響で休業するな
ど、最も景気の悪い状況にあったため、景気はやや良
くなっている。客の動きも３か月前と比べれば良く
なっている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・３か月前が底であったため、そこと比較すると景気
は良くなっている。ただ、実態としては全然良くな
い。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果もあ
り、観光客がやや戻りつつある。

○
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・月を追うごとに来客数と受注量が前年を上回るよう
になってきている。登録台数も前年比でのマイナス幅
が縮小してきている。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量が少しずつ上向いてきている。

○

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・３か月前の５月と比べると販売量の動きははるかに
良くなっている。その要因として、新型コロナウイル
スの影響が出始めた時と比べて、客の警戒心が薄ら
ぎ、来場者の動きが活発になっていることが挙げられ
る。また、９月は当社の決算期となることもあり、販
売量が一段と増加することが見込めるなど、景気が少
しずつ良くなっている実感がある。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・３か月前は新型コロナウイルスの影響を最も強く受
けていたが、８月は前年並みに近い販売量まで回復し
てきている。

○
自動車備品販売
店（店長）

来客数の動き ・客の消費行動が増えてきている。

○
その他専門店
［ワイン］（従
業員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの収束がみえ始めたことで、客
のマインドが回復してきている。

○
観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが開始され
たことで、北海道内を中心に個人客の予約が伸長して
いる。８月の売上は当初想定を50％程度上回った。

○

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・６月まで休業を余儀なくされ、７月に営業再開した
が、客室の稼働は前年の20％前後にとどまった。８月
は地方自治体の需要喚起キャンペーンに参画したこと
もあり、前年の30％前後まで上昇している。

○

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が最も大きかった５月の
空港利用者は前年比7.7％であったが、７月は前年比
30％まで回復してきている。しかしながら、Ｇｏ　Ｔ
ｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンから東京発着分が除外
されたことで、観光消費マインドが全体的に低下して
おり、道外観光客について期待したほどの伸びがみら
れない。

　景気の現状に対する判断の理由及びそれに対する追加説明等について、その主だったもの
及び特徴的と考えられるものを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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○

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・飽くまでも３か月前の緊急事態宣言期間中との比較
であるが、客先で業務出張時の航空機、宿泊の利用が
少しみられたことから、景気はやや良くなっている。
ただ、前月と同様にＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンの効果は薄い。また、企業や組織団体の旅行も
客先の警戒心が強いことから、取扱のない状況が続い
ている。

○

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・３か月前の来客が全くなかった状況と比べると、Ｇ
ｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの影響もあり、
来客数は増えている。ただ、来客数は数えることがで
きる程度にとどまっている。市内の同業者も同じよう
な状況と聞いている。

○
旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが始まった
ことで、少しずつ人の動きが出てきた。

○
タクシー運転手 販売量の動き ・どん底の３か月前と比べれば、景気はやや良くなっ

ている。

○

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・感染防止対策への理解が十分に進み、安心して専門
店を訪れる客が増えてきている。それに伴い、家電量
販店を中心に客の通信端末の買換え需要が高まってき
ている。

○

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・８月27日時点の利用客数は前年の34％程度である
が、６月が前年の６％程度、７月が前年の24％程度で
あったことから、利用客は徐々に回復しつつある。た
だし、これくらいの水準では事業としては赤字続きで
あることから、非常に厳しい状態であることに変わり
はない。

○

美容室（経営
者）

来客数の動き ・３か月前は新型コロナウイルスの影響で午前中だけ
の時間短縮営業を実施していたため、その時期と比較
すると８月は２倍以上の売上増となっている。ただ
し、前年比でみると売上が10％程度ダウンしている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の様子をみると、景気が上向きか下向きかといっ
た方向性は関係なく、新型コロナウイルスを受け入れ
ていこうという意識になっている。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスが流行し始めた３月以降、景気
は余り変わっていない。

□
百貨店（営業販
促担当）

来客数の動き ・お祭りの中止などにより来客数が大幅に減少してお
り、いまだに来客数の戻らない状況となっている。残
暑や秋物の入荷遅れも影響している。

□

スーパー（店
長）

それ以外 ・引き続き新型コロナウイルスの影響がみられる。３
～５月の状況と比べると、６月以降は回復基調にある
が、水準としてはまだまだ悪い。全体としては下げ止
まった形での推移となっており、３か月前と比べても
景気は変わらない。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・衣料品や日用品の動きをみると、６月は自粛の反動
もあり、瞬間的に売上が回復したが、７月後半から再
び低迷傾向に転じている。特にファッション衣料や
キャリーケースなどの旅行関連商材の需要低迷は著し
く、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンによる盛
り上がりも感じられない。

□
スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・食品スーパーは、依然として巣籠り消費の影響でま
ずまずの景況感で推移している。

□

スーパー（役
員）

来客数の動き ・今年はお盆の帰省者が少なかったが、帰省の影響で
地方の新型コロナウイルス感染者数が増加しているこ
とで、外出控えやそれに伴うまとめ買いが増えてい
る。また、外食も少しずつ増えているが、これまでと
同様に内食型の生活が続いているため、食料品を中心
に買上点数が増加傾向で推移している。来客数は減少
しているものの、買上点数が増加していることで、売
上も予算を達成しており、前年を上回る傾向が続いて
いる。

□
スーパー（役
員）

販売量の動き ・プレミアム付商品券の効果もあり、お盆商戦は前年
並みの売上で終了することができた。

□
その他専門店
［医薬品］（経
営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が長期化している状況の
中では、善戦しているといえるかもしれない。ただ、
今後の見通しが立たないのは不安である。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・前年と比べて販売量が低迷している。
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□

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・例年８月は１年で一番の稼ぎ時であるが、今年は新
型コロナウイルスの影響で厳しい。ただ、３月以降で
は、久しぶりに忙しい月となり、スタッフは手際良く
接客していた。最終的な売上は前年比58％と５割を超
えた。

□

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・売上は前年比30％程度であった。３か月前よりは良
いが、前月と変わらず、足踏みが続いている。一方、
食品について、ちょっとした高級品やご当地名産など
の通販、共同購入が堅調なこともあり、外食の利用は
しばらく停滞が続く。また、一部の観光地では観光客
の入込があるようだが、当地では観光客の利用は伸び
ておらず、旅行客の利用はビジネス客が多くなってい
る。

□
スナック（経営
者）

来客数の動き ・まだまだ通常の月の売上には戻っていない。ただ、
少しずつ客が外出するようになってきたことは間違い
ない。

□

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響は変わらない。Ｇｏ　Ｔ
ｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果も薄く、輸送量
は前年を大幅に下回り、減少の一途をたどっている。

□
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの終息がみえないことから、客
が大きな買物、投資を控えている。様子見の状況が続
いている。

▲

商店街（代表
者）

来客数の動き ・自粛要請が解除されたことで、商店街への来街者数
はやや回復したが、新型コロナウイルス発生以前の水
準には戻っていない。特に夜は大幅な減少が続いてい
る。

▲

コンビニ（エリ
ア担当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響により夏のイベントが全
て中止となったことで、飲料水、ビール、食品の売上
が大きく減少している。全体売上への影響は以前より
も大きくなっている。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数の減少にあわせて、売上も減少している。

▲

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・８月の来客数は前年の85％にとどまっている。暑い
日が続いた一方で、夏物家電の販売量に陰りが出てき
ている。近隣の地域で新型コロナウイルスの感染者が
判明したため、警戒感で人出が止まってしまったとみ
られる。

▲
高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・先の見えない新型コロナウイルスへの対応で疲弊の
色が濃くなってきた。

▲

タクシー運転手 来客数の動き ・６～７月のタクシーの売上は前年比マイナス30％程
度であり、５月と比べれば回復していたが、８月に入
り繁華街で新型コロナウイルスのクラスターが発生し
たことで、人出が再び減少に転じており、売上は前年
比マイナス40％となった。

▲

タクシー運転手 お客様の様子 ・３月以降、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、
売上の減少が続いており、厳しい状況が続いている。
ただ、８月に入ってから、若干ではあるが、上向きの
傾向もみられるようになってきた。

▲
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で先行きが不安との理由
で、分譲マンションの購入を見送る客が数組みられ
た。

×

商店街（代表
者）

販売量の動き ・依然として厳しい状況が続いている。中心部の繁華
街には怖くて行けないという声が多く、特に夕方以降
は閑散としている。北海道の感染者数が比較的落ち着
いて推移している一方で、現状は回復の見込みもない
ことから、困惑している。周辺の店舗などの売上は、
一般店が前年から３割強の減少、飲食店が５割の減
少、観光関連業種が９割の減少となっている。

×

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・当地では、昼カラオケや病院でクラスターが発生す
るなど、集団感染が収まらないことから、景気は悪く
なっている。当店は観光地にあるため、周辺からも人
が来なくなれば、手の打ちようがない状況となる。

×

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・北海道における新型コロナウイルスの動向は落ち着
いた状況にあるが、依然として、東京を始めとした首
都圏や大阪などでの感染拡大が続いている影響で、観
光客、ビジネス客共に旅客数が減少している。旅客数
が減っていることで店舗の売上も前年比20％台に落ち
込んでいる。
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×

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で来客数が減っているた
め、全体的な景気は悪い。一方、客が外出や旅行を控
えていることで財布に余裕があるのか、宝飾や時計な
どの高額品の動きは良い。

×
衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・営業マンの外回りが大きく減っている上、在宅勤務
やテレワークの影響もあり、Ｙシャツも売れなくなっ
てしまった。

×
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・観光客が来ておらず、これから先ますます来なくな
ることが見込まれるため、商売としては不安を抱えて
いる。

×
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの先行きについて見通しが立た
ず、人々が不安を抱えたままであるため、買い控えに
つながっている。

×

タクシー運転手 販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響による売上の落ち込みも
底を打ち、回復傾向にあったが、８月に入ってから地
域内における感染者の発生が収まらないことから、人
出が横ばい傾向にある。さらに、お盆時期のイベント
が全て中止となり、関係する需要が皆無となったこと
もマイナスである。

×

タクシー運転手 来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響により、貸切りハイヤー
や観光ハイヤーの利用、インバウンド需要、イベント
関連での依頼がほとんどゼロの状況である。普通タク
シーの利用については徐々に回復してきそうだが、売
上はいまだに４割前後の落ち込みとなっている。

×

タクシー運転手 お客様の様子 ・８月になり、当地において夜の街関連の新型コロナ
ウイルス感染者が発生したことから、人の動きが極端
に減少している。例年であれば、夏のイベントなどに
より人の動きが活性化してくる時期だが、今年は需要
が全くみられない。

×
美容室（経営
者）

それ以外 ・新型コロナウイルスが終息する気配がないことか
ら、外出を恐れている客がいまだに多い。

◎ － － －

○
家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・ショップなどの営業が通常に近い状況となっている
ことから、徐々にではあるが、客足が戻りつつある。
請負案件も動き始めている。

○

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で営業行動が制限されて
いた３か月前と比較すると、取引先の営業活動がほぼ
通常に戻ったこともあり、案件数、相談数が増加して
いる。景況感はやや良くなっている。

○

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスによる外出自粛の影響が大き
かった３か月前と比べれば、経済活動が再開されてい
ることもあり、景気はやや良くなっている。ただ、新
しい生活様式への対応が経済活動や消費、投資マイン
ドの制約要因となっており、持ち直しのペースは緩慢
である。

□
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と同レベルで前年よりも売上の悪い状況が
続いている。

□

建設業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・建設工事の総量に変動はみられない。ただ、地方の
建築工事入札において、特にく体工事などの労務者が
不足していることで単価が上昇しており、工事費が高
止まりしている。そのため、単価と景況感の関係が従
来と比べて崩れつつある。

□

輸送業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・本州での気温上昇により、飲料関連の荷動きが良く
なっているほか、夏季給食需要で生乳の輸送量も伸び
ている。ただし、紙パルプや一般雑貨の動きは相変わ
らず鈍く、全体としては前月と比べて横ばいから微減
での推移となっている。

□

司法書士 取引先の様子 ・建築、不動産関連などの取引先において、各企業が
それなりに創意工夫し、この状況を乗り越えることを
考えている。そのため、現段階では景気に大きな変化
はみられない。

□
コピーサービス
業（従業員）

競争相手の様子 ・業種による格差が大きくなっている。新型コロナウ
イルスの影響がない取引先が多くみられる一方で、影
響を受けて設備投資を遅らせる取引先も多い。

□

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・建設業界は新型コロナウイルスの影響が少なく、引
き続き前年を若干上回って推移している。

企業
動向
関連

(北海道)
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□

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・設備投資に関して、入替えが定期的に発生している
一方で、増設案件が少ない傾向がみられる。

▲

建設業（役員） 受注量や販売量
の動き

・建設現場では新型コロナウイルスと熱中症の防止対
策で、作業効率の低下とコストアップを余儀なくされ
ており、工事の進捗や収益面でマイナスとなってい
る。また、民間建築については次年度以降の新規受注
案件の引き合いが依然として少ない。

▲
司法書士 取引先の様子 ・例年と比較して不動産の売買、住宅の新増改築の受

注が減少している。新型コロナウイルスの影響なのか
受注の問合せも皆無である。

▲

司法書士 取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響による自粛が続き、景気
回復策の１つであるＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンも盛り上がらず、新型コロナウイルス感染者数
が減少する様子もみえない現状においては、景気が停
滞するのは当然のことである。

▲
その他非製造業
［鋼材卸売］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・受注に係る事前活動が十分にできていないことか
ら、毎月少しずつではあるが、新規商材などの販売実
績に影響が出始めている。

×
金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・新築住宅着工件数が前年から15％ダウンしている。
新型コロナウイルスの感染拡大が影響して、一部の民
間物件も含めて工事の延期が生じている。

×
広告代理店（従
業員）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響がみられるなか、景気の
上がる要素が見付からない。

◎ ＊ ＊ ＊

○

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・北海道における新型コロナウイルス感染者数は比較
的少ないため、求人意欲は徐々に上向いてきている。
特に介護業界や建設業界などはふだんより人材が集ま
る傾向がみられるなど、堅調である。一方、観光客や
ビジネスマンの往来が少ないため、宿泊業は大打撃を
受けている。飲食店はランチ客が増加傾向にあるが、
求人を出すまでの忙しさにはなっていない。

○

求人情報誌製作
会社（編集者）

周辺企業の様子 ・緊急事態宣言が発令されていた４～５月は完全に経
済活動が停止していたが、現在は経済活動が行われて
いるため、景気はやや良くなっている。ただ、観光客
が戻ってこないこと、クラスターなどの感染リスク対
策の問題などから、市内中心部の飲食店、コンビニも
含めた小売店の集客状況は厳しいままである。

○

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人の申込件数が前年の８～９割まで回復してきて
いる。特に介護業界、建設業界からの申込みが活発で
ある。ただし、飲食、ホテル、観光、娯楽、アミュー
ズメント業界からの求人は前年の５割程度にとどまっ
ている。

○

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・これまで落ち込みの大きかった観光産業や飲食業に
おいて、改善の兆しがみられる。夏場の観光が通常の
状態に戻っているわけではないが、３か月前と比べれ
ば観光客の入込も良くなっている。

□

人材派遣会社
（社員）

採用者数の動き ・求人依頼が激減した３か月前と比べて、求人依頼件
数は大きく変わっていない。新型コロナウイルスの動
向は落ち着いているようにみえるが、企業にとって
は、ここ３か月の業績が前期よりも悪化している傾向
が顕著に表れているとみられることから、今後の企業
存続について真剣に考えざるを得ない状況となってい
る。そのような中でコスト増となる人材の採用につい
て慎重になる企業が多い。

□
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・飲食業や医療系サービス業の求人回復がいまだに厳
しい。一方、農業に関わる季節求人や短期求人は前年
並みかそれ以上の件数が動いている。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・７月の有効求人倍率は1.15倍と前年を0.04ポイント
上回ったが、新規求人は前年を下回っている。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・当地における７月の有効求人倍率は0.84倍であり、
４月と比べて0.09ポイント減少している。

▲

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの影響で各企業の業績が悪化し
ているせいか、求人数が一向に伸びてこない。希望す
る企業から内定を得て就活を終えた学生はここ数年で
一番少なく、特に文系の学生は内定をなかなか得るこ
とのできない状況が続いている。また、例年８～９月
は学生たちが就活を休む傾向が強いことから、今後の
内定率上昇を期待することも難しい状況にある。

雇用
関連

(北海道)
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× － － －

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・３か月前はレストランとして完全に休業していた。
８月現在の売上は西洋料理と中国料理で800万円ほど
であり、前年比27％の減少である。内訳はランチは同
19.5％の減少、ディナーは同32.1％の減少である。

◎
競艇場（職員） それ以外 ・３か月前は新型コロナウイルスの影響で休業してい

た。

○

一般小売店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・３か月前と比べれば持ち直してはいるが、依然厳し
い状態である。お盆期間中に休業した取引先飲食店も
少なくない。繁忙期に休業するなど今まででは考えら
れないような状況である。今月は初めて新型コロナウ
イルスの影響で閉店を決めた取引先もあり、持続化給
付金などがあっても長期化すればするほど耐え切れな
くなってきている。

○
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍により一時かなり悪化した
が、８月は回復途上にあるといえそうな客の消費意
欲、元気さがみられる。

○

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・３か月前と比較すれば来客数、売上共に改善してい
るものの、例年の同月対比で見れば依然として厳しい
まま推移しており、景気が戻っているわけでは決して
ない。

○
百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・不要不急の商品は選ばない、吟味して購入するなど
購買動向が抑制されていた以前よりは、高額品が動く
など様子に変化がみられる。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数、単価共に若干増加傾向にある。

○
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・来客数は余り変わっていないが、晴天続きで高温の
ため冷たい飲食物等の商品の売上が向上している。

○

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍に加え、梅雨明け宣言が見送
られるなど７～８月上旬の天候不順もあり来客数も下
降気味だったが、このところの高気温で上向きになっ
てきている。

○
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・規制緩和や季節要因にて外出の機会が多くなったよ
うである。

○
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・３か月前は新型コロナウイルスの緊急事態宣言等で
消費が止まってしまっていた。

○
衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・３か月前と比べれば来店客数は増えているが、前年
までは戻っていない。

○

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・８月は猛暑のお陰でエアコンなどの季節商材が売れ
ており、エアコンは前年比150％である。前年も猛暑
だったが、前年よりも更に単価が高く、台数もアップ
している。

○
家電量販店（従
業員）

お客様の様子 ・６月以降、給付金特需が少なからずあり、今月につ
いても多少なりとも給付金の効果が出ている。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・５月の売上は前年比62％だったが、今月は前年比プ
ラス10％で推移している。客の動きも徐々に回復して
きている。

○
乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・来店客も徐々に増え、滞在時間も長くなりつつあ
る。商談がしやすくなってきている。

○

乗用車販売店
（本部）

来客数の動き ・来客数が大分戻ってきている。特に新規来場者が増
えたことで、即決商談も目に付くようになってきてい
る。購入を控えていた客層の動きが目に見えて活発で
ある。

○

その他専門店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言の影響があった３～５月よりは売上が
戻ってきているが、状況が悪いことに変わりはない。
先々の見通しもある程度は立ってきたが厳しい予測に
なる。特に８月は帰省客が少なく、成人式や同窓会等
も全くないため飲食店のダメージが大きい。応援の施
策等もしてはいるが、もっと国や行政が直接的に支援
しないとどんどん廃業する店が増える。

○

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・緊急事態宣言時の大幅減少に比べると、販売量は前
年同月比９割まで回復している。

家計
動向
関連

(東北)
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○
観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・３か月前は新型コロナウイルスの影響で休業してお
り、売上はゼロであった。

○
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・自粛状態は緩和され、客は徐々に戻ってきているよ
うで、今月は季節要因もあり例年並みに近づいてい
る。

○
観光型旅館（ス
タッフ）

販売量の動き ・先行予約が少なく間際での申込みが極端に多くなっ
ている。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの関
係で、宿泊人数は少ないが単価がアップしている。

○
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・県民対象の宿泊割引、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンによってどちらかといえば上向きになっ
ている。

○

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・ステイホームが定着し、自宅での時間が増えたた
め、テレビの視聴時間やインターネットの利用時間が
増えている。新しい生活様式としてインターネットを
活用することが増えたため、利用者も継続的に増えて
いる。外で金を使わなくなったため、家での生活に金
を使うようになってきている。このためテレビとネッ
トのセット加入者も増えてきている。

○
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・販売量が前年同月比で105％と、３か月前に比べて
回復してきている。

○

観光名所（職
員）

来客数の動き ・３か月前と比べれば確かに良くはなっているが、比
較する分母が全然違うので景気が良いとはいえない。
ただ、少しずつ外からの、予約のない客の入込が増え
てきており、やや上向きにはなっているようである。
天候に助けられている面も大きいが、その数が増えて
いけば、幾らかは取り戻せるのかなという状況であ
る。

○

美容室（経営
者）

来客数の動き ・３か月前の５月は途中から県をまたぐ移動ができる
ようになり、それまで完全にアウトであった移動部分
が良くなった時期である。そこの落ち込んだ数値と比
べてやや良くなったということである。

□

一般小売店［書
籍］（経営者）

販売量の動き ・楽器部門は相変わらず好調であり、客単価も上がっ
ている。しかし、書籍部門は８月の入荷、物流の日数
減少やお盆の帰省客のマイナス等により少し悪い。部
門によってばらつきがある。

□
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・既存客の来店は減っているが、新型コロナウイルス
関係のものが相変わらず売れているので、その分、販
売量と共に新規客の来店が伸びている。

□
一般小売店［寝
具］（経営者）

販売量の動き ・冷夏と思いきや猛暑となるも、夏物はほとんど動き
がない。

□
一般小売店［カ
メラ］（店長）

来客数の動き ・来客数は徐々に回復してきているが、まだまだ売上
確保が厳しい状況が続いている。

□
百貨店（買付担
当）

お客様の様子 ・衣料品の苦戦が目立つ。仕事着やふだん着でも外出
用の需要が極端に減っている。

□

百貨店（経営
者）

来客数の動き ・来客数が前年よりも減少傾向にあることは変わらな
い。客単価は向上しているが販売量も前年には届かな
い。食料品、特選品以外の領域は商品の鮮度も落ち、
苦戦している。

□

スーパー（経営
者）

単価の動き ・８月の１品単価はこれまで同様前年を超えている
が、買上点数と来客数は前年を大きく割り込んでい
る。新型コロナウイルス禍のなか、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンなどでの帰省客増も期待した
が、来客数の落ちは大きい。また、大変厳しい暑さも
続き、盆期間の売上は前年比１割くらい落としてい
る。旧盆の落ちを後半回復できず、８月は厳しくなっ
ている。ただ、消費の傾向は変わっていない。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・３か月前と比較すると客数平均の買上金額は減少し
ているが、前年同月と比較すると依然として客単価が
高く、前年の売上を超過している状態である。

□

スーパー（店
長）

販売量の動き ・８月21日までの数字は前年比売上107.7％と６～７
月に続き好伸長である。ただそのなかには前年比
108％と伸ばしたお盆期間中の売上の部分もあるの
で、そこについては膨らんでいる。しかし、それを抜
きにしても５～６月と同程度の伸びを示している。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・相変わらず前年比30％以上の減少が続いており、客
が戻っていない状況に変わりはない。特に夜間、週末
の入りが回復していない。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍のなかで、相変わらずどこに
も出掛けない人が多いため、変わらず静かに推移して
いる。
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□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で夏祭りが全て中止にな
り観光客、祭り客の人出が減少し、売上に大きく影響
している。

□

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・ステイホームが染みついてきたのか、遅い時間の来
客数が減っている。朝、昼、夕方の早い時間まではそ
れほど悪くないが、夜に出歩かなくなったのが顕著で
あり、苦戦している。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・一部商品の売行きが伸びているが、新型コロナウイ
ルスの感染拡大に伴い、年配の方の来店数が減ってい
るようである。よって全体では変わらない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・クレジットを組んでまで新車を入手する個人客がい
なくなっている。

□
その他専門店
［靴］（従業
員）

販売量の動き ・７月上旬に当地で新型コロナウイルス感染者が発生
して、濃厚接触者が誰か不明との報道があってから、
集客が大幅に減少している。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

単価の動き ・元売りからの卸売価格が上がってきている。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンがあったに
もかかわらず、お盆休暇も客の動きは余り変化がな
かった。特に県をまたいだ移動については余り効果が
なかったようである。

□

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で来客数が極端に少ない
状況が続いている。ランチタイムは以前の30～40％程
度で、ディナータイムにおいては５～10％の来客しか
ない。パーティーなどの需要もなくなり、大変厳しい
状況が続いている。

□

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの新たな感染者が、減少から急
激な増加に変わり、客が増加に向かっていた傾向が急
速に冷え込んでいる。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャ
ンペーンによって出掛けようとする客層と、新型コロ
ナウイルス感染者数の増加によって出掛けることを控
える客層が共存し、販売が伸びない状況に陥ってい
る。よって、３か月前と変わらず、いまだに非常に厳
しい状況にある。

□
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・前月とほぼ変わらない。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・新型コロナウイルスに加え、連日の真夏日により、
街中は曜日に関係なく人や車の数が少なくなってお
り、まるで日曜日の朝のようである。財布のひもがキ
ツく結ばれている証拠である。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の設備投資意欲に関しては、業種によりばらつき
はあるものの、全体的に良いとはいえない。

□
テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・来客数以外にも客単価など、自家需要にシフトチェ
ンジしている。

□
観光名所（職
員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響は大きく、また県内で新
型コロナウイルス感染者が確認されたことで地元住民
の来場が激減している。

□

設計事務所（経
営者）

競争相手の様子 ・官公庁の入札において、最低制限価格を下回り失格
となる業者が現れ始めている。受注業務の量と金額の
減少が発生することが想定されることから、変わらず
悪い状況が続いていると判断している。

□
住宅販売会社
（経営者）

それ以外 ・戸建て住宅ではなく集合賃貸住宅の受注が伸びてい
る。

□
その他住宅［リ
フォーム］（従
業員）

販売量の動き ・住宅設備機器は猛暑によりエアコン交換を急ぐ問合
せが急増している。リフォームは特別定額給付金の特
需で増改築、塗装工事が増えている。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が続いており、帰省客が
大幅に減少している。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・７月下旬の当県初の新型コロナウイルス感染者の発
生や８月の七夕祭り中止の影響により、来街者数が大
幅に減少している。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・各所で毎年あったイベントが中止となり、それに伴
う売上がゼロになっている。

▲

スーパー（営業
担当）

来客数の動き ・８月のお盆商戦は帰省客の減少に伴う売上不振で、
月間の売上が厳しくなっている。売上は前年比102％
を維持しているが、来客数は前年比97.8％で推移して
いる。菓子、飲料、酒が前年を割り込んでいる状況で
ある。
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▲

スーパー（営業
担当）

来客数の動き ・大雨による被害と青果物の高騰、高温による需要の
変化、お盆期間の帰省客の減少で地域の経済環境は確
実に悪化している。来客数は95％ながら、パック単価
の高騰とまとめ買いで客単価は上がっているが、曜日
対比では前年を下回る日が多くなっている。

▲
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染者の増加に伴い、来客数が
減少している。また、レジ袋有料化により、買上点数
が若干減っている。

▲

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・東北各地の祭りや花火大会中止により、飲料、アイ
ス、ファーストフードの需要が低下し、前年比80％に
落ち込んでいる。一方で、生鮮品や冷凍食品など内食
需要商品が伸長しているが、全体を押し上げるほどで
はない。

▲
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・竿燈（かんとう）の中止等により観光客が皆無で、
土産品の売上が壊滅状態である。お中元商戦も例年よ
りは２割減少している。

▲
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの影響か、
郊外の観光地はにぎわっていたが、市内でショッピン
グという効果は得られなかった。

▲

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・例年お盆に関しては、首都圏にいる方々が帰省され
て、帰省された御家族を囲んで買物するといったマー
ケットがある。しかし、今年は首都圏からの帰省がな
く、そのマーケットが全くなくなったと言っていいく
らいお盆商戦が大きくへこみ、大打撃を受けている状
況である。

▲

衣料品専門店
（店長）

競争相手の様子 ・新型コロナウイルスの第２波により、夏休みを利用
した旅行、お盆の帰省客需要、出張用途のニーズな
ど、モチベーション需要が低下しているなか、地元客
の需要も伸び悩んでいる。

▲
乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・客の動きが悪く、買い控えをしている人が多い。

▲

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染者の増加が市内でも止まら
ない。当店の客は比較的高齢の方が多いが、高齢の方
は人との接触を避けており、買物も食料品以外は極力
避けている。

▲
住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・夏の祭りが中止になっており、消費動向がストップ
している。

▲
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で客の状況も悪く、新規
サービスにつながらない。

▲
その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

お客様の様子 ・６月下旬から７月中旬までは回復基調にあったが、
７月下旬の連休以降は一気に冷え込み、来客だけでな
く、市中の人の動きが全くない状況である。

▲

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者（住宅展
示場運営会社）

お客様の様子 ・新規の来場組数は増加傾向にあるが、全体の来場組
数は前年度比７割程度で推移しているため、やや悪い
状況と捉えている。

×

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・８月は新型コロナウイルスの影響で帰省客がなく、
その分お盆商戦が極めて厳しい結果に終わっている。
お盆明けも客の財布のひもは固い。マインドが委縮し
ている状況がみられる。

×

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で１年で最大のイベント
である祭りが中止となった。売上は壊滅的に下がり経
営的にもかなり厳しい。夏で稼げないと冬を越すのは
かなりつらい。

×
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・当県で新型コロナウイルス感染者が出てから、50代
以上の来店が急激に減少している。

×
住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・受注生産なので、受注量の減少により販売量が減少
している。

×

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・イベントや祭りが一切ないということで、プリント
Ｔシャツやポロシャツの注文が全くない。また、地元
で一番大きな祭りもないので付随する売上が全くな
い。また、今年は梅雨明けが遅かったので夏物のス
タートがいつもより遅くなり、売上にかなり影響して
いる。

×
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・一度は良くなる方向に行ったが、第２波でまたキャ
ンセルになり、全く暇になっている。東京が回復しな
いと良くはならない。

×
一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響がかなりある。日本全国
同じだが、夜の街が全然戻らない状態である。
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×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍で来客数が激減している。客
の話では、会社から外食するなといったお触れが出て
いるということである。

×

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・７月に市内で新型コロナウイルス感染者が出た影響
を引きずっているようである。来店ではなく出前での
注文は増えたが、店内飲食とは違いアルコールやつま
みなどの注文がないために売上は伸びない。

×
タクシー運転手 お客様の様子 ・人の移動に関しては公共交通機関の利用客が減った

ままの状況である。我々の仕事としても、接遇のチャ
ンスがほとんどない状況になっている。

×

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスと猛暑の影響で農作物の生産が
落ち込み、野菜が高騰している。よって、消費動向も
更に厳しい状況になっており、経済サイクルが鈍化し
ているため、悪くなっている。

×
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍の影響で特に飲食業、観光業
が大きなダメージを受けている。

×
遊園地（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスによる出控え、夏休みの短縮、
そして帰省客、県外客の大幅減で、前年の６割に達し
ていない。

◎ － － －

○

農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・８月に入り晴天続きでももの品質が甘さもあり大変
良かったことと、春先の気候のせいで実の付きが８割
程度と悪かったことによる品不足があり、例年より３
割程度値段が良くなっている。

○

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・３か月前の当県は緊急事態宣言解除直後で、首都圏
等からの旅行客、出張者は全くなかった。現在も観光
客はないが、ビジネス等による出張者は少しずつ見ら
れるようになってきている。ただし、８月は七夕祭り
が中止されたのが大きなマイナスとなっている。

○
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・先行きの不安感はあるが、受注は上向いてきてい
る。

○
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・民間の大型設備投資案件について、当初より遅れは
あったものの契約に至っている。

○

金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・インバウンド効果は消滅したままだが、新型コロナ
ウイルス感染例の少ない地域でもあることから、３か
月前に比べ地域における消費行動は相対的に活発化し
ている。外食産業の業況も持ち直しの兆しがみられ
る。

○
広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響がまだまだ続いている。

□
農林水産業（従
業者）

受注量や販売量
の動き

・さくらんぼの売上が全て入金になったが、価格はこ
こ数年にない高値だったものの、収穫量が少なかった
ことから、売上額は減少している。

□
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量の前年割れが続いており、３か月前と比べて
も悪い状況に変化はない。

□
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・イベントの中止に伴い印刷物が減少している。ま
た、学校行事の中止に伴いＰＴＡ新聞等の発注も減少
している。

□
出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前の売上は前年同月比で20％減少していた
が、今月も20％減少のままである。悪いままで変化が
ない。

□
電気機械器具製
造業（営業担
当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響が長引いており、経済回
復の動きはみられない。また、政府からの給付金も経
済回復への影響は余り見られない。

□

建設業（企画担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルス禍の影響で、客先の設備投資計
画に延期や規模縮小となる案件が散見される一方で、
一部設備投資を再開する客先もあり、一概に悪化して
いるとも言い切れない。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・客との対面は依然として困難であり、対応に苦慮し
ている。

□
広告業協会（役
員）

受注量や販売量
の動き

・地域の夏祭りも軒並み中止で、イベント関連の集客
人数緩和に期待していたが先送りされ、広告業界復調
の兆しが見当たらない。

□
経営コンサルタ
ント

それ以外 ・中心商店街や郊外商業施設では、来街者、来店客は
回復しつつあるが、実需に結び付いているとの実感は
薄い。

□
その他企業［企
画業］（経営
者）

取引先の様子 ・住宅会社における受注数の減少が前年と比べ顕著で
ある。例年はお盆を機に問合せや見学希望が増えるが
今年は動きが鈍い。

企業
動向
関連

(東北)



48 

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

▲

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・６～７月と新型コロナウイルスの影響から少しずつ
回復していたが、８月は七夕祭りの中止やお盆の帰省
の自粛から、売上は前年の約半分となっており大変厳
しい。

▲
電気機械器具製
造業（企画担
当）

取引先の様子 ・米中貿易摩擦により、取引先の生産数が減少傾向
で、半導体の受注量が影響を受けている。

▲
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの感染が収束せず、消費行動に
盛り上がりが見られない。特に、飲食、ホテル業は先
が見通せない状況が続いている。

▲

公認会計士 取引先の様子 ・客の月次、決算状況から判断している。飲食関係は
売上が前年水準まで戻らず低空飛行を続けており、苦
しい企業が多い。小売店も同様であるが、一部業種は
巣籠り需要で業績が伸びている。建設関係は一定程度
の業績を維持しているところが多い。

▲

コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・雇用調整助成金を活用し、社員を計画的に休業させ
て販売活動を調整してきた。最近は売上を拡大するた
め徐々に稼働日数を増やしてきたが、計画どおりには
売上が伸びず苦労している。まだまだ新型コロナウイ
ルスの影響が続いている状況である。目先の受注獲得
のために新型コロナウイルス感染拡大防止商品の扱い
を増やしているが、単価が低く業績回復までには至っ
ていない。

×
窯業・土石製品
製造業（役員）

受注量や販売量
の動き

・公共工事に加え民間工事も低調で、地域格差はある
ものの全体として先行きに大型物件がない。また、値
上げも浸透していない。

×
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・８月の売上は前年比で20％超の減少見込みと、４月
以降で一番の落ち込みになりそうである。

×
その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今年の２月頃から、新型コロナウイルスが原因で毎
月売上が前年比５～10％落ちており、利益はそれ以上
落ちている。大変困っている状況である。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数が減少した状態から持ち直してきており、増
加傾向に戻ってきている。

○

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・相変わらず低迷状態が続く求人数だが、前月よりは
回復し前年比85％くらいまで戻してきている。ただ、
業種的にはＩＴ、通信分野が主流で、新型コロナウイ
ルス流行以前の主流であった流通・サービス業はほと
んど見当たらない。

□

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・景気はやや悪い状態が続いている。飲食業、旅行
業、サービス業は少し回復してきたとはいえ、相変わ
らず前年の半数、良くても７割くらいしか戻っていな
い。建設業は新型コロナウイルスの関係で設備投資を
控える動きが出てきている。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・新型コロナウイルス禍の状況で大きな変化がなく、
悪い状況が続いている。

□
アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・ここ数か月が悪い状況が変わらない。前年と比べ、
受注がかなり減っている。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・新型コロナウイルス感染者が地域内で見つかった
ニュースが流れるたびに、外食産業や観光客を相手に
商売をしている店から徐々に人が減っていく。夏場の
感染拡大によって、上向きかけた消費動向も冷え込ん
でしまったようである。

□
職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者はそれほど増えていないが、新規求職者
に占める事業主都合離職者の割合が増えている。

□
職業安定所（職
員）

それ以外 ・雇用調整助成金等の申請が、増えているわけではな
いが減ってもいない。

□
学校［専門学
校］

それ以外 ・新型コロナウイルスの感染症防止の影響から、景気
状況はいまだ変わらず、低迷が続いている。

▲

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・依然として派遣受注は低迷している。しかし、取引
中の客、特に事務センター系は新型コロナウイルス禍
にあってもサービス向上のため増員しており、その需
要に支えられている。悪循環の様相は回避したとみて
いる。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数がここ数か月連続で前年同月を下回って
いる。新型コロナウイルスの影響で、先行きの不透明
感から求人の手控えが続いているとみられる。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は３か月前と比べてほぼ横ばいだが、月
間有効求人数は３か月前と比べて減少傾向が続いてい
る。

雇用
関連

(東北)
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×
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・前年比50％前後の動きで、改善傾向が見られない。
特に飲食、宿泊業界は壊滅的な状況である。大手企業
も求人需要は一向に改善されない。

×
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新型コロナウイルス感染拡大の影響が出ている。

　３．北関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、来客数が極端に減っ
ていたが、少しずつ回復している。

◎

住関連専門店
（仕入担当）

来客数の動き ・Ｗｉｔｈコロナの生活様式が大きな追い風となって
いる。お盆の帰省が減少し、旅行や各種イベントも中
止になっている。そうしたなかで、手軽に身近ででき
ることを探しているため、ゴールデンウィークと同様
の傾向で、家の片付けや模様替え、ガーデニング、
ガーデンバーベキュー、近場でのアウトドアキャンプ
等が人気である。

○

一般小売店［土
産］（経営者）

販売量の動き ・３か月前は緊急事態宣言発令下だったため、比較は
難しいが、単純に比較すればかなりの回復度合いであ
る。ただし、前年同月比でみれば３～４割ほどの売上
しかなく、依然として厳しい状況にある。

○

一般小売店［青
果］（店長）

販売量の動き ・５月頃と比べると、小さい食堂や飲食店関係は元に
戻りつつある。大きなところの宴会、結婚式等の催し
はできないので、さほど戻ってはいないが、小さい店
が戻っている分だけ、売上は多少良くなっている。

○

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・３か月前の月半ば辺りから通常営業に戻している。
さすがに３か月前と比べれば良くなっているものの、
新型コロナウイルス流行以前にはほど遠い状況が続い
ており、良くなっているとは感じられない。

○

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・コンビニは毎年７～８月は気温の上昇で来客数が増
加し、年間で売上のピーク時期なので、その分やや良
くなっている。また、６月は新型コロナウイルスの影
響で、来客数が減っていたが、これはこの時期だけな
のではないか。

○
家電量販店（店
長）

販売量の動き ・猛暑がやってきて、季節商材が動いたため、やや良
くなっている。

○

その他専門店
［靴小売業］
（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響は５月が底で、今は70％
台まで回復してきている。小売は店の状況というより
は、学校、テレワーク等の仕事の形態や飲食店等が通
常のように回復していかないと、この状態が続きそう
である。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３か月前と比べれば来客数は増えているものの、前
年同月比３割減となっている。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・県外ナンバーの客が大分目立つようになってきてい
る。

○

その他飲食［給
食・レストラ
ン］（総務）

来客数の動き ・事業所給食は、７月までは工場や研修施設で一部休
業している取引先が残っていたが、８月には全て再開
となり、提供する食数も増加している。ただし、出張
自粛、在宅勤務の定着、実習生の受入れ先送り等は続
いており、食数が100％に戻ることはない。施設ごと
に提供体制や人員のシフト等を再構築していくことが
必要になっている。

○
都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言下のときよりは、解除によってホテル
の稼働率は上がっている。まだやや悪いが、３か月前
との比較では、やや良くなっている。

○
旅行代理店（経
営者）

来客数の動き ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの割引適用を
利用した個人客の申込みはコンスタントにあるが、団
体分はほぼ皆無である。

○
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・先行した動きが出てきているため、やや良くなって
いる。

○
ゴルフ場（総務
担当）

来客数の動き ・４～６月頃に比べて、来客数が増加傾向にある。

○

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で休業していた飲食業界
に、徐々にではあるが客が戻りつつある。猛暑でエア
コンの販売は順調である。ステイホームの影響で、テ
イクアウトや通信関係も売上を伸ばしているようであ
る。

家計
動向
関連

(北関東)
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○
設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染に注意しながら、元の生
活に戻ろうという動きがある。

□
一般小売店［精
肉］（経営者）

お客様の様子 ・今月も連日真夏日か猛暑日で、外出は控えるように
という話が広まっている。大型店でも人の動きは少な
い。

□
一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・当店のような業種は、夏の時期は良くなるが、暑さ
が終わった後が怖い。

□

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染者数増加に伴う自粛ムー
ドの高まりから、来客数が減少している。また、夏休
みの集客イベントの中止や宣伝広告の自粛が来客数減
少に拍車をかけている。

□

スーパー（商品
部担当）

お客様の様子 ・売上自体は良いものの、来客数減少、客単価上昇と
いう状況は変わらない。新型コロナウイルスの影響に
よる売上推移と捉えるのが妥当ではないか。人が動き
始めた感はあるが、来店頻度は変わらない。

□

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・市内の大きな祭りが中止になった分、売上は落ちた
が、８月は天候が良く猛暑だったので、調理麺等はか
なり伸びている。全体としては、祭りの中止分をカ
バーしている。

□

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・酷暑の日が続き、新型コロナウイルスだけではな
く、熱中症にも気を付けなければならず、客の来店が
少ない。また、野菜等の食品が値上がりしているため
か、夏物を値下げしてセール販売しているが、なかな
か売上に結び付かない。

□

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍のなか、巣籠り需要が続き、
調理家電や小型家電が引き続き好調に推移している。
金額面で貢献した商材は洗濯機で、前年比105％であ
る。季節商材のエアコンは工期が延びた割には、同
100％で着地しており、全体的な金額も同100％をキー
プしている。

□

家電量販店（営
業担当）

販売量の動き ・エアコン、冷蔵庫、洗濯機、パソコン、消耗品、調
理家電等の大型家電は、前年比130％以上で推移して
いる。テレワーク商材に関しては、品薄もあるもの
の、好調に販売できている。

□

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・２～３か月前よりはやや良くなってきているが、当
社で扱う中古車、新車、輸入車関係の販売が、低水準
で推移している状況は変わらない。ただし、修理関係
は相応に入っている。

□

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・販売台数的にはほぼ３か月前と同じになってきてい
るが、単価のかなり低い車が動いている傾向である。
逆に言うと、高額な車の動きが止まっている。先に向
かっては、特に何が売れそうとか、伸びていくという
手応えはないものの、少しずつ回復傾向にある。

□

スナック（経営
者）

お客様の様子 ・地元では、プレミアム付飲食券の販売等で、飲食店
に対して、いろいろと努力してもらっているが、有効
に利益が出ているところと、まるで反映されないとこ
ろとの差が出てきており、総合すると今までと余り変
わらない。

□
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大第１波で厳しかった
５月と同水準である。

□

都市型ホテル
（副支配人）

販売量の動き ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌや県独自のキャンペーン効
果で、一時的には回復している。ただし、飽くまでも
一時的な物で、全体としては前年比50％と厳しい状況
に変わりはない。

□

旅行代理店（所
長）

来客数の動き ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンに自治体の宿
泊補助施策も重なり、大きく期待した今月だったが、
新型コロナウイルスの感染拡大が収まらず、もろ手を
挙げて旅行する、あるいは受け入れる気運がそがれ、
日帰り客はそこそこ動いたものの、宿泊は厳しい結果
となっている。

□
通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言の解除で６～７月は上昇したが、今月
は短縮営業の影響を受けた３か月前に近い販売量に落
ち込んでいる。

□
通信会社（局
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルス関連で、通常時の70～80％に落
ち込んだ来客数のまま、推移している。

□
ゴルフ練習場
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、車で移動することが
多くなり、通行人がいない。

□
競輪場（職員） お客様の様子 ・入場者数、販売単価共に、８割程度にとどまってい

る。
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▲
百貨店（営業担
当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響により、前月、今月と衣
料品取引先の撤退が相次いでいる。撤退分の補完が進
んでいないため、やや悪くなっている。

▲

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・前年と比べ、売上は８万4000円マイナスの85％、来
客数は85人マイナスで88％、客単価は29円マイナスで
96％と、前年を大きく割り込み、大変厳しい。来年３
月まで店の前面道路の工事が続く予定で、大きく影響
を受けている。

▲
コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・近くで新型コロナウイルスの感染者が出て、風評被
害もあり、来客数が減っている。

▲
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・今月は新車、中古車の販売台数が落ち込み、さらに
整備工場の売上もかなり下がっている。前年同月より
20％も悪くなりそうである。

▲
通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響があり、大型商業施設等
への来客数減少が続き、携帯ショップ等の販売が減少
している。

▲
美容室（経営
者）

来客数の動き ・皮肉なことに、新型コロナウイルスの流行を機に働
き方改革が進んでいる。

▲
その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

販売量の動き ・当県では、徐々に新型コロナウイルスの影響が顕著
になってきている。

▲
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・来店から成約までの時間が、以前より掛かってい
る。購入に際し、客が慎重になっているようである。

×

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・街のイベントの中止や新型コロナウイルス感染者の
増加がある。また、熱中症への対応等か、巣籠り消費
ばかりでＧｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの御利
益は全くなく、感染拡大の第２波への懸念がある。

×

衣料品専門店
（販売担当）

来客数の動き ・当店は高齢の年金受給者が顧客の中心ということも
あり、新型コロナウイルスが心配なようで、自己防衛
に走って外出を相当控えている。日を追うごとに悪い
状況が増長し、ひどい状況である。

×

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・自動車の販売と整備をしているが、こんなことは初
めてである。目標にも届かない上に、30か月連続で
ずっとプラスを続けていたところが、前月あたりから
おかしくなって、今月はその記録がストップしてし
まっている。本当にひどい状況である。

×
住関連専門店
（店長）

競争相手の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、店を閉めなければい
けない飲食店や小売店が増加している。

×
その他専門店
［燃料］（従業
員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染防止のため、業務用での使
用量が大幅に減少している。

×

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染第２波の影響で、７月に
多少戻ってきた来客数が、再び緊急事態宣言時の状態
に戻ってしまっている。お盆も帰省客はなく、テイク
アウトもピークは過ぎてしまっている。

×
一般レストラン
［居酒屋］（経
営者）

来客数の動き ・近隣で新型コロナウイルス感染者の発生情報があ
り、客足が鈍くなっている。

×
都市型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・営業するも地獄、休業するも地獄である。

×

タクシー運転手 来客数の動き ・６月中旬以降、東京で連日200人以上の感染者が出
てから、来県者数が極端に少なくなっている。７月の
給料で初めて県の最低賃金に届かずに補填してもらう
状況になり、今月も同じような状況が続いている。

×
タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・昼も夜も動きが悪く、前年同月比48％の減少であ
る。

×
タクシー（役
員）

お客様の様子 ・国の施策がひど過ぎるため、悪くなっている。

×

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・元々、低迷を続ける地方経済に、さらに今回の新型
コロナウイルスが追い打ちを掛けている。一般の需要
はほぼ見込めず、イベント等の度重なる中止により、
行政や外郭団体からの受注も皆無となっている。

×
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、悪くなっている。

×

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響や夏休みの短縮等によ
り、入園者数が前年より大幅に減少している。また、
旧盆休み終了後は、閑散期のような状態になりつつあ
る。
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×

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・相変わらず、飲食店やスナック等の状態が悪く、客
の流れがないため、閉店が増えている感じである。ま
た、貸事務所も撤収はあるものの、ほとんど動きがな
い。アパート、マンション等の動きもほぼない。いま
だに新型コロナウイルスの影響が大きく、特に、居酒
屋や飲み屋関係は大きな打撃を受けており、現在も当
社管理物件で閉鎖が続いている。

◎ － － －

○
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・一部の取引先では、緊急事態宣言中に工場の操業を
止めた反動で、秋口の増産計画が動き出している。

○
その他サービス
業［情報サービ
ス］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・引き合い、商談件数共に増加している。客からも問
合せが多く、動き出しつつある。

□
窯業・土石製品
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響もなく、順調に稼働して
いる。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、取引先の生産動向が
低下傾向にある。

□
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先が十数社あるが、ほとんどの会社が４～５割
落ち込んでいる。大変悪い状況のままである。

□

建設業（開発担
当）

それ以外 ・公共工事主体で売上の95％を占める建設業を営んで
いる。現政権誕生後、公共工事は順調に推移してお
り、業界としては大変有り難く感謝している。健康問
題による首相辞任は大変残念でならない。今期の公共
工事は前年比55％増と、過去に経験したことのない発
注額である。これは、前年秋の大雨による災害復旧に
よるところが大きく、喜ばしいことではない。災害に
遭われた方の苦労を考えると申し訳ない気持ちであ
る。当社も前期比10％増の受注がある。

□

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・８月は天候が回復し、夏物家電、エアコン、サー
キュレーター、扇風機等は前年並みの物量を確保でき
ている。また、新型コロナウイルスによる自粛ムード
のなか、家キャンプが流行し、テント、チェア、テー
ブル、コンロ等の物量が増えたため、前年比12％増の
業績となっている。

□

広告代理店（営
業担当）

それ以外 ・新型コロナウイルス感染の第２波により、地方でも
夜の繁華街でクラスターが発生し、再び飲食店への客
足が減少している。知り合いのホテルでは、少しずつ
宴会予約も入ってきて、これから、というタイミング
での感染者の増加で、宴会予約が入らなくなっている
ようである。

□

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・新型コロナウイルスばかりに社会の関心が向けられ
た状態では、企業の経営行動は制約され、消費者の外
出や消費行動も過剰な自粛感覚に陥る。卸、小売販売
業や、個人、地場企業を顧客とするサービス業が大半
を占める地域企業に、明るい動きは乏しい。例年より
も長い梅雨が明けた後の短い夏の消費や生産活動はお
のずと委縮している。

□
社会保険労務士 取引先の様子 ・東京とは関係なく、地方でも生活必需品はそこそこ

だが、その他のサービス業の多くは、新型コロナウイ
ルスの感染者が出てきている影響を受けている。

▲
化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・かなり回復した部門と予想外に落ち込みが大きかっ
た部門があり、平均するとやや悪い状況である。

▲

金属製品製造業
（経営者）

それ以外 ・当社の受注は前年比７割である。先日、東京へ特急
電車で行ったが、半分以下の乗車率であった。帰りは
夕方であったが、１車両に５～６人しかいない。地元
主要駅の居酒屋は金曜日でも客入りは２割とのことで
ある。

▲

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、現状、受注量は２割
ほど減っている。当社は10～12月が繁忙期になるが、
注文内容をみると、前年の半分くらいの受注量しかな
い。かなり厳しい状況である。

▲

不動産業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・取引先の収益悪化で、受託している清掃の維持管理
費を減額したため、売上が減少している。新型コロナ
ウイルスの感染再拡大により、一部で清掃頻度、資材
消費は増えているものの、受託金額は変わらないた
め、収益を押し下げる原因となっている。

▲ 司法書士 受注量や販売量 ・少しずつ悪くなっている。
× － － －

企業
動向
関連

(北関東)
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◎ － － －

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・８月下旬から派遣の依頼数が前年並みに回復してき
ているため、やや良くなっている。

○

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの影響もある
と思うが、付き合いのある宿泊施設等の稼働は、３か
月前と比べるとやや戻っている。ただ、観光地の当地
で新型コロナウイルスの感染者が出たため、キャンセ
ルが相次いだということもあり、まだ伸び悩んでい
る。

□

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・小中学校等の夏休み期間も終わったが、休み期間に
かなり外出したようで、スーパー、大型店等の購買は
みられた。引き続き、建設関係の受注、着工等は厳し
いが、予算の関係上、建て直すところは建て直し、道
路補修工事も進められている。暑さの影響がかなり出
ているようである。

□
人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・現状、仕事がなくて困っている。これから先が心配
である。

□
人材派遣会社
（管理担当）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、求人数は低迷したま
まである。

□
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・製造業の休業が増加しているものの、飲食店は通常
に戻りつつある。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人数は前年同月比28.6％減少し、13か月連続
で減少している。新規求人数は前年比27.4％の減少と
なっている。

▲
学校［専門学
校］（副校長）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、各企業が求人をちゅ
うちょしている。今後はこうした状況の変化を見てい
きたい。

× ＊ ＊ ＊

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・現在は全館で営業を再開しているので、食料品もそ
れに伴い若干戻ってきており、生鮮を中心に非常に良
い。お中元ギフトも前年の売上を確保できており、良
い兆しが見えてきている（東京都）。

◎

スーパー（販売
促進担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響による巣籠り需要で、自
宅での食事が増え、肉類を中心に食品の売上が好調に
推移している。猛暑による青果の価格高騰も追い風と
なっている。

◎
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・５月と比較すると売行きは良い（東京都）。

◎
その他専門店
［貴金属］（統
括）

販売量の動き ・３か月前は自粛期間のため、売上がほぼゼロであっ
た。現在は営業再開しているため、売上を確保できて
いる（東京都）。

◎
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・３か月前は稼働率10％を下回っていたため、それと
比べると少しは回復している。

◎

旅行代理店（販
売促進担当）

販売量の動き ・３か月前に比べると、８月は個人旅行が良くなって
いるが、新型コロナウイルスの影響のなか、全体的に
は非常に厳しく、特に団体旅行は９割減くらいであ
る。海外個人旅行も９割強減少しているが、唯一良い
国内個人旅行が７～８割強の盛り返しで、数字を支え
ている（東京都）。

◎

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・３か月前は、新型コロナウイルスの影響により在宅
勤務主体での営業活動であったが、８月は、一部制限
はあるものの通常営業に戻しているため、営業的には
大きく回復傾向にある（東京都）。

◎
観光名所（職
員）

来客数の動き ・３か月前は新型コロナウイルスの影響で営業ができ
ない状態であった。今は営業しているため、３か月前
よりは良くなっている（東京都）。

◎

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字の約116％となり、良い。
３か月前と比べても3.5倍となり、明らかに良くなっ
ている。新型コロナウイルスの感染拡大に伴う緊急事
態宣言の解除後に来場者が増えたが、ようやく販売量
に結び付いている。８月は長期休暇もあり、在宅率も
高く、商談数が増えた結果である。

◎
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響がなくなり、受注が伸び
ている。

雇用
関連

(北関東)

家計
動向
関連

(南関東)
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○

商店街（代表
者）

来客数の動き ・最近、商店街の通行量も少しずつ回復傾向にあり、
それに伴い来客数もやや増えてきている。以前は本当
にひどかったが、最近になって、やや回復とまでいか
ないものの、少しずつ客が増えている。

○

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・緊急事態宣言解除の頃と比べれば明らかに良くなっ
ている。新型コロナウイルスの影響があるなかでの消
費行動に客が慣れてきて、正しく恐れるようになって
きたと感じる。ただし、３か月前と比べれば良いと感
じるだけで、通常からするとかなりの厳しさが飲食を
中心に続いている（東京都）。

○
一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響と急な暑さにより、エア
コンの売上が好調で、８月になっても注文が入ってい
る。

○

一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・暑さのせいもあり、エアコンが動いている。客に営
業はかけられないが、電話の問合せやホームページな
どから注文が入っている。ただし、新型コロナウイル
スの影響による品不足があるので、商品の確保が大変
である。

○
一般小売店［家
具］（経営者）

販売量の動き ・８月に入り、客が少し増え、販売量も多少増えてい
る。特別定額給付金の10万円が幾らか還元されている
のかもしれない（東京都）。

○

一般小売店［文
房具］（経営
者）

販売量の動き ・７月末頃からほぼ前年どおりの売上にまで回復して
きている。ただし、法人客による店頭での買物は、テ
レワーク等の影響を受けて減少傾向である（東京
都）。

○

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

販売量の動き ・当地域は流出人口が多いのだが、その人たちがテレ
ワーク等で東京方面になかなか行かないということも
あってか、来客数が増えている。マスク等の感染防止
商品を売っており、それがよく売れていることもあっ
て、店頭部門は２けた成長である。一方、外商部門
は、大手の法人がストップしていることもあり、若干
下がっている。

○
一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・来客数、売上共に前年比10％減で、思っていたほど
減少してはいない。

○

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・悪い状態だが、少しは注文が戻りつつある。ただ
し、全然元のような状況ではない。会場が取れず催事
ができない。従業員も交代で休んでいる状況である
（東京都）。

○

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・前月同様、緊急事態宣言下の５月との比較では、良
くなっているという回答になる。実態の客の様子は、
ここ数か月と変わらず、非常に慎重である。紳士、婦
人共にファッション関連の今年の春夏商材の動きは、
厳しいまま終わろうとしている。現在もバランスの良
い客の購買行動にはなっていない（東京都）。

○

百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・３か月前の５月は緊急事態宣言を受けて店舗の大半
が臨時休業をしていた。現在は営業を再開しているた
め、その当時に比べれば来客数は回復している。しか
し、前年比でみると引き続き厳しい状況である（東京
都）。

○
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・現在の足元は悪いが、３か月前と比較すると改善し
てきている。来客数も15％ほど改善してきている（東
京都）。

○

百貨店（販売促
進担当）

それ以外 ・３か月前は、緊急事態宣言が解除される月末までは
食品のみの営業となり、売上に大きく影響のあった月
であるため、比較すると景気は良くなっている。しか
し、都内の感染者数が増えていることなどから、来客
数の回復傾向も止まっており、景気が良いとはいえな
い。

○

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・４～５月頃の緊急事態宣言中と比較すれば業績は伸
びているが、前月と比較すると厳しい。前年に比べて
夏休みを利用した遠方からの来街者が減少している
（東京都）。

○

百貨店（店長） 来客数の動き ・営業再開直後の来客数は前年比６掛け程度であった
が、今は安定して70％を超えている。特に、食品は売
上についても前年を超える日がかなり出てきている
（東京都）。
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○

百貨店（企画宣
伝担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染拡大防止のため営業品目の
制限をしていた３か月前に比べ、営業再開後の品目拡
大分は売上が増加している。前年同期比では下回って
いる。

○

百貨店（副店
長）

来客数の動き ・３か月前の５月は臨時休業の時期があり、販促活動
もしていなかったので比較は難しいが、客の行動は活
発になっている。食品売場において特に顕著である
（東京都）。

○

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・衣料品や住まいの品に関しては、頻度性の高い物は
前年並みだが、お出掛けや帰省等に関連する物、お
しゃれ関係は非常に数字が良くない。逆に、新型コロ
ナウイルスの影響によるステイホームのため、食料品
に関しては、ほぼ全品で売上が前年比で１～２割上
回っており、店全体としても約１割前年より売上が伸
びている。

○
スーパー（総務
担当）

単価の動き ・自粛疲れが出ていると感じる。遠出できない分、買
物で気を紛らわそうとしているように見える。

○
スーパー（ネッ
ト宅配担当）

お客様の様子 ・今月は晴天に恵まれ、売上が安定して伸びている。
お盆商戦も今年は長丁場で特に大きなピークはなかっ
たが、ある程度高水準で売上が推移している。

○
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・新型コロナウイルスの影響で、来客数は減っている
ものの、客単価だけは上がっている。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、自宅にいることが多
いことが一因と思われる。

○

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・まだまだ景気が良くなっているとはいえないが、３
～４月と比べれば少しずつ上向きになっており、人も
少しずつ出始めている。当社はショッピングセンター
にも入っており、まだ80～85％程度だが、少しずつ客
が戻ってきているように感じる。

○
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・マスク等の衛生商材の需要が多く、売上は取れてい
る。来客数も多く、天候も夏物衣料には良い状態に
なっている。

○
衣料品専門店
（統括）

販売量の動き ・３か月前と比べるとリモートワークが減り、働くビ
ジネスマンも多くなり、必要な物を買いに来る客が増
えてきている。

○
乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・最近は来客数が前年並みに戻ってきて、活気が出て
きている。

○
乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・販売量が増加傾向にあり、勢いは続くように感じ
る。客の購買検討も多く聞かれるようになっている。

○

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

来客数の動き ・ドラッグストアは来客数が増えているため、売上が
前年比120％である。しかし、調剤薬局は患者数が
減っているため、売上も前年比85％であり、全体では
微増である。

○
その他専門店
［雑貨］（営業
担当）

来客数の動き ・３か月前は緊急事態宣言の発出に伴い休業していた
ため、単純比較では増加している。しかし、宣言前の
３月との比較では63％減少している（東京都）。

○

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（団体役
員）

販売量の動き ・３か月前と比較すると販売量は増加しているが、前
年比では減少している。天候が良いので、洗車が好調
である（東京都）。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３か月前は一番のどん底で、新型コロナウイルスの
影響で客が１人も来ないような状態が続いていたの
で、それと比べたら少し良くなっている。今は落ち着
いているので、少しずつ回復して、景気が戻ってきて
いる。

○

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・３か月前の５月１～28日までの前年比は、売上
30.0％、来客数27.0％である。今月８月１～27日まで
の前年比は、売上58.1％、来客数53.6％である（東京
都）。

○

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

来客数の動き ・３か月前は自粛要請が出ていたため、当然その頃よ
りは人が動いており、売上も上がっている。ただし、
前年に比べると人の動きは半分以下で、決して良い状
態とは言えない（東京都）。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響がまだ続いているが、少
し回復している。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・３か月前と比べ、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンの影響もあり、徐々にではあるが宿泊の稼働、
売上共に伸びてきており、お盆期間中の稼働は80％を
超えた。平日稼働は相変わらず低調ではあるが、緊急
事態宣言発出直後の数字に比べれば伸びは大きい。
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○

旅行代理店（営
業担当）

来客数の動き ・４～５月の新型コロナウイルス感染第１波の頃は来
店客が皆無だったが、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャ
ンペーンが始まった７月下旬から徐々に来客数が増加
してきている。

○
通信会社（社
員）

お客様の様子 ・集客の大きな催しが始まり、新型コロナウイルスへ
の意識や対処が変化してきているようである（東京
都）。

○
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・元どおりのセールス活動を行うことができており、
ほぼ通常どおりの販売数も確保できている。

○

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言下に比べ、契約数は伸びてきている
が、在宅勤務者自体は３か月前よりも減ってきている
ため、多チャンネル、ＯＴＴ、高速インターネットの
需要は若干減っているように感じる。

○
通信会社（管理
担当）

お客様の様子 ・やや良くなっているといっても、３か月前が悪過ぎ
たので比較にならない（東京都）。

○

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・前月に比べて、加入希望の反響が少しではあるが増
えてきている。数か月前は買い控え等が目立っていた
が、当面は新型コロナウイルスの状況が変わらないと
判断しているのか、徐々にではあるが、買い控え等が
なくなってきているように見受けられる（東京都）。

○
ゴルフ場（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響に慣れてきた感がある。

○

パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染者数が高止まりしている不
安要素はあるものの、政府が打ち出すＧｏ　Ｔｏキャ
ンペーンを始めとした景気対策が、僅かではあるが良
いマインドを生み始めている。

○
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・３か月前の５月と比べると多少良くなっているとい
うことであり、今後景気が浮揚し、受注が増加する気
配は感じられない。

□

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で、３か月くらい前まで
は品物が入ってこなかったりしたが、それが徐々に
入ってくるようになり、売上が多少持ち直してきてい
る。ただし、今までの負の部分がかなりあるので、経
営状況は大変である（東京都）。

□
一般小売店［祭
用品］（経営
者）

来客数の動き ・毎年この時期は多くの客が祭り用品を購入するのだ
が、祭事の中止によりほとんど販売量がない。

□
一般小売店
［傘］（店長）

来客数の動き ・緊急事態宣言解除後は、来客数が戻ってきたように
見えたが、次第に静かになってしまっている。

□

一般小売店［生
花］（店員）

販売量の動き ・花屋は駄目である。自粛になってしまってから、お
祝いごとの花が売れなくなってしまっている。仏花だ
けが多少売れているくらいで、本当に最悪の状態であ
る（東京都）。

□
百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・来客数は前年比70％で推移している。新型コロナウ
イルスの影響で高齢客の戻りが鈍い（東京都）。

□

百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・メディアによる新型コロナウイルス感染者数の報道
により来客数が左右されている。収束の見通しが立た
ないため、景気が上向きになることはない（東京
都）。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・来客数は回復傾向にあるものの、依然として前年を
下回っている。売上は、衣料品は厳しい状況が続いて
いる一方、外食を控える影響から、総菜や生鮮食品を
中心に食料品が好調である。全体的には、通勤客の減
少により、夕方以降の来客数と売上が減少している
（東京都）。

□
百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・３か月前は営業自粛期間中のため比較はできない
が、従来の集客のための施策に対するヘッジ策が、ま
だ効果につながっていない（東京都）。

□

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・客の様子を見ていると、広告初日の安価な商品やポ
イント何倍の商品、タイムセールをやっている店な
ど、お得な店や時間帯を利用して、少しでも安い物を
買おうとしている状況がみられる（東京都）。

□

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・３か月前と同じように良い状態が続いている。３か
月前は来客数が大分少ない代わりに客単価が高かった
のだが、客単価は高い状態のまま、来客数も大分増え
てきている印象である。以前はもっとまとめ買い需要
が多かったが、それが徐々に薄れてきている。
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□

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・１人当たりの買上点数や単価が前年比で110％くら
いに伸びている。来客数は前年と大して変わらない
が、買上点数と単価が上がっているため、売上は良い
形で推移している（東京都）。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数は前年並みで、相場高による単価の上昇で売
上が維持されている。販売量の増加は一向にみられな
い（東京都）。

□

スーパー（店
員）

販売量の動き ・猛暑の影響により、飲料や乾麺類を始めとした夏物
商材の動きが非常に良いことと、新型コロナウイルス
の影響による内食需要の高まりにより、酒類の売行き
が伸びている。

□
スーパー（営業
担当）

単価の動き ・このところの猛暑のお陰で夏物商材の稼働がみられ
るものの、買上単価の下落により、それが相殺されて
しまっている（東京都）。

□

スーパー（仕入
担当）

販売量の動き ・今年のお盆は帰省しなかった家庭が多く、帰省ギフ
トは不振であったが、家族で過ごした家庭が多かった
ようで、ごちそうメニューの少量目の商材の動向が良
かった。

□
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・夜間、深夜の来客数は減少しているが、昼間の客単
価が上昇しているため、売上としては変化はない。

□

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が解除されてから、客は多少増えてい
るが、子供に何か買ってと言われても親は駄目と返す
感じで、本当に必要最小限の物だけを買い求めている
ようである。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・気温が高い日が続いたにもかかわらず、飲料やアイ
スなどの販売が前年ほどは伸びず、販売量全体が低い
傾向が継続している。盛夏期の売上が取れていない
（東京都）。

□
衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・当社の主要事業である着物、ドレス事業の集客イベ
ントがあったが、集客予約は80％で終わり、販売実績
も同様の結果となっている（東京都）。

□

衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・３か月前は休業要請で７日間しか営業していないの
で、比べようがない。年配客を中心としている当店
は、新型コロナウイルス感染第２波や暑さの影響で、
客が全く出てこない。ニーズに合わせて、ファッショ
ン性のあるマスクの売場を展開し、ターゲットを学生
や男性、幅広い年齢層に広げたため、少しずつではあ
るが購入してくれる客が増え、売上も取れるように
なってきている。洋服も出掛けないので買わない雰囲
気だったが、セールで単価は取れないものの、動いて
きており、前年比85％になっている。

□

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・エアコンを中心に夏物家電と調理家電は順調であ
る。リフォームは依然として低調である。インター
ネット販売が前年比を大きく上回り、更に伸びる勢い
である。店頭の来客数は、都心部を中心に前年比ダウ
ンである（東京都）。

□
家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・お盆が過ぎて、客の購入意欲も落ち着き始め、例年
どおりの動向になっている。

□
家電量販店（店
長）

販売量の動き ・季節性の影響に左右されやすい時期だが、特別定額
給付金の影響で通常よりも販売が多い状況がまだ続い
ている。来月くらいまでは同じ流れではないか。

□

家電量販店（経
営企画担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染症の影響もあり、インバウ
ンド需要は蒸発したままである。今月は急激な猛暑と
なり、店舗も奮闘しているため、前年実績に迫ってい
る。一方、非接触のＥＣは好調と、大きく様変わりし
ている（東京都）。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備は順調に入っているが、販売が余り芳
しくない。前月は良かったが、今月は前年比５割減と
なっている。

□
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・代替を提案したが、新型コロナウイルスの影響で建
築系の仕事は減っているようで、先行きが見えないた
め、車検を取るというユーザーが増えている。

□
乗用車販売店
（総務担当）

お客様の様子 ・新型車への反応が鈍化し始めている。サービスにつ
いては、事故が減り売上が減少している。中古車市場
は回復傾向にある。

□
乗用車販売店
（渉外担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響により客の購買動向が不
透明である。

□
その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

販売量の動き ・良い方向に向かっているのかと思ったが、月末に決
算で計算してみると、変わっていなかった。
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□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響のなか、新しいライフス
タイルにも慣れてきたのか、良くも悪くも消費に大き
な変化はない（東京都）。

□
高級レストラン
（仕入担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、少人数の個人利用は
多少あるものの、法人利用がほとんどなく、今月も厳
しい状況が続いている（東京都）。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・テレワークの影響で、ランチは一時に集中する忙し
さがない。夜は８時には客足が途絶える（東京都）。

□

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・外出自粛後は若干期待を持っていたが、東京都の新
型コロナウイルス感染者数の推移や商店街内部での感
染者の発生などを受けて、客がとても慎重になってき
ている（東京都）。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・フリー客は大分戻ってきているが、やはり10人以上
集まる会食などの予約はなかなか入らないので、３か
月前と同じ状態が続いている（東京都）。

□

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・当社は、飲食店経営（専門料理レストラン）と農産
加工品の輸入卸業を営んでいる。レストランの売上は
ほぼ前年並みに回復してきているが、輸入卸の方は取
引先の半数が都内にあるため、その分の売上回復が遅
れている。

□

その他飲食［給
食・レストラ
ン］（役員）

販売量の動き ・取引先の新型コロナウイルス対策により、レストラ
ン形式の単価制社員食堂部門が大幅な赤字を計上して
いる。売上がゼロ又は前年度比６～７割減程度に落ち
込んでいる（東京都）。

□

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンが始まったが、東京は除外
されたため、全く効果が上がっていない。また、近隣
の大型コンベンション施設の状況も相変わらずで、東
京オリンピック開催が延期された後、イベントが埋め
られず、稼働ゼロの状況が続き、宿泊も低調が続いて
いる。法人の需要も全くなく、宴会、会議等もほとん
どない。

□

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・国内旅行はＧｏ　Ｔｏキャンペーンのお陰で問合せ
や申込みはあるが、単価が低く、起爆剤にはなってい
ない。海外旅行は、期待していたハワイの受入れが延
期になり、今後の動きも不透明である。その他の国も
新型コロナウイルスのワクチン、治療薬ができないと
来年も厳しいと思われる（東京都）。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・今月も売上の減少が続いており、チケット利用客が
ほとんどいない。法人利用客が戻らない限りは下げ止
まらない。都の時短営業要請がボディブローのように
響いており、夜10時以降の利用客は壊滅的に悪い（東
京都）。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染者数が一向に減らないた

め、夜の人の動きが全くない（東京都）。

□
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・３か月前と比べて、景気の良い客、悪い客の比率が
変わっていない（東京都）。

□

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・在宅勤務が継続する見通しがあり、宅内のインター
ネット環境の整備を検討する客が増えている。特に、
高速インターネットと安定したＷｉ－Ｆｉサービスに
ついては、販売量が前年比約110％と好調で、堅調な
販売実績を維持できる見通しである。

□

通信会社（局
長）

お客様の様子 ・対面営業を主としている当社において、特に東京エ
リアの客の反応が、アポイントを取っていても当日
キャンセルになったりと、宅内に入ってほしくない傾
向が強くなってきている。したがって、契約も下降ト
レンドになる（東京都）。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規加入、コース変更共に、無駄を省く意識から必
要最低限の内容を選択する傾向が相変わらず強い。

□
通信会社（経営
企画担当）

お客様の様子 ・案件数の変化が余りみられない（東京都）。

□
通信会社（経理
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、固定費削減の意識が
一層高まり、契約の見直しで１顧客当たりの平均売上
高が下がり続けている。

□
通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染拡大の影響による訪問営業
機会の減少等から、新規契約獲得件数が伸び悩んでい
る（東京都）。



59 

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□

その他レジャー
施設［総合］
（広報担当）

来客数の動き ・催事の集客に人数制限があること、都内の新型コロ
ナウイルス新規感染者数が増えていること、Ｇｏ　Ｔ
ｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンから東京が除外されて
いることなどから、来場者数が例年と比べて大きく減
少している（東京都）。

□

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（営業担
当）

来客数の動き ・８月も７月と同様である。お盆休みの平日は土日祝
くらいの来場者数があったものの、それ以外は特段の
変化はない（東京都）。

□
その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で売上が減少すると考え
ていたが、客の様子からは新型コロナウイルスへの警
戒感をさほど感じられない。何となく慣れを感じる。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・３か月前と同じプロジェクトを変わらずに続けてい
る。

□
設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・前へ進む話はほとんどなく、多少話が聞こえてきて
も原価割れするような内容で、とても受注することが
できない（東京都）。

□
設計事務所（職
員）

それ以外 ・建築業界の発注案件数は、官公庁、民間共に大きな
変化はないと感じており、受注推移も順調である（東
京都）。

□

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・３か月前と比べ、不動産は大きく変化していない。
客も大分動いてきているようである。投資用アパート
より相続対策向けのアパート購入が動いているように
感じる。

□
その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・建築資材の動きは低調なまま推移している。少し回
復している現場もみられるが、底上げするほどには
なっていない（東京都）。

▲
一般小売店［和
菓子］（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、お盆の帰省土産の売
上がかなり悪い。

▲
一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響か、来客数も売上も少な
くなっている（東京都）。

▲

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響及び猛暑により、来客数
が非常に厳しく、食料品を中心に厳しい状況が続いて
いる。高額アイテムに関しては継続して厳しく、前月
まで堅調に推移していた衣料品の動きも鈍化し、全体
として厳しい結果となっている。

▲
百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・前年は８月中旬くらいから消費税率引上げ前の駆け
込み需要があったため、反動で前年比では厳しい状況
になってきている（東京都）。

▲
家電量販店（店
長）

単価の動き ・売れ筋商品の単価が下がっている。フラッグシップ
モデルを選ぶ人が減り、商品ランクを下げて選ぶ客が
増えたように感じる（東京都）。

▲

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、受注をしても契約解
除やキャンセルになる、就職したての子供が休暇を取
らされた後に解雇された、と客が話している。やはり
新型コロナウイルスの影響で全体的に景気が悪くなっ
ており、今後もますます悪くなる（東京都）。

▲
住関連専門店
（統括）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で来客数が激減してい
る。外出自粛も続いているようで、売上が大分減少し
ている。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響があり、７月に一旦持ち
直したものの、感染拡大により来客者、売上共に減少
してきている。

▲

高級レストラン
（営業担当）

来客数の動き ・来客数は、宴会では前年比15.5％、レストランは同
65.0％となっている。自粛からの営業再開後、６～７
月にかけて、徐々に回復傾向にあったが、ここ最近の
新型コロナウイルス感染第２波の影響か、各部門共に
低調傾向である（東京都）。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が依然として続いてい
る。外食業の当社のように、特に落ち込んでいる業
界、旅行会社、空港関連、ホテル、観光事業が良く
なってこないと、全体が上がっていかない（東京
都）。

▲
タクシー（団体
役員）

お客様の様子 ・利用客数と動向、客の話の内容などから、今後良く
なりそうな気配がしない。
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▲

通信会社（社
員）

来客数の動き ・１年のうちで獲得が落ちる時期ではあるが、新型コ
ロナウイルスの影響もあり、例年以上に落ちている。
家電量販店での獲得が見込めないことから厳しい（東
京都）。

▲

競輪場（職員） 単価の動き ・10日から客に入場制限をかけて、１日300名にリス
トバンドをつけて入場してもらっている。検温、マス
ク、大声禁止、３密注意に理解を得られた人のみリス
トバンドを渡すというオペレーションである。売上だ
けみると前年度比78％まで回復してきているが、感染
対策だけにとらわれて客視点を考える余裕がまだな
い。

▲
美容室（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響か、客の来店頻度が鈍っ
ている。

▲
設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・仕事量が非常に少なくなっている。役所からの発注
もなかなかない。

▲

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響により景気が低迷してい
るため、客が将来に不安を感じている様子で、持家の
取得のみならず、融資を使った資産の有効活用に対し
てもためらいがみられ、商談が決定に至らない。

▲

その他住宅［住
宅管理・リ
フォーム］（経
営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響は非常に大きく、客との
打合せにしても、新型コロナウイルスがあるからとい
うことで敬遠されてしまっている。これからは業務に
非常に長い期間が掛かるようになり、仕事に相当の影
響が出るものとみている。

×
一般小売店［食
料雑貨］（経営
者）

来客数の動き ・３密にならないと商売が成り立たないので、ソー
シャルディスタンス、マスクという新型コロナウイル
ス感染対策が続いている間は来客数は減る。

×
一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響に加え、非常に暑い日が
続いており、一般路面店としては、客になかなか寄っ
てもらえず、非常に低迷し、苦戦している。

×
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・７月の長雨、８月の高温で客足が伸びなかった。

×
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・仕入量が減ってきている（東京都）。

×
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・近隣のプールが営業自粛で閉園中のため、売上が前
年比70％と厳しい。

×
衣料品専門店
（役員）

販売量の動き ・相変わらず低価格のふだん着や日常着以外売れな
い。また、新型コロナウイルスの影響で、夏物衣料の
生産量が少なく、売りたい物が手に入らない。

×
その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

来客数の動き ・悪いなどというものではない。ひど過ぎる。マスコ
ミの不安をあおる報道は良くない。規制してほしい
（東京都）。

×
高級レストラン
（経営者）

販売量の動き ・外食業にとっては団体需要は見込めず、少人数の来
客はあるものの、客単価が下がっている。

×

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・飲食店を３店舗経営している。郊外型店舗の売上は
前年並みくらいだが、駅に近い店舗ほど売上が悪い。
それだけ人は新型コロナウイルスを警戒しており、人
が集まるようなところを避けるような構造がみられ
る。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、夜食事に出る人がほ
ぼいない。ランチは１人の客が多くなっている。

×

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの影響で稼
働率は徐々に戻ってきているが、単価が前年を5000～
6000円割っており、売上につながっていない（東京
都）。

×
旅行代理店（経
営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で来客数はゼロである。

×

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・今現在、世間では、旅行に行くことが悪、又は不適
切という認識になってしまっている。そのため、３か
月前の自粛解除の頃に比べると、格段に景気が悪い。
Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンに対する報道
のネガティブキャンペーンの影響と、毎日新型コロナ
ウイルス陽性者数が報道されることにより、利用者の
心理が悪化し、予約があった全ての団体旅行がキャン
セルとなっている。

×
旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが開始され
たものの、まだ申込人数が大きく上回る状況にはなっ
ていない（東京都）。



61 

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

×
旅行代理店（総
務担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、ＭＩＣＥ案件の予約
等は、年内に限らず年明けまでも取消しが多発してい
る（東京都）。

×

タクシー運転手 それ以外 ・利用客は今春より激減したままだが、ここにきて法
人タクシー会社が新型コロナウイルスの影響で休車し
ていた車を一斉に稼働再開させたため、客の奪い合い
の様相となり、売上が一層減少している（東京都）。

×
タクシー運転手 お客様の様子 ・８月は外出、遠出等を自粛しているようで、１日を

通して利用が少ない。

×
タクシー運転手 お客様の様子 ・新型コロナウイルスがまだ収束していない。テレ

ワーク等により、サラリーマンの利用者が減った状態
が続いている（東京都）。

×

ゴルフ場（従業
員）

それ以外 ・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ゴルフ場
はスタートの間隔を長く取ったり、ゴルフ大会やオー
プンコンペ等、多くのプレーヤーが集まるような行事
を自粛している。経済が動き出す一方、感染者も増え
て、防止策に終わりが見えないため、景気は悪化して
いくのではないか。

×

ゴルフ場（経理
担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの重症化リスクが高い高齢層の
来客数が落ち込んでいる。平時でも夏期の来客数は落
ち込むところに、猛暑の影響も重なり、非常に厳しい
経営環境に立ち至っている。

×

その他サービス
［フィットネス
クラブ］（マ
ネージャー）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響がある（東京都）。

×

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・当社は不動産ディベロッパー業と総合建設業であ
る。ここ４～５年住宅の売行きがかなり落ち込んでい
るところへ、新型コロナウイルスの影響で気持ちが冷
えて、余計売れなくなっている。ホテル及び商業施設
のテナントの賃料も入らない。建設業は、このような
状況では新規プロジェクトを始める気持ちにならない
ということで、新規の受注はなかなかない。公共工事
はあるが、工事原価が高止まりしているために、赤字
となるので誰も入札しないこともある。

◎ － － －

○
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・毎年８月は受注量が少ないが、それでも３か月前よ
りは戻ってきている（東京都）。

○

化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言発令後、受注量の減少が顕著に現れた
のは５月の連休前後で、その後大きく低迷した。その
頃と比べれば経済活動が再開し、需要が多少回復して
きている。

○

輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・３か月前は新型コロナウイルスの感染拡大の影響を
大きく受け、月次売上としては過去最低となったが、
荷主、納品先も通常業務となり、日常を取り戻してき
ている。ただし、取扱量の低迷は変わらず、厳しい状
況が続いている（東京都）。

○
通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・回復の動きが鈍い（東京都）。

○

金融業（役員） 取引先の様子 ・８月は、前月に比べて夏季の観光客来訪により商店
街の売上が増加し、３か月前より景気は改善してい
る。ただし、前年同月比では大幅マイナスとなってい
る。県外への外出をせず、近場で消費する傾向があ
り、近隣の商業施設では前月より来客数が増加してい
る。

○
その他サービス
業［警備］（経
営者）

取引先の様子 ・新型コロナウイルス対策の案件で、公営競技より新
規に警備業務を受注している。

○
その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・５月の全てが止まってしまった頃に比べれば、受注
が少しは戻ってきているが、イベントなどはまだ戻っ
ていないので、低迷が続いている（東京都）。

○
その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響が少しずつなくなってき
ているため、若干景気回復の感じはあるが、まだまだ
受注数が少ない状態が続いている。

○
その他サービス
業［ソフト開
発］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・一旦作業が中止されることがあったが、通常作業に
戻りつつある。

企業
動向
関連

(南関東)
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□
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・商社関係の話を聞くと、非常に動きが悪いようであ
る。当然、当社も受注量がかなり減ってきている。

□
金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・世界的に新型コロナウイルスの影響で生産が減少し
ている。また、新規事業、工事が延期となり、我々下
請に仕事が回ってこない。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・３か月内示では良くなる兆しが余りない。

□

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・取引先を訪問しようとしても拒絶されたり、そもそ
もテレワークで会社に来ていないことが多い。こんな
状況では思い切った営業活動が行えない。情報の収集
もままならない状況が続いている（東京都）。

□
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響が暫定的になり、落ち着
いてきた模様である。委託切りも収まったように感じ
る（東京都）。

□
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・繁忙期になったが、思った以上に物量が増えていな
い。

□
不動産業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響にも大分慣れてきたと感
じる（東京都）。

□

不動産業（総務
担当）

それ以外 ・相変わらず飲食系テナントの売上が落ち込んでお
り、賃料の減額要請が続いている。オフィステナント
の在宅勤務が定着しつつあり、ビルの在館人数が半減
している影響も大きく、ランチタイムの売上、弁当の
売行きが悪いようである（東京都）。

□
広告代理店（営
業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・エンターテインメント関連のクライアントが多いの
で、イベントが本格的に再開されないと、売上が厳し
い（東京都）。

□

税理士 それ以外 ・夜に近隣駅周辺の商店街にある飲食店をのぞいて帰
るが、客が入っていない。次の駅までの飲食店も、緊
急事態宣言解除後は男女が会話をしながら宴会をして
いたが、今はなくなっている（東京都）。

□
社会保険労務士 取引先の様子 ・雇用調整助成金や他の様々な助成金、給付金等を活

用する事業主が増えている（東京都）。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響は依然として大きく、来
客数の減少が続く事業者が多い。

□
その他サービス
業［ディスプレ
イ］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの収束がみえない（東京都）。

□

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、既存契約の値上げ交
渉がペンディングになっている（東京都）。

□
その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・現在は今年度初めに受注した物件を継続しているの
で、今のところは問題ない（東京都）。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・相変わらずイベント、集会などが開かれず、注文や
販売数が低いままである。猛暑も重なり、少し動き出
した６月より悪化している。

▲
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

それ以外 ・新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、準備
していた印刷物の受注が必要でなくなり、見通しが立
たない。

▲
出版・印刷・同
関連産業（所
長）

受注量や販売量
の動き

・イベント等の人数制限が解除される予定で検討して
いた案件が、10月以降へ変更となり、動きが停滞して
いる。

▲

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑、ゴム印、名刺印刷を、店頭販売と通信販売で
している。例年８月は落ち込むが、通常月は４～５本
ある法人の設立件数が、今月は２件だけで、例年に比
べて更に少ない。いつも来てくれている法人客はやや
落ち込んでいるが、一番の落ち込みは、新型コロナウ
イルスの影響で実印や銀行印を注文する店頭客である
（東京都）。

▲
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、激減した口紅容器の
受注に回復感がみられないことと、医療品容器に関し
ても需要に偏りがみられ、不安定な状況である。

▲

その他製造業
［鞄］（経営
者）

取引先の様子 ・材料屋や皮つけの下職など、大変冷え込んでいると
いう話が耳に入っている。得意先では、新型コロナウ
イルスには負けていられないと、頑張って最低線を維
持しているようである。
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▲
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量がじわじわと減ってきている。いつまで続く
か分からないので、社内の様子も不透明感が漂い始め
ている（東京都）。

▲

金融業（総務担
当）

取引先の様子 ・飲食業は一時期より売上が戻ってきているが、まだ
従来の売上には戻っていない。不動産賃貸業では、家
賃の値下げや空室率が上がってきており、収入が減り
つつある。東京はＧｏ　Ｔｏキャンペーン対象外と
なったことから、観光業に関する売上は低迷してい
る。他の業種の売上推移を見ると、やや減少傾向のま
ま変わらない（東京都）。

▲

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・各行事の中止で市内に盛り上がりがない。毎年８月
１週目の金～日曜日の３日間、市の商工祭りが開催さ
れるが、これも中止となり、寂しい限りである。祭り
に関連する商売人は悲鳴を上げている。飲食店関係も
同様で、管理している飲食店の１店舗は閉店してい
る。新型コロナウイルスの収束を念じるのみである
（東京都）。

▲

税理士 取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響は大きく、重篤になる可
能性は低くても、高齢者と同居する家庭はより一層行
動を自粛している。Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンで近場の
旅行は少し増えるが、遠出は控える傾向にある。外食
や飲み会はいまだ大人数では開催されていない。

▲
その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・取引先工場の稼働状況が悪いまま回復しておらず、
受注も低迷したままである。前月比５ポイント減、前
年同月比15ポイント減となっている。

×
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・８月は夏休みなどで稼働日数が少なく、新型コロナ
ウイルスの影響も重なって、非常に厳しい。

×

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

取引先の様子 ・クライアントから、委員会資料の印刷物を２年後に
は全てＷｅｂ配信に移行すると連絡があった。また、
委員会に限らず、人の集まりはほとんどがＷｅｂ開催
となり、資料の印刷前のＰＤＦデータ納品が多く、印
刷需要はますます減ることが予想される（東京都）。

×

精密機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社は金属切削加工業で、自動車、産業用輸送機
器、医療機器などに入る部品加工を主としているが、
３か月前と比べ売上が40％ダウンと、今年度最低に
なっている。リーマンショック当時よりも会社規模は
大きくなっているが、そのとき以上の売上減少であ
る。

×
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・思う価格で物件が売れない。賃貸物件も、思うよう
な賃料設定では入居者が来ない。

×
建設業（経営
者）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響がある。

×

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・公共工事の入札は、参加企業者数が増加していて落
札が難しくなっている。同業者も仕事がなく困ってい
るようである。民間の競争物件も、破格の値段が出て
きている。

×
建設業（営業担
当）

取引先の様子 ・新規の設備投資計画は、軒並み延期若しくは中止の
声が出ている。

×
輸送業（経理担
当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響と、荷主からの値下げ要
請を受け、今までにない減収に見舞われている。

×
金融業（従業
員）

取引先の様子 ・新型コロナウイルス感染症拡大を懸念し、消費者が
消費を抑えているためか、サービス業、飲食業の来客
数の減少が甚だしい。

×
金融業（支店
長）

取引先の様子 ・自動車メーカー下請の金属加工業も受注が大幅に
減っており、資金繰りが厳しくなっている。

×
広告代理店（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・イベント業務の受注が全くない。

×

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・金属加工等の中小企業では、飲食店と異なり、新型
コロナウイルスの影響が直撃しているケースはまれだ
が、大手企業が社員のリモートにより生産活動の一時
停止や、先行的な手配などを停止していることなどか
ら、部品の発注や新規計画の話が止まっているケース
が多く、じわじわと売上ダウンになっている（東京
都）。

◎ － － －

○

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの影響で減少していた動きが回
復傾向にあり、若干ではあるが、求人数、求職者数は
増加傾向で推移している。ただし、飲食系においては
厳しい状況が続いている（東京都）。

雇用
関連

(南関東)
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○
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大初期よりも求人数が
増えてきている（東京都）。

□

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・新型コロナウイルスの影響による業務縮小により、
求職者の増加傾向は変わらない。一方で求人需要は縮
小しており、マッチングが困難である。特に、販売系
の業種の求人はほとんどない。この傾向は緊急事態宣
言があった４月から変わらず、人材事業にとっては、
売上に結び付かない状態が続いている（東京都）。

□

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数は３か月前比では回復傾向にあるものの、前
年比では５割前後で直近３か月間は推移しており、厳
しい状況が続いている。派遣先企業の業績悪化に歯止
めが掛からないことから、今後も厳しい状況が継続す
ることが予想される（東京都）。

□
求人情報誌制作
会社（営業）

求人数の動き ・３か月前と比べて求人数は良くなっていない。落ち
るところまで落ちているので、更に下向きになってい
るということはないが、回復の兆しは見えない。

□
求人情報誌製作
会社（広報担
当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響により、採用活動が鈍化
している。業績が悪化し、余り売上の見通しも立た
ず、話がなかなか進まない（東京都）。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・思い切った経済刺激策が必須である。諸事項に疲れ
がみられ、消費を支える経済成長が期待できない（東
京都）。

▲
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・４月以降、求人数が減少してきており、前年比でも
半分程度となっている。

▲
人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・会社の業績などに目立った悪化はみられないが、自
分自身の消費生活は以前と比較して活動量が落ちてい
る（東京都）。

▲

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・新型コロナウイルスの業績への影響から、何年も取
引していた企業との取引が予算の都合で終了するな
ど、徐々に悪化している状況がうかがえる（東京
都）。

▲
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求職者数の増加に比べて求人数が伸びていないの
で、追い付いていない。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・４月以降、新規求人数は前年比で２割以上の減少が
続いている。

▲
民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・人の移動、人の接触は就職活動の基本である。両方
を自粛してる現状では、景気の回復は見込めない（東
京都）。

×
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数が前年比50％ほどまでダウンしている一方
で、求職者数は３割ほど増している。半年前に比べ、
市場が完全に逆転している（東京都）。

×
人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・製造業では製産の一時中止や予算削減の影響が出て
きており、製造業向けエンジニアのニーズは極端に
減っている（東京都）。

×
求人情報製作会
社（営業）

周辺企業の様子 ・取引先企業の採用活動が鈍化している（東京都）。

×
求人情報誌製作
会社（所長）

採用者数の動き ・企業が採用を控えている。

　５．甲信越（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・３か月前は売上ゼロの大変な状況で、それと比べれ
ば８月は50％ほどにまで回復したため、相対的には段
違いに良いが、絶対値としては依然として悪い。Ｇｏ
Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果はそれなりに
あるようで、売上を前年比50％程度にまで押し上げて
はいるものの、80～90％まで回復させるだけの影響は
ないようである。

○
一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・猛暑によりエアコン等、夏物商材の販売が、非常に
良くなっている。

○
百貨店（店長） 販売量の動き ・飽くまでも自粛していた３か月前との比較でやや良

くなっているだけであり、現状は厳しい。

家計
動向
関連

(甲信越)
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○

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・当市で発行しているプレミアム付商品券の販売で、
客の財布のひもが緩くなっている。実際、私もこれま
で扇風機２台で夏を乗り切ってきたが、この機会に我
慢していたエアコンを購入した。今後、12月にも第２
弾のプレミアム付商品券が販売予定である。当店の８
月売上は５％増、来客数は３％減となっている。イベ
ントも余りなく、盆踊りも中止のなか、病院への野菜
の納品、昼夜の弁当の宅配が増えたので助かってい
る。

○
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・４～５月は新型コロナウイルスの影響で悪かった
が、それ以降はやや販売量が持ち直しているような気
がする。

○
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・内食需要が高まっている様子で、買上点数が多く
なっている。

○
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響が最大であった４～５月
頃に比べると、緊急事態宣言解除後から今月までは来
客数、新車販売共に、回復傾向にある。

○
スナック（経営
者）

来客数の動き ・比較対象が５月なので、それよりは上向いている。
前年比では３割強落ち込んでいるが、落ち込み幅は縮
小してきており、幾らかましになってきている。

○
都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・５月の宿泊者数、売上共に前年比10％、つまり90％
減という最悪の状況から、今月は前年比40％まで回復
してきている。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・緊急事態宣言時と比べれば、客の動きは明らかに増
加傾向にある。しかし、密を避ける動きなのか、10人
以上の団体は非常に少ない。特に、法人利用がほとん
どない。ただし、個人や少人数の利用は格段に増加傾
向にあり、期待が持てる。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・レストランにおける客の動きは、７月に比べて10ポ
イント上昇している。また、宿泊も同様に10ポイント
上昇しており、徐々に客の動きが良くなってきてい
る。

○

タクシー運転手 販売量の動き ・４～５月は最悪で、４月が前年比47.5％、５月は同
44.7％だった。その後、６月は同72％、７月は同74％
と、やや回復してきているが、８月は恐らく70％ぎり
ぎりになりそうである。

○

通信会社（社
員）

販売量の動き ・営業活動の量、内容共に、新型コロナウイルスによ
る自粛前の水準に戻りつつある。キャンペーンの効果
もあいまって、問合せも月を追うごとに増えてきてい
る。

○

観光名所（職
員）

来客数の動き ・団体ツアーは全滅で、一般個人客についても旅行控
えで来客自体少ない上に、客が多いときは密を避ける
ために、来場者数を制限して営業しているため、例年
の４分の１程度の来客数になっている。３か月前の営
業自粛時と比べれば、売上があるだけ、ましという状
態である。

○
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・工期が遅れていた設計や工事が動き出し、仕事量は
増えてきている。

○
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・３か月前に比べて、別荘の売買数が増えてきてい
る。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・今夏は新型コロナウイルスの影響で、短い夏休みや
県外移動、帰省の自粛等、過去に経験したことのない
景況である。駅前立地のため前年実績に届かず、この
夏の新幹線乗車率並みの売上である。Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンの恩恵はほとんどない。

□
一般小売店［家
電］（経営者）

お客様の様子 ・猛暑の影響でエアコンの売上は伸びている。いずれ
にしても必要に迫られた購入であるため、景気が良く
なっているとは考えにくい。

□
一般小売店
［薬］（経営
者）

来客数の動き ・当店付近で新型コロナウイルスの患者が発生したせ
いか、更に来客数が少なくなっている。

□
スーパー（経営
者）

単価の動き ・当社はスーパーマーケットを経営しているが、内食
需要は旺盛で、客単価が６％上昇している。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・学校のリモート授業やオフィスのテレワーク等で、
外に出る人の絶対数が減っている。

□

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・今月はお盆休みが入るということで、多少上向くの
ではないかとみていたが、例年とは違い、皆、在宅と
いうか移動しなかったため、思ったほど販売量が伸び
なかった。少し厳しい状態が続いている。
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□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、継続的に来客数が減
少している。

□

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・当社から案内できる車検等は予定どおりに推移して
いるが、臨時の整備や板金修理、車両販売等が、前年
実績を下回っている。上向く要因が見つからないのが
現状である。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・一般整備と車検入庫台数は安定的に推移している
が、車両販売に関しては相変わらず厳しい。しかし、
問合せ件数は増加傾向にある。

□
その他専門店
［貴金属］（営
業）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、悪いまま変わらな
い。

□
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染状況に応じて、客の様子
が変化する。

□
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・ステイホームの影響か、新規加入が徐々にではある
が増えつつある。

□

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（経営
者）

お客様の様子 ・３か月前に比べれば客は戻り始めているが、夏休み
期間だった今月は、前年までのようなにぎわいはほと
んどない。やはり、夏祭りや花火大会等のイベントが
軒並み中止で、お盆の帰省も慎重であったことなどの
影響を受けているようである。

□
その他サービス
［葬祭業］（経
営者）

お客様の様子 ・今月は一段落しているが、相談は多く、相談内容も
多岐にわたっている。

□
設計事務所（経
営者）

競争相手の様子 ・今年度は設備投資を見送る事業所が多く、来年度に
ついても未確定のところが多い。

▲

商店街（代表
者）

来客数の動き ・毎年、夏休みが過ぎて２学期が始まる時期には、靴
やウエアを新しくして新学期を始めようということで
結構売れたが、今年はほぼふだんの平日と変わらず、
そういう傾向はなかった。

▲

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染の拡大による各地の祭りや
お盆帰省の見合わせで、来客数が減少し、客単価も伸
びない。一方で、酷暑残暑が多少の追い風となってい
る。

▲

自動車備品販売
店（従業員）

お客様の様子 ・３か月前は緊急事態宣言が解除され、客の購入意欲
や来客数等も回復し、景気が戻りつつあった。今月は
新型コロナウイルスの患者数増加に伴って客の購入意
欲や来店も減り、やや悪い方向に向かっている。

▲
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大が収まらないなか、
いまだに新たなクラスターが発生している現状では、
景気の先行きは暗いものになる。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・催事などの取りやめに加えて不要不急の外出自粛が
人々の間で徹底して、買物を楽しむような人が街に出
てこない。街なかには常に人の姿がない。

×

スーパー（副店
長）

それ以外 ・新型コロナウイルスによる先の見えない不安のなか
で、仕事も暮らしも今までどおりにはいかなくなる。
今後は所得が減る人が増え、生活も守りに入ると予想
する。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・客足がない。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響がずっと続いている。

×

スナック（経営
者）

来客数の動き ・景気が悪くなっている理由として、選択肢の全てが
当てはまる。客が毎日どのように過ごしているのか
が、今一番気になっている。本当に景気が悪く、困っ
ている。

×

旅行代理店（副
支店長）

販売量の動き ・緊急事態宣言の解除後、Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンが始まり、一旦、客足や旅行需要は増え
た。ただし、新型コロナウイルス感染拡大の第２波に
伴い東京都のキャンペーン除外が発令されると、客足
もぱたりと止まり、緊急事態宣言時と同じ状態となっ
ている。夏休み等の旅行は自粛感が強く、足踏み状態
で、旅行ニーズは少ない。

×
ゴルフ場（経営
者）

それ以外 ・新型コロナウイルスによる経済の停滞で、悪くなっ
ている。

×
その他サービス
［貸切バス］
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、貸切バスの仕事はほ
とんどない。

◎ － － －企業



67 

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

○
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・大口受注対応があり、一時的ではあるものの、助
かっている。

○
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量は若干増加しており、やや良くなっている。

○
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注は下げ止まり感があり、客も落ち着きを取り戻
しつつある。ただし、まだ受注には至っていない。

○
新聞販売店［広
告］（総務担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で「今できることで、少
しでも月次の赤字を減らしていくしかない。我慢する
しかない」という取引先の話を複数聞いている。

□
食料品製造業
（営業統括）

競争相手の様子 ・個人客の増加は若干みられたが、バスによる団体の
見学者は全くなく、苦戦が続いている。

□
金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響により、一旦は底を抜け
出した感はあるが、水準はかなり低い。雇用面への不
安がまだ払拭できない状況である。

▲
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・販売額が前年同月比、目標比共に、未達で終わりそ
うである。市場予測でも前月実績を割り込んでいる。

▲
出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・今月は前年実績の約８割の受注である。プレミアム
付商品券の発行があっても８割程度なので、やや悪
い。

▲
金融業（経営企
画担当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響による経済活動の自粛
で、観光業や飲食業が低迷しているが、緩やかな回復
の兆しも感じている。

×
食料品製造業
（製造担当）

取引先の様子 ・生産量が落ち込んでおり、原材料が通常平均使用量
の約半分にまでなっている。

×

その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・８月に入ってから旧盆を挟んで、新型コロナウイル
スの感染者が全国的に急増したため、６月末から７月
にかけて多少売上が戻ってきていた店舗も、再び売上
が減少している。卸売は展示会が開催されても、新型
コロナウイルスへの感染を恐れて、出展者、来場者共
に減少している。年初から各種展示会を見据えて作り
込んだ商材の在庫負担も重くのしかかっている。

◎ － － －
○ － － －

□
求人情報誌製作
会社（経営者）

周辺企業の様子 ・８月中旬以降、特に当地周辺で新型コロナウイルス
の感染者数が拡大しており、求人は多業種で一層減少
傾向にある。

□
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・製造業や宿泊関連で休業が続いている。飲食関連で
も収益が改善していない。

▲
人材派遣会社
（営業担当）

雇用形態の様子 ・求人はあるものの、採用決定に慎重で時間を掛けて
いる様子である。求職者への合否が遅くなり、チャン
スロスが発生している。

▲

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人が大きく減少している。緊急事態宣言解除
後、求人が戻りかけた卸、小売業や宿泊、飲食業等か
らの求人が出なくなっている。製造業も一部を除い
て、非常に少ない。

×
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・良い要素がない。

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・３か月前の新型コロナウイルスのピーク時よりは良
くなっており、現状は前年並みに戻っている。

○
百貨店（経理担
当）

お客様の様子 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの浸透に
よって、観光・レジャーを目的とした需要が増えつつ
ある。

○
百貨店（業績管
理担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響は落ち着いてきている。
売上は依然厳しい状況で来客数も回復せず、我慢が続
く。

○

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・今年のお盆は、新型コロナウイルスの影響で帰省や
旅行ができず自宅で過ごしているため、お盆のごちそ
う以外に日用品も売れた。また、帰省できないので進
物や果物のお供え物などの宅配が増えた。

○

スーパー（ブ
ロック長）

お客様の様子 ・来客数の減少は継続しているが、１人当たり単価の
上昇、買上点数の増加で売上は伸びている。外食の減
少と百貨店の減少分の恩恵を受けていると見込まれ
る。

動向
関連

(甲信越)

雇用
関連

(甲信越)

家計
動向
関連

(東海)
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○
スーパー（販売
担当）

単価の動き ・購入点数が１割ほど増加しているが、必要な物の購
入が多い。

○
コンビニ（企画
担当）

販売量の動き ・３か月前に比べると改善はしているが、前年比70％
程度で頭打ちの状態が続いている。これ以上の回復に
は、まだ時間が掛かりそうである。

○

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染拡大に伴い生活様式や働き
方が変わり、店舗ごとに大きく変化した。エンターテ
インメントキャンペーンなどで来客数は２％改善した
が、客単価が低く売上の改善までには至っていない。

○
コンビニ（店
員）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響でまだ帰省を控えた人が
多く、お盆期間も店内ちゅう房弁当がよく売れた。

○

コンビニ（商品
企画担当）

それ以外 ・緊急事態宣言下のゴールデンウィーク期間中と比較
して、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなどの
効果もあり人の動きが戻りつつあるが、それでも８月
の売上状況は、前年同月比で約３割と依然として厳し
い。

○

衣料品専門店
（売場担当）

お客様の様子 ・３か月前は緊急事態宣言下であったため、客先への
訪問もできず厳しい状況であったが、現在は訪問、商
談も可能となり、多少ではあるが売上が回復してい
る。

○
衣料品専門店
（販売企画担
当）

販売量の動き ・買い控えが続いていたが、定番品が売れ始めた。

○

家電量販店（フ
ランチャイズ経
営者）

販売量の動き ・家電業界は新型コロナウイルスの影響はそれほど受
けていないが、前年は消費税増税前の駆け込みで売上
が上がっており、前年と比較すると厳しい。しかし、
10万円の給付やプレミアム付商品券等政府のばらまき
施策のお陰と季節要因で、８月後半もエアコンが動い
ている。

○
乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・やはり新車販売が回復しない。現在は中古車にシフ
トしている。３か月前と比べると多少来客数は増えて
いるが、新車販売の需要はほとんどない。

○
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・売上は、前年比では８～８割５分程度である。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型車効果もあり、販売台数が徐々に増えてきてお
り、前年並みで推移している。新型コロナウイルスの
影響で悪かった４～６月の反動と思われる。

○

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの第２波といってもいい今の状
況からすれば、４～５月に比べ来客数も販売量も回復
してきている。大きな落ち込みがないものの、盛況に
は程遠い。

○

高級レストラン
（経営企画）

来客数の動き ・新型コロナウイルスが長期化するなか、特に郊外店
を中心にランチタイムの客が戻り、テイクアウト商品
の販売で補完している。お盆の営業が比較的良好に推
移した。

○

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・８月は県のキャンペーンとＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅ
ｌキャンペーンの相乗効果があり来客数が増えてい
る。３か月前と比べると来客数が増加しているため、
景気はやや良くなっている。

○

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・３か月前と比べると、新型コロナウイルス禍に違い
はないが、店舗自粛や客のステイホームがなくなった
ことと、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで経
済活動を回すように政府が進めているお陰で、少しず
つ旅行申込みは発生している。しかし、前年同月の売
上や営業利益と比べると70％ダウンの状態である。

○

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・イベント自粛や宴会自粛など街全体としては停滞感
があるものの、特段の営業をしていないにもかかわら
ず、計画程度の新規契約を維持できている。また、企
業の寮など、引っ越しによる入退去が増えており、
メーカーが動き出しているように見受けられる。

○

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・今月は雨や台風の影響も少なく、暑いにもかかわら
ず、順調に入場者数は伸びている。３か月前よりは新
型コロナウイルス感染症の影響は薄れている。しか
し、レストラン等の売上は新型コロナウイルス感染症
の影響で伸び悩んでおり、入場者数の割には、まだま
だといったところである。

○
その他レジャー
施設［鉄道会
社］（職員）

来客数の動き ・観光列車では、鮎料理列車企画等への申込みが上向
いている。メディアでの取上げなどがプラスに動いて
いる。
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○
美顔美容室（経
営者）

販売量の動き ・キャンペーンが始まり、セット購入があったため売
上がアップした。

○
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・小さな案件が少しずつ出てきている。

□

商店街（代表
者）

販売量の動き ・７月中旬までは少しずつ回復していたが、下旬の４
連休以後は春の状態に戻った。春の自粛期間中は閉店
する店舗が多かったので、開いている店には客が来て
悪いなりに効率が良かった。今回は、ほぼ全店が開店
しているが購買量は春と同じなので、効率が悪い。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・前月と比較して来客数、売上共に下降傾向である。

□

商店街（代表
者）

販売量の動き ・給付金の効果を期待していたが全く売上が伸びな
かった。ただ、同業大手の店舗はよく人が入っている
ようであり、消費活動も全体としては動いてきたよう
にみえる。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、人の動きや消費が落
ちている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスが終息しつつあると客は話して
いる。

□
一般小売店［結
納品］（経営
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で売上が減少し、そのま
まの状態である。

□
一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・５月末の自粛解除で、一時的な開放感がかえって問
題を長引かせ、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ンも中途半端である。２年程度は我慢が続く。

□
一般小売店［文
房具］（店員）

来客数の動き ・来客数が極端に減っている。外出することが嫌な客
もいるようである。

□
一般小売店［生
活用品］（販売
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍の最悪の状況よりは良くなっ
てはいるが、まだまだ客足が戻ったとはいい難い。

□
一般小売店［書
店］（営業担
当）

販売量の動き ・夏季の閑散期に加え、新型コロナウイルス禍での訪
問営業の自粛を求められるため、販売量が減少してい
る。

□

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・県独自の緊急事態宣言が発出されたことで、外出自
粛やお盆の帰省等の移動も少なく来客数が減少傾向に
あり、売上も回復傾向とはなかなかいえない。ただ
し、駅前立地でもあることから日々の固定客は確保で
き、売上のレベル感は低いが底堅い。

□
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・７月末に起きたクラスターの影響で、戻りつつあっ
た街中への人出が前年より半減となり、８月中旬に
なっても回復せず、来客数の減少も継続している。

□

百貨店（計画担
当）

お客様の様子 ・相変わらず新型コロナウイルス禍が続いているが、
少しずつ客にもニューノーマルへの適応がみられるよ
うになり、安定してきている。ただし、土日祝日の人
出は低位のまま、上昇する様子はみられない。

□

百貨店（販売担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの第２波により県独自の緊急事
態宣言が出て以降、客足は予想以上に減少し、売上は
前月比80％である。新作の投入により来客が少ないな
かでも購入はみられたが、１か月を通して厳しい状況
だった。

□
スーパー（店
員）

販売量の動き ・販売量が少ない状況であり、売上に結び付かない。

□
スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・売上、粗利益共に予算達成している状況は続いてい
る。加えて、第１波の自粛時より夜間の来客数が増え
てきた。この暑さのせいもあると思う。

□

スーパー（商品
開発担当）

販売量の動き ・売上は前年105％と好調に推移している。お盆に関
しては、新型コロナウイルスの影響で帰省が減ったこ
ともあり、全体的にお盆専用品の売上は例年より苦戦
した。

□
スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・来客数は少なくなっているが、販売量は変わらな
い。

□

スーパー（営業
企画）

お客様の様子 ・客単価、買上点数は依然前年に比べ高い状態が続い
ている。来客数は、地区での感染者の増減によって上
下する傾向はあるが、全体としては３か月前と比べて
大きく変化していない。

□
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・主力のたばこ販売は、新型コロナウイルスの影響も
あるが改正健康増進法の影響が大きく、販売量が前年
より４割程度落ちている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・相変わらず来客数がマイナスである。
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□

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・駅前、繁華街に立地する店舗付近は、人通りが少な
く来客数が一向に伸長しない。また、入店客も少な
く、買物は多くを求めず必要な商品しか購入しない状
況である。

□
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・前年比で売上増加が続いている。生活に必要な家電
が古くなったので買換えるという客が多い。

□
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・少しずつ客に動きが出てきた気はするが、やはり業
種や雇用形態によって差が見受けられる。

□
乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・義務的な車検や故障での臨時整備などの入庫がある
ものの、任意の点検での来店が減っている。

□
乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・そこまで悪くはないが、自動車業界や周りをみると
ダメージが大きいと感じる。

□

その他専門店
［書籍］（店
員）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で夏休みが少なく、例年
の夏休み課題、宿題や工作等の教材の売上は減少した
ものの、巣籠り需要はまだまだあるため、売上は例年
より２割ほどアップしている状態である。

□
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・８月に県内でも新型コロナウイルスにり患する人が
増え、来客数は減っている。

□
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの患者が近くで出たこともあ
り、客が外出しないようになっている。

□
その他飲食［仕
出し］（経営
者）

お客様の様子 ・助成金、給付金や貸付け等の支援策も、このような
状態では一時的でしかない。根本的な対策を講じてい
かないといけない。

□

観光型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・３か月前が最悪な営業結果であったため、それに比
べればほんの少し回復しているものの、前年比でやっ
と30％を超えたところである。これで４か月連続、従
前にはなかった営業損益となっている。今月は県独自
の自粛宣言も解除されず、学校も夏休み短縮のため授
業が始まり、ますます来客の見込みは薄れている。

□
都市型ホテル
（営業担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染の拡大に伴い、宴会利用は
前年比75％減で推移している。当面は、キャンセル増
加、新規客低迷のまま変わらないと見込まれる。

□

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンについて
は、やらないよりはやって正解だった。安心して旅を
できる環境ではないので、新型コロナウイルス感染を
恐れて少し様子を見ている客層もあるが、感染に気を
付けて迷惑にならない程度にキャンペーンの有効活用
を考えている客もいるので、全くゼロよりは助かって
いる。旅館は、安心して旅ができるように特に食事、
入浴に気を付けてほしい。自分が観光ホテルに宿泊し
た際も、かなり感染防止に努めていて安心した。観光
よりもホテル滞在時間が長くなるので、安心した滞在
空間が求められる。

□

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で旅行部門は前年比５％
以下である。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン
が始まっても、客自体が勤め先から県外移動禁止や貸
切りバス乗車禁止などの制約があり、販売が伸びてい
ない。

□

旅行代理店（営
業担当）

お客様の様子 ・早期受注していた団体旅行に依然キャンセルが出て
くる状態である。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンも、興味ある客の方が少なく、お願いしてやっ
と検討してもらえる程度である。地域クーポンのス
タート後に期待したい。

□
タクシー運転手 販売量の動き ・繁華街や飲食店街の人出が非常に少ない。飲食店経

営者からも、人が少なく暇だという後ろ向きの声しか
聞かない状況である。

□ タクシー運転手 来客数の動き ・新型コロナウイルスのせいで良くならない。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・自宅のインターネット環境用の光回線の需要が、多
くはないがずっと続いている。

□

レジャーランド
（職員）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染再拡大により、外出自粛
の影響を受けた。例年実施している花火大会が実施で
きず、集客に影響した。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンが始まり新規予約もあったが、キャンセ
ルも多く実施効果が確認しづらい。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響もあったが、お盆があっ
たため今月は良かった。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・お盆に予定がない人が多く、イベント前に髪の手入
れをする客が少なかった。
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□
その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

販売量の動き ・介護リフォームの相談件数が、緊急事態宣言前の状
況には、なかなか戻らない。

□
住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・来場者数は戻らず低調のままである。大手メーカー
も極限の金額提示で必死のようで、元々低価格路線の
メーカーは大変な状況と思われる。

□
その他住宅［室
内装飾業］（従
業員）

お客様の様子 ・客からの工事依頼は、規模が大きい物件が多くなっ
てきている。

□
その他住宅［不
動産賃貸及び売
買］（営業）

販売量の動き ・例年の８月に比べても来客数は減少しており、３か
月前に比べても客足は少ない。

▲
一般小売店［高
級精肉］（常勤
監査役）

販売量の動き ・全て新型コロナウイルス対策の影響である。

▲

一般小売店［生
花］（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で来客数は20％程度落ち
た。お盆も市外から来る人は少なく、墓参りの花も例
年よりやや少なかった。静かなお盆だったように思
う。葬儀も家族葬がほとんどで、花も出ていかない。

▲

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスが収束して良くなっていくとみ
ていたが、第２波が来て景気が悪くなり、客の財布の
ひもが固くなった。本格的に活動できず自粛する状況
が続いているため、景気はやや悪い方向に向かってい
る。

▲
百貨店（販売担
当）

来客数の動き ・学生の学校スケジュール変更によって、前年までの
ような動きが出てこない。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍において来客数が減ってい
る。お盆を境に、客単価も下がってきている。

▲

スーパー（店
員）

単価の動き ・３か月前は自粛期間真っただ中で、外食を控えて自
宅での食事が大半で食料品の購入があった。今月は花
火大会や地元の盆踊りが中止で、飲食店や自治会の飲
物関連の注文がゼロだった。帰省によるお供えの果物
にも自粛ムードがみられ、売上の減少につながった。

▲

コンビニ（本部
管理担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が軽減し状況は回復傾向
にはあるが、直近の売上は前年比92％と低調である。
依然新型コロナウイルス発生以前まで状況が戻ったと
はいえない。今後、世間が新しい生活様式となるの
か、あるいは以前の生活に戻るのかの選択肢の中で、
景気が不安定になると考える。

▲

家電量販店（店
員）

それ以外 ・３か月前は非常に厳しく、新型コロナウイルス禍の
中で外出を控える傾向が強く、来客数が低下して売上
にも影響が大きかった。給付金の10万円の使い道が家
電購入に向いたため、３か月前に比べると良くなっ
た。来客数、客単価は、共に前年を超えた。

▲

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染者数が再び増え始め、来
客数が前年の７割ほどに落ち込んでしまった。販売台
数も比例して前年比８割ほどに落ち込んでいる。お盆
休みは、フェア来場客で例年はにぎわうが、今年は閑
古鳥が鳴くような状況だった。サービス工場への入庫
は変わらないが、全体的には、更に危機的状況になっ
ていると言わざるを得ない。

▲

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・例年８月は、お盆休みのため営業活動が短く販売量
も減少する。今年はさらに、新型コロナウイルスの影
響と連日の猛暑により客の外に向かう気持ちが萎えて
しまったのか、店頭への来店客は少なく、客の元気が
感じられない。

▲

住関連専門店
（営業担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響により、商業施設を中心
に新築工事、改装工事共に延期、中止となっている。
一般の工事も同様にストップしている現場もあり、少
なくとも今年一杯は良くならない。

▲

その他専門店
［貴金属］（経
営者）

来客数の動き ・８月に入り、新型コロナウイルス第２波の影響は当
初よりも大きく感じる。来客数の減少が著しい。購買
単価も低下しており、店前の通行者数もかなり少なく
感じる。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（経
理担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言が５月で解除され、６月以降消費が回
復したものの、依然として前年割れの状況は継続して
いる。

▲
一般レストラン
（従業員）

来客数の動き ・７月に上向きになりかけたが、８月すぐに悪くなっ
た。
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▲
その他飲食［ワ
イン輸入］（経
営企画担当）

販売量の動き ・飲食店向けの売上は、前年の６割に落ち込んでい
る。今後、この業態が持ち直すとは考えられず、繁忙
期である10～12月の落ち込みを懸念している。

▲
都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・売上は緊急事態宣言時より悪い。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンで、むしろ高級ホテルに少ない
客を奪われている。

▲

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍における新規感染者数増加の
影響か、県内移動も自粛するという声を聞くことが多
く、飲食店も昼夜共に以前とは比較にならないほど客
が減っている。鉄道の乗客数も減って、以前ほどはい
ない。

▲
タクシー運転手 お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、夜の街、繁華街は人

出が少ない。店も開いておらず厳しい状況である。

▲
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルス関連で需要増加となったが、現
在は、通常の販売量に戻った。

▲
観光名所（案内
係）

お客様の様子 ・飲食店に常連客が来なくなり、ばん回できないので
はないかと各店で考え始めている。

▲
理美容室（経営
者）

来客数の動き ・今月は忙しい月のはずであるが、来客数が少なかっ
た。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響である。

▲
設計事務所（職
員）

お客様の様子 ・打合せでは、客からも景気の良い話は全く聞かな
い。

▲
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍の影響も大きく、かなり受注
に苦戦している。

▲
その他住宅［住
宅管理］（経営
者）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が解除されて以降も、まだ脱却できず
新型コロナウイルスの影響が残ったまま、なかなか景
気が戻ってこない。

×
一般小売店［酒
類］（経営者）

お客様の様子 ・飲食店オーナーからの廃業の連絡が続いている。

×
百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・平日の来客数が大幅に減少した。夕方の会社帰りに
立ち寄る客も減り、閉店間際は客がほとんどいない状
態が続いている。

×
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・お中元、初盆返礼品の需要が、前年に比べるとかな
り減った。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・猛暑と新型コロナウイルス感染拡大のため、来客数
が極端に少なかった。会話では、食料の買い出し以外
は出掛けていないという人ばかりであった。

×

その他専門店
［雑貨］（店
長）

来客数の動き ・繁華街でのクラスター発生を受けた県独自の緊急事
態宣言により、地区の集客が激減した。解除された後
も後遺症が残り、熱中症の心配とあいまって、客足が
遠のいている。

×
都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・予約が入らない。

×
テーマパーク
（職員）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響で集客がほとんどない。

×
パチンコ店（経
営者）

販売量の動き ・来客数や単価の動きが悪い。

×
理容室（経営
者）

お客様の様子 ・まだこの先も客の入りが悪くなると思う。

×
住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・同業他社の工事部門が、新築工事からリフォームへ
転向せざるを得なくなった。会社の売上が減少しても
仕方ないとのことである。

◎

輸送用機械器具
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・前年同月と比べると売上は達してはいないが、３か
月前のどん底であった時期と比べると８割ほど増加し
た。これは完成車メーカーが生産を始めたからであ
る。

○
窯業・土石製品
製造業（社員）

受注量や販売量
の動き

・売上の上位を占める数社からの受注量が増えてい
る。前倒しの依頼も多く、新型コロナウイルス禍で
減っている分を補っている。

○
輸送用機械器具
製造業（管理担
当）

それ以外 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンや地域振興
券などで、少し景気回復したようにみえる。

○
輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・消費財系の物量は相変わらず堅調に推移し、生産財
系の物量は前年比80％程度まで回復してきている。

企業
動向
関連

(東海)
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○

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスが世間をにぎわせ始めた頃か
ら、荷物量、受注量に注目してきた。８月のお盆明け
くらいから１日当たりの取扱物量が前年と肩を並べて
くる日が増えてきた。まだ連続して前年を上回ること
は少ないが、徐々に回復し、今まで下がってきていた
のが上向いてきた感じがある。

○
広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・３か月前に比べれば、客先の企業側が少し落ち着い
てきている。依然として景気は停滞したままで、広告
の受注量等は横ばい状態である。

○

会計事務所（職
員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比較すれば、受注も増加し売上は回復傾
向にある一方、前年同月比でみると、やはり新型コロ
ナウイルスの影響による自粛等の影響で、前年の売上
を下回っている。

○
その他サービス
業［ソフト開
発］（社員）

取引先の様子 ・電子機器メーカーの総務系の開発案件に携わってい
るが、今年度中に対応する案件が多数ある。

□
食料品製造業
（経営企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・外出自粛の影響を受けて家庭内消費は好調な一方、
外食向け業務用需要が不調で、差引きマイナスの影響
が依然強く出ている。

□
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（顧問）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、３か月前から景気は
非常に悪くなった。今月は悪いままで推移し、受注
量、販売量は減少したままである。

□
化学工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・引き続き自動車関連の需要は低調である。８月は稼
働日が少ない影響もあり、容器の販売量は少ない。

□
一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・北米での自動車向け設備投資は、話がないわけでは
ないが、プロジェクトの進み具合は遅く、いつ凍結に
なるか分からない状態である。

□
電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・今のところ新型コロナウイルスの影響は小さい。

□

電気機械器具製
造業（総務担
当）

取引先の様子 ・リモートワークや映像コンテンツの普及拡大によ
り、放送、通信に関する事業分野では、ネットワーク
インフラの高速化、高度化の要望が強く、受注は好調
である。

□
輸送用機械器具
製造業（品質管
理担当）

取引先の様子 ・航空業界は６月辺りから下がり続け、どん底のまま
平行線をたどっている。悪くはなっていないが、悪い
ところはそのまま引きずっている。

□

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・仕事量は少しずつ回復してきている。現状では、２
～３か月前よりは良くなってきている。このまま新型
コロナウイルス発生以前の状態に戻るのを期待した
い。

□

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・旅客便が減少しているので、相対的に市場の貨物空
輸能力が落ちている。その分貨物専用機に受注が回っ
ている。しかし、単価がそれほど上がっていないの
で、余り利益につながっていない。

□

通信業（総務担
当）

それ以外 ・今一番必要なのは、新型コロナウイルス感染対策に
関する明るいニュースである。感染者数が減り、医薬
品開発の兆しが明確にならないと、人の移動がいつま
でも制限されて、景気回復などあり得ない。

□
金融業（従業
員）

取引先の様子 ・業種によってばらつきはあるが、平均的にみると現
在の景気は、良いとはいえない状況が続いている。飲
食店等は以前から比べると少しずつ回復傾向にある。

□

金融業（企画担
当）

取引先の様子 ・飲食業、観光業を中心に、新型コロナウイルス発生
以前の状況には戻っていないが、新型コロナウイルス
禍でも工夫しながら何とか持ち堪えている状況であ
る。

□

不動産業（経営
者）

それ以外 ・例年よりも晴れの日が多いが、暑さが厳しい上に新
型コロナウイルスの影響による外出控えや出費を控え
る傾向は継続している。公共交通機関の利用者は少し
ずつ回復傾向にあるが、売上は前年同期を大きく下
回っている。

□
不動産業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・価格は少しずつ下落気味である。

□

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・飲食店の来客数は、まだ以前の半分くらいである。
これまではまずまずの売上を維持していたところで
も、このところ売上を減少させてきているところがあ
る。
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▲

化学工業（総務
秘書）

それ以外 ・県が独自の緊急事態宣言を発令し、一旦回復しかけ
た街の雰囲気は悪くなった。やむを得ない面もある
が、景気を犠牲にして感染者増加を抑えている状況に
ある。

▲
鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・製造業へのダメージは、新型コロナウイルス禍の状
況となってから時差があって始まった。夏からが本格
的なダメージの始まりとなっている。

▲
金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・建設関係は急激に落ち込むということはないが、不
透明感が強まっており、受注量が想定より少ない。

▲
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、客先では設備投資を
行うまではいかず閉店も続いているため、製品出荷と
ならない状態が続いている。

▲

電気機械器具製
造業（企画担
当）

それ以外 ・一部の新型コロナウイルス関連の業界を除いて、全
般的に需要が落ち込んでいる。自社においては生産関
係は落ち着きを取り戻しつつあるが、世界的に通常業
務に戻れず営業活動の停滞が続いている。

▲

建設業（役員） 受注量や販売量
の動き

・８月は夏休みや酷暑もあり、例年集客が減少し成約
が伸びない。今年は、新型コロナウイルスの影響で夏
休みの減少や旅行の自粛もあり住宅見学に目が向いた
のか、来場者数は横ばいで例年ほどは成約数にも落ち
込みがなかった。

▲
行政書士 受注量や販売量

の動き
・広告が減少し、紙類の運搬量が減少した。

▲
その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

取引先の様子 ・前月同様良くない。まだ設備投資実施にまで手が届
いておらず、引き続き厳しい状態が続いている。外注
回りでも末端はひどい状態であり、仕事が全くない。

×
食料品製造業
（営業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・例年に比べ新型コロナウイルスの影響により受注数
は減少している。

×
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が減少している。

×
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・車が止まり、工作機械が止まり、設備機械も止ま
る。全て３割以上ダウンの状態である。

×

通信業（法人営
業担当）

それ以外 ・４－６月ＧＤＰの大幅減少、中小飲食店の客足や売
上の減少、店舗閉店や臨時休業の多さなど、新型コロ
ナウイルス禍による外出の自粛や買物の自粛が影響し
ている。消費者の意識としては生き延びるために賢明
な判断であり、防衛本能の自然な感覚である。

×
新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・県独自の緊急事態宣言が出てから、自粛の影響で折
込チラシなどが減っている。

×
公認会計士 それ以外 ・客先の中小企業は業績が悪化し、従業員の給与・

ボーナスはダウンしている。
◎ － － －

○
アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

雇用形態の様子 ・自動車関連は回復基調にあるが、最大手のメーカー
以外は鈍い。

○
職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者が増加しておらず、落ち着いている。

□
人材派遣会社
（経営企画）

周辺企業の様子 ・レピュテーションリスクもあり、派遣雇用は維持す
る企業が多いが、開発委託の発注は大幅な減少がみら
れる。

□
人材派遣業（営
業担当）

周辺企業の様子 ・新型コロナウイルスが労働者の収入に影響するケー
スが増加している。目立つのが時間外労働削減による
収入減であり、今月以降は、消費が更に落ち込む。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・３月中旬から求人が全くない。

□
人材派遣会社
（企画統括）

求職者数の動き ・現在就業中で新たに転職活動を開始する求職者の動
きが鈍い。

□
新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・企業には雇用の維持に四苦八苦している様子がうか
がえる。公的支援で何とかしのいでいるところが多
い。新卒採用の動きも鈍い。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数については、農業や建設業の外国人実習生関
係やホテル、飲食関係は増加している。製造業など他
の産業については増えてきていない。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人数、有効求職者数共に増加しているが、新
規求人数と新規求職者数はほぼ同数であるため、大き
な変化はみられない。

□
職業安定所（次
長）

求人数の動き ・新規求人数は依然として低水準で推移している。

雇用
関連

(東海)
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□
民間職業紹介機
関（営業担当）

採用者数の動き ・市況が不透明ななか、採用に慎重な構えの企業が多
く、転職希望者も業界により希望者のばらつきが多
い。全体的には様子見の状況がうかがえる。

▲

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・新型コロナウイルスの影響もあり、製造業の主要客
からの引き合いは停滞し、今月の所属拠点での新規業
務開始者はゼロとなっているため、３か月前より景気
がやや悪くなっている。

▲
職業安定所（次
長）

求人数の動き ・新規求人数が前年同月比及び前月比共に減少してい
る。前年同月比では27％を超えるマイナスとなってい
る。

▲
職業安定所（次
長）

求人数の動き ・新型コロナウイルス感染拡大の影響等から、全ての
産業で新規及び有効求人数が前年同月より大きく減少
している。

×
人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・前年同月比で求人数は２割減少、求職者数は３割増
加しているが、求人・求職のミスマッチにより新規契
約数は落ち込みが大きい。

×

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

採用者数の動き ・特に新卒採用において、2021年春卒業については企
業の採用意欲が急に冷え込み、2022年春卒業について
も現状白紙や不明などが増えており、採用環境の急な
悪化が続いている。

×
その他雇用［広
告代理店］（求
人広告担当）

周辺企業の様子 ・新型コロナウイルスの影響が大きく、これからもこ
の状況が続くと考えられる。

　７．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎ ＊ ＊ ＊

○

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・新たな商業施設の開店後、商店街入口の両側に核と
なる店舗ができたため、入込客の回遊性を期待でき
る。マスコミが取り上げたこともあり、久しぶりのに
ぎわいであったが、１か月を過ぎて落ち着きが出てき
ている。今後も引き続きにぎわうかは不確かである。

○
一般小売店［精
肉］（店長）

来客数の動き ・３か月前の緊急事態宣言が出ていたときに比べると
やや良くなっているが、まだ悪い状態である。

○

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・帰省がない、距離のある場所への旅行を控える、自
宅で過ごすなど、夏休みやお盆の過ごし方に変化があ
り、特に総菜やグロッサリー、スイーツといった自宅
で食べる食品や、機能寝具、リラクシングウェアなど
生活用品の売上に伸びがみられる。

○

百貨店（販売担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの第１ピーク時との比較では良
くなってきているが、来客数は前年比で90％程度と苦
戦している。お盆に地元客の集客を期待したが、帰省
客を含めた移動の減少や気温上昇による外出控えが重
なり、来客数及び売上は90％程度であった。８月後半
は、新型コロナウイルスの感染拡大、気温上昇の継
続、秋物商材の入荷遅れなどで集客もできず来客数が
減少している。中高年世代の客だけでなく、30～40代
の客の来店や購入も減少している。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・客単価が引き続き高いなか、少しずつ来客数が戻っ
てきている。

○

コンビニ（店舗
管理）

来客数の動き ・新型コロナウイルス第１波の期間との比較では若干
良いものの、前月と比較して大幅に悪化している。経
営的には第２波の影響を受けている。特にお盆の帰省
自粛と夏休みの短縮から、前年に比べ来客数が大幅に
ダウンしている。

○
家電量販店（店
長）

販売量の動き ・猛暑が続き、８月に入ってもエアコンの販売が好調
である。

○
住関連専門店
（役員）

販売量の動き ・外出控えからくる住環境の見直しや、外食控えから
くるし好品に向けられた消費の増加などが販売量の動
きの要因と考える。

○

一般レストラン
（統括）

お客様の様子 ・３か月前の５月は新型コロナウイルス禍の真っただ
中で、外出自粛のため外食する消費者が極端に少な
かったが、現状は新型コロナウイルス禍での新しい生
活様式が徐々にだが定着し始めており、外食する機会
も少しずつ増えている。

○
観光型旅館（経
営者）

単価の動き ・県民割引やＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン
などの宿泊補助金制度のお陰で、露天風呂付き客室を
始め単価の高い部屋の稼働が良い。

家計
動向
関連

(北陸)
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○
タクシー運転手 来客数の動き ・３か月前が最悪の状態であったが、６月以降は夜の

街も休業が解除されて、一般の人々の自粛ムードも
徐々に和らぎ、やや良くなっている。

○
タクシー運転手 来客数の動き ・高齢者の買物や通院での外出が大分戻ってきたと感

じる。しかし、県外からの出張者が少ない。夜の繁華
街は相変わらず閑散としている。

○

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・例年なら新商品発売に向けて買い控えが発生してい
るが、今のところそのような傾向はみえない。また、
新型コロナウイルスの影響も収束してきたようにみえ
る。

○

競輪場（職員） 来客数の動き ・３か月前の５月は営業そのものが困難であった。現
在は規模縮小などの対策を講じながら営業しているた
め売上を計上できているが、来客数や客単価は前年を
下回っている。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響が地方でも色濃く出てき
て、陽性者が出たという報道で客足が極端に悪くな
り、売上の減少に直結している。

□
家電量販店（本
部）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍で売れていた商品が落ち着い
てきている。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・販売については軽自動車を中心に増え始めたが、業
界全体では買換えせずに車検をして乗り続ける人が多
いようである。

□

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・大手自動車メーカー系列の当店では、５月より一部
車両を除き、併売化により新たな車種を取り扱えるよ
うになったため売上は増加しているものの、他メー
カーにおいては依然として新型コロナウイルス感染症
の影響で前年を大きく割り込む業績となっている。今
の好調は長く続くものではないとみている。

□
その他専門店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・東京オリンピックもなければ、イベントも何もな
い。大変寂しい８月である。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・３世代家族やファミリー層などが減少しており、単
独、少人数での来店客が目立つ。夏休みの短縮、お盆
の帰省自粛などの動向が影響していると考える。

□
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で県外旅行客や組合及び
協会関係の懇親会や接待利用などが低迷しているた
め、例年の50％ほどの来客数で推移している。

□

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染の落ち着きや、宿泊の県民
割引などの施策で少し回復してきたかと考えてる。し
かし、テイクアウトは増えているが、単価の高い夜の
客がほとんど戻っていない。

□

旅行代理店（所
長）

来客数の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが開始され
て起爆剤となり、旅行需要が増えることを期待した
が、新型コロナウイルスの感染拡大傾向に水を差され
た状況である。現状は自粛して県内や近県の旅行にと
どまる傾向が続く感じである。

□
通信会社（役
員）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染拡大の第２波で、３か月前
と同様に営業活動を制限しており、契約数が例年の同
月に比べて減少している。

□

その他レジャー
施設［スポーツ
クラブ］（総支
配人）

お客様の様子 ・まだまだ新型コロナウイルスの感染を意識せざるを
得ない雰囲気が客にまん延している。近隣で感染者が
出るたびに、それに反応して利用の中止や休会、体験
入会の取りやめが出てしまっている。

□

美容室（経営
者）

それ以外 ・高齢者の来店サイクルが延びている結果、来客数は
前年より５％ほどダウンしているが、商品販売は好調
で前年売上をキープしている。各自治体が発行してい
る需要喚起策の買物クーポン券の利用が多くなってい
る。

□

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・新規分譲地の販売も一段落し、例年と変わらぬ受注
量となっている。他社動向をみても新型コロナウイル
ス対策をしながら営業活動を展開しており、今のとこ
ろは平年並みを維持できると考える。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・客は動いているが、同業他社との販売競争が激しく
なっている。

□
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスのクラスターが発生し感染者が
増加し始め、客の動きが鈍くなっている。

▲
一般小売店［事
務用品］（店
員）

販売量の動き ・販売実績、利益共に減少している。
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▲

一般小売店［鮮
魚］（役員）

販売量の動き ・８月に入ってから東京を筆頭に感染者が再び増加し
始めている。そのため外出制限や自粛ムードが広が
り、経済的にも人の動きが停滞してしまっている。お
盆休みも過去に例がないくらいひどかった。

▲
一般小売店［書
籍］（従業員）

来客数の動き ・今月に入り新型コロナウイルスの影響がまた大きく
なっており、来客数の減少が顕著に表れている。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・ディスカウント系ドラッグストアの出店が続き、来
客数を大きく落としている。今後も出店の予定がある
ため、やや悪くなる。

▲
スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの関係で、副業をする人が増え
ているように感じる。

▲
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・自粛による影響がある。

▲
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・地方でも新型コロナウイルスの感染者数が増えてき
ており、外出の自粛が続いている。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・猛暑及び新型コロナウイルスの影響で厳しい状況が
続いているが、新型車発売の効果で週末の来客数は回
復しつつある。

▲

自動車備品販売
店（役員）

お客様の様子 ・来客数は前年から比べると減っているが、この数か
月間は変化がない。しかし、自粛ムードから遠出の自
動車使用が少なくなったためか、メンテナンス商品の
タイヤやオイル交換の販売は激減している。ガソリン
販売も同様の動きである。

▲

観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・前年比で総売上は115％、宿泊人数は126％、宿泊単
価は104％である。７月は県民宿泊割引により前年を
上回ることができた。新型コロナウイルスの感染予防
で３密防止対策を実施しながら受け入れている。ま
た、団体客が皆無で個人客中心のため、一部宿泊施設
をクローズして営業している。

▲

通信会社（店舗
統括）

販売量の動き ・やや悪くなっている理由を販売量としたが、来客数
自体も減っている。これといった目玉商品がないこと
もあるが、新型コロナウイルスと暑さの影響が大き
い。

▲
住宅販売会社
（営業）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染の再拡大が影響し、お盆前
から客足が鈍っている。

×

商店街（代表
者）

来客数の動き ・人出への影響が大きく、新型コロナウイルス感染者
数の発表に一喜一憂の毎日である。感染者の年齢が上
がっているため、高齢者の姿が顕著に少なくなってい
る。

×

商店街（代表
者）

来客数の動き ・お盆休み期間の来客数は通行量を含め、前年と比べ
ると壊滅的である。７月の４連休の方がまだ良かった
というのが率直な感想である。お盆休み明けは酷暑も
重なり、歩いている人もまばらである。

×

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大と猛暑のダブルパン
チで外出を控える人が多く、来客数が減少している。
また、マスクの着用により目元しか化粧をしない女性
が増えているため、化粧品の売上が低迷している。前
年の８月は消費税の引上げ前の駆け込み需要により前
年比で10％増加と好調であったが、今年はその反動で
７月よりマイナスが拡大し、前年比で10％減少の見込
みである。

×
スーパー（店舗
管理）

来客数の動き ・周辺の老舗飲食店の閉店や仲卸業者の廃業が相次い
でいる。

×

スナック（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染が周辺の接客している店
で発生し、休業している店もあるということである。
前年同月比で半分の売上で悲鳴を上げている。体力勝
負であるが、いつまで持ちこたえられるか分からな
い。

×

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・新型コロナウイルスによる外出の自粛、集会や宴会
の自粛が続き、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ンでも人は動かない。宿泊部門の売上は８割減、宴会
部門は９割減、レストラン部門は６割減である。地元
客の動きは多少感じるが、県外からの移動や県内で
あっても会議や宴会がほとんどない状態が続いてい
る。

×
テーマパーク
（役員）

来客数の動き ・８月の新型コロナウイルス感染症の再拡大の影響も
あり、向こう３か月間の予約状況が大変悪くなってい
る。前年同期比で20％台の水準である。
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◎

税理士（所長） 取引先の様子 ・緊急事態宣言が出ていたことで非常に厳しい状態
だった事業体が、３か月前に比べると良くなってい
る。今のところ製造業、建設業の関係は、新型コロナ
ウイルス感染症による落ち込みがなく続いていること
から、全体としては３か月前と比較すると良くなって
いるという感じである。

○
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共工事の発注が増えてきて、当社も受注ができて
きている。新年度に入り工事が発注されてきたという
意味では、例年どおりではある。

□
不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・現在、業者関係の情報がかなり止まっており、一般
の問合せが全く出てこないという状況である。

□
司法書士 取引先の様子 ・前年から準備が進んでいた企業買収が１件中止と

なった一方、前月に買収完了となったものが２件あ
る。

▲

食料品製造業
（経営企画）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス禍で大きく落ち込んだ業務用も
前月辺りは確実に回復傾向であったが、８月に入って
再び大幅な前年割れとなっている。引き続き市販用が
好調とはいえ、その穴は全く埋まらない。普通の夏と
普通ではない夏の業務用需要のギャップを痛感してい
る。

▲

プラスチック製
品製造業（企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの感染拡大による自粛や経済活
動の停滞により、個人消費のみならず企業業績にも大
きな影響が出ており、受注、販売共に厳しい状況が続
いている。

▲

一般機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・引き続き新型コロナウイルス感染拡大の影響で、営
業活動が十分に行えない状況が続いている。受注金額
は前年同月比で米国は70％、欧州は30％、国内は50％
である。

▲

精密機械器具製
造業（役員）

取引先の様子 ・６月以降、一旦は予想以上の回復の兆しがみえたも
のの、再び新型コロナウイルス感染者急増の影響で、
客によって差はあるものの、全体的には再び回復の
ペースが鈍化した感がある。

×

繊維工業（経営
者）

取引先の様子 ・繊維工業は衣料のウエイトが高い。前年10月に２％
の消費税の引上げがあり、さらに今年の冬は暖冬で、
天候に敏感な冬物衣料の売行きが非常に悪かった。そ
れに加えて、新型コロナウイルスの感染拡大が追い打
ちを掛けている。幾つもの条件が重なって悪い状況で
ある。非衣料分野については、低位安定である。

× 建設業（役員） 受注量や販売量 ・今後の先行受注は減少傾向である。

×
金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・取引先の第２四半期の業況は、第１四半期との比較
で更に悪化している。投資計画の予定もなく、業務も
縮小させながら様子見の状態が続いている。

◎ － － －
○ ＊ ＊ ＊

□
人材派遣会社
（役員）

求職者数の動き ・有効求人倍率が低下している。求職者の派遣登録も
少ない。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・ウィズコロナのフェーズに入り、人の動きは次第に
戻りつつあるが、景気が上向いたというところまでに
は至っていない。皆どこかで不安を抱えながらの生活
で、財布のひもは固いままの印象を受ける。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・全産業において求人数は、新型コロナウイルスの影
響で前年より大幅に減少している。特に、宿泊業、飲
食サービス業、生活関連サービスの減少が大きい。こ
れらの産業は客足の戻りが依然として悪く、関連する
卸売業、小売業にも連鎖して影響を及ぼしている。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・６～８月は民間企業の職業紹介や人材派遣の新規求
人がほとんどなく、官庁の見積依頼と入札が少しある
くらいと落ち込んでいる。

▲

新聞社［求人広
告］（営業）

周辺企業の様子 ・全体的にはどの業種も変わらず悪い印象を受ける。
ただし、家電量販店やドラッグストア、医療関係の一
部で前年よりも良いという声が出ているので、３か月
前よりもやや悪いと評価する。

▲
学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・前年の同時期に比べて、求人を行う会社数が少な
い。

×
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・１回当たりの発行で掲載件数がかなり落ち込んでい
る。

×
職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新型コロナウイルス感染症の影響で退職者が増え、
求職者の不安感が増している。

　８．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所株式会社）

企業
動向
関連

(北陸)

雇用
関連

(北陸)
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（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・３か月前の５月は、下旬から全館の営業がようやく
再開できた時期である。その頃に比べると、営業機会
の拡大で売上の減少傾向は改善され、景況は好転して
いる。一方、６月以降の売上の動きについては、ほぼ
横ばいで推移している状況である。

◎
観光型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・７月の販売量は、前年比で40％程度であったが、８
月は80％程度にまで回復している。

◎
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンと、県独自の
キャンペーンの影響で、来客数、単価共に上向いてい
る。

◎
観光名所（経理
担当）

来客数の動き ・３か月前の５月は、緊急事態宣言が発令された時期
であるため、今月は良くなっている。ただし、今が良
いわけではなく、当時が極めて悪かっただけである。

◎

競輪場（職員） 販売量の動き ・３か月前は、緊急事態宣言中で販売を自粛していた
ので、販売量は０円であった。今月は、約４億円の販
売量があったが、前年に比べると約１割落ち込んでい
るため、諸手を挙げては喜べない。

○
一般小売店［珈
琲］（経営者）

販売量の動き ・４～５月は緊急事態宣言の発令による影響が大きく
出ていたため、今月はやや良くなっているが、前年比
では低迷している。

○
一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・ゴルフ場からの注文は戻っており、ピザ屋からの注
文もある。ただし、居酒屋は音信不通となるケース
や、注文がないケースもある。

○
一般小売店［呉
服］（店員）

それ以外 ・３か月前は休業していたため、それに比べると少し
は良くなっているが、例年に比べると良くない。

○
百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染の再拡大により、入店客
が減少していたが、お盆明けからは近場の商圏からの
来店が回復している。

○
百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・インバウンドの売上減少はカバーできないものの、
食料品や身の回り品は回復基調にあるほか、外商客を
中心とした高額品の動きも活発化しつつある。

○

百貨店（服飾品
担当）

単価の動き ・７月上旬に戻りつつあった客数が、後半に大きく減
少し、８月に入っても回復せずに厳しい状況となって
いる。特に年齢層の高い客層の来店が鈍っている一
方、若年層と優良客層の来店は徐々に増えている。都
心立地の店舗は、入店客数が前年比で60％弱であるも
のの、買上率は高く、高額商材の新作などの動きは悪
くはない。その一方、化粧品などの対面接客を伴うア
イテムは、いまだに回復の兆しが余りみられない。季
節商材は外出やリゾート需要の減少から動きが悪く、
気温に左右されないバッグやジュエリーなどのアイテ
ムには動きがある。

○

百貨店（販売推
進担当）

お客様の様子 ・日用品や食料品、ギフト商品などは比較的堅調であ
るが、衣料雑貨の動きはかなり厳しい。自粛期間中で
あった３か月前に比べると回復しているものの、イン
バウンドも戻らず、売上は前年を３割程度下回ってい
る。

○
百貨店（外商担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染第２波への警戒感が強ま
るなかでも、来客数の減少は感じられない。

○
スーパー（店
員）

販売量の動き ・会社員の出張も増えてきたことで、仕入れ、売上共
に増加している。

○

コンビニ（店
員）

来客数の動き ・少し落ち込んでいた客足も、やや戻りつつあるよう
に感じる。以前は客が少なく、店内が静かな日も多
かったが、今は客足が途絶えることはなくなってき
た。来客数も、新型コロナウイルスの発生以前と変わ
らない水準に戻ってきたと感じる。

○
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・３か月前の状況よりは良くなっているが、例年の８
月に比べるとまだまだ来客数は少なく、売上は厳しい
状態となっている。

○

家電量販店（店
員）

単価の動き ・恐らくボーナスや特別定額給付金の給付により、高
額商品の購入が増えている。新型コロナウイルスの影
響で来客数は減ると予想されたが、家電量販店への来
客は多いと感じている。

○

家電量販店（企
画担当）

販売量の動き ・猛暑に加え、在宅勤務による追加の需要が重なり、
エアコンが販売好調となっている。さらに、10年前の
家電エコポイント制度の際に購入された冷蔵庫や洗濯
機が買換え時期を迎え、よく売れている。

家計
動向
関連

(近畿)
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○

家電量販店（人
事担当）

販売量の動き ・長い梅雨が明けた後は猛暑日が続いており、エアコ
ンを中心とした季節商材の販売は、第２波ともいえる
増加が続いている。例年、お盆以降の販売量は減少す
るが、今年は減少が少なく、季節商材の処分が順調に
進んでいる。

○

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

それ以外 ・厳しい暑さが続いており、飲料や殺虫剤、洗剤、
ウェットティッシュなどの動きが良いほか、マスクや
アルコール、手洗い用消毒液、うがい薬なども、引き
続き動きが良い。

○

その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・３か月前と比べて、株価は比較的安定している。ま
た、金の価格が非常に高くなっているので、３か月前
と比べると、客の購買意欲は少し上向いているように
感じる。

○

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（店員）

販売量の動き ・ドラッグストアは新型コロナウイルス関連の需要が
まだ続いており、売上は前年比で120％に達してい
る。特に、今夏は残暑が厳しく、関連商品の売上が良
い。

○

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経理担
当）

販売量の動き ・ガソリンの販売量が増えている。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊者数、レストランの来客数共に、前月と比べて
変化はない。

○

都市型ホテル
（管理担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の発令で閉館していた５月に比べれば
ましであるが、以前のような活気のある状態には程遠
い。Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンによる収入
は多少あったが、期待していた水準とはかけ離れてい
る。大きな市場である東京が除外されていることも、
その要因の一つである。

○

都市型ホテル
（総務担当）

来客数の動き ・客室稼働率は30～40％台であり、５～６月に比べる
と若干上がっているが、低調な状況である。宴会につ
いては、大阪府内の感染状況もあり、売上は前年比で
10％台に落ち込み、レストラン売上も30％台となって
いる。

○

通信会社（社
員）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で、インターネット関連
の需要が拡大している。個人の契約数や法人、自治体
における回線容量の変更のほか、ＳＩＭフリーサービ
スや端末の申込みも増加傾向にある。

○

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・緊急事態宣言時に比べると、新築マンションの販売
センターを再開したことで、新型コロナウイルスの感
染拡大前の状態に戻ってきている。特に、郊外のマン
ションはリモートワークの定着による影響か、広い居
住空間を求める客で好調に推移している。

○

その他住宅［住
宅設備］（営業
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、春以降は訪問のキャ
ンセルが続いていたが、最近になって感染者数の報道
が日常的になった影響か、キャンセルする客が減少傾
向にある。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・酷暑の影響で、高齢者の来街が極端に減っている。

□

一般小売店［時
計］（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染者数が月初よりも増えて
いる。猛暑に関する報道もあり、店の前を通る人がど
んどん減っている。感染への不安からマスクは外さな
いため、この暑さでは息苦しく、外出を避けるという
流れができている。来客数はまだかなりの減少となっ
ている。

□
一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

それ以外 ・７月には売上が若干持ち直した感もあったが、また
新型コロナウイルスの感染者の増加とともに、売上も
ダウンしている。

□

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月は売上目標に達しておらず、前年比で約20％減
の予想である。営業再開後の６月以降、前年比では最
も苦戦した月となった。新型コロナウイルスの感染拡
大による来客数の伸び悩みや、インバウンドの需要減
が主な要因であるが、客が不要不急の商品の購買を控
える傾向は一層強まっており、ファッション関連商材
は非常に厳しい状況である。
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□

百貨店（販促担
当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、高額品やトラベル、
レジャー関連、コスメ関連を始め、不要不急のアイテ
ムの動きが引き続き悪い。一方、お盆の帰省が減少し
ている分、配送件数は増加している。また、非常に暑
い日が多い影響で、ＵＶ関連や涼感素材の商品、家庭
調理が敬遠される揚げ物などの総菜、涼感食品などが
好調に動いている。新型コロナウイルスと猛暑が重な
り、来客数は減少している。

□
百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言の解除後も状況は変わらず、前年実績
のほぼ25％減で推移している。また、来客数も猛暑の
関係から、今月は前年比で30％減となっている。

□

百貨店（マネー
ジャー）

来客数の動き ・３か月前の来客数は前年比で39.5％減であったが、
８月は40.4％減と同じレベルであり、売上の前年比も
30％減で推移している。新型コロナウイルスの感染が
収束する様子はみられないため、以前と変わらない状
況が続いている。

□

百貨店（商品担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染再拡大に、梅雨明け以降
の猛暑もあり、特に都市部の店舗では来客数がより一
層減少している。一方、郊外店舗は比較的順調であ
る。また、商品別にみると、化粧品や旅行用品、衣料
品全般が厳しく、食品や住まい関連品は比較的好調で
あるものの、前年の実績には遠く及ばない。

□

百貨店（宣伝担
当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言の解除直後に比べて、大阪の感染者数
の拡大や、猛暑の影響で、来客数が大きく減少してい
る。特に、百貨店の中心客である50代以上の富裕層に
よる外出自粛傾向が強く、購入金額が伸びない。オン
ラインや外商売上といった店頭外の売上は伸びている
が、全体をカバーするまでには至っていない。

□

百貨店（マネー
ジャー）

お客様の様子 ・８月に入って親子連れの客が増えるなど、入店客数
などに心理面での改善傾向がみられたが、感染の再拡
大への懸念や連日の猛暑により、特に購買力の強いミ
セス層の動きが、再び慎重になってきている。

□

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・猛暑と新型コロナウイルスの感染再拡大の影響で、
家庭での食事や家飲み需要が相変わらず強い。また、
７月の天候不順の影響による記録的な青果物の相場高
も、売上の押し上げにつながっている。一時は減少し
ていたテレワークがまた増えているのか、若い夫婦が
買物する姿を、４～５月と同様に今月もよく見掛け
る。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・食品以外の来客数が、前年比で20～30％減少する状
況が続いている。食品は内食化の影響で、生鮮品を中
心に堅調であるが、総菜の不振に変化はない。外出の
減少で化粧品やアパレルが売れず、外食の減少で食品
が好調となっている傾向は、前月までと同じである。

□
スーパー（店
長）

単価の動き ・スーパー業界に限れば、新型コロナウイルスの影響
で外食業界が厳しい分、在宅での食事が増え、特需が
生まれている。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスによる外出の自粛期間以降、来
客数の回復は進んでいない。行動範囲の縮小や、レ
ジャーの自粛傾向は、消費者の間で継続している。

□
スーパー（店
員）

単価の動き ・お盆は果物もよく売れていた。それ以降は野菜の値
段が上がり、考えながら買物をしている客が多い。

□
スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で、売上が前年を上回る
状態が続いている。

□

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染者数が再び増加し、東京
や大阪では飲食店の営業時間の制限などが行われ、内
食関連の動きが再び強まっている。野菜の相場高も、
売上の堅調さに貢献している。

□

スーパー（社
員）

お客様の様子 ・前月は雨の日が多く、今月に入ると気温の高い日が
続くなど、新型コロナウイルスの感染拡大と併せて、
来店の条件としては厳しい状況が続いている。来店
は、やはり昼間の暑さを避けた早い時間帯が多く、多
くの店舗で午前中の売上が前年よりも大きく伸びてい
る。

□
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・まだまだ新型コロナウイルスの影響が続いている。

□
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・今年の夏は梅雨明けが遅く、夏の暑い期間が短く
なっている。そのため、飲料水の売行きが前年比で
27％ほど落ちている。
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□
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・購買意欲がなくなったように感じる。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・一度は職場に戻りかけた在宅勤務者がまた増えてい
るようで、周辺のサラリーマンやＯＬによる来客は、
低い水準で推移している。

□

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・ここ数か月はそれほど変化がないものの、前年比で
は来客数がかなり落ち込んでいる。特に、夜のサラ
リーマンの数が減っている。おそらく新型コロナウイ
ルスによる単身赴任の減少や、飲食店の営業時間短縮
の影響も出ていると考えられる。

□
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・来客数は前月と変わらない。

□
コンビニ（店
員）

単価の動き ・夏休みもあったためファミリー層の来店が目立ち、
単価は上がったが、景気が上向く動きは全く感じられ
ない。

□
家電量販店（経
営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響は先行きが読めず、積極
的な消費は見込めない。客の間にも消費を抑制してい
る感がある。

□
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・夏のエアコンの販売量は、前年を上回るなど好調で
ある。給付金による家電購入の増加が、売上好調の要
因になっている。

□
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・来客数は少しずつ戻ってきているが、販売量の動き
が伴っていない。

□
乗用車販売店
（営業企画）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染第２波以降、客は様子を
うかがっていると感じる。売上は、良くも悪くもない
状態となっている。

□

その他専門店
［スポーツ用
品］（経理担
当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスがインフルエンザのような感覚
で報道されるようにならなければ、消費者心理は上向
かない。マスコミ、特にテレビ番組による、不安心理
をあおるだけの姿勢が変化しなければならない。

□

その他小売［イ
ンターネット通
販］（企画担
当）

販売量の動き ・ファッションや食品など、依然として売上は厳しい
状況が続いている。また、化粧品も前年比で50％を超
えるマイナスとなるなど、インバウンド需要の落ち込
みが大きく響いている。

□

その他小売［イ
ンターネット通
販］（オペレー
ター）

販売量の動き ・マスクの入荷が安定してきたが、高額にもかかわら
ず売行きが良い。

□
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・今月も客の動きに大きな変化はなく、団体での予約
はないが、少人数の予約でも、週末は満席になってい
る。

□

都市型ホテル
（フロント）

来客数の動き ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの利用者は増
加傾向にあるものの、稼働は伸びず、低稼働のままで
ある。ここへきてレストランの来店数も減少してお
り、ディナーは再び休止となったほか、宴会場の利用
もない。

□

旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが始まり、消
費が少し動くと期待したが、効果は限定的であり、客
の大きな動きにはつながっていない。対症療法ではな
く、ワクチンの開発や、ウイルスとの共存方法などを
提示しない限り、客が動くことはないと感じる。

□

旅行代理店（役
員）

それ以外 ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが始まって
も、感染拡大への懸念からか、動きは小さい。ただ
し、このキャンペーンがなければ、経営は更に厳しく
なっていたと考えられる。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・タクシー業界では、雇用調整助成金の関係で一部の

タクシーしか動いていないほか、病院に通っている人
が猛暑の影響で利用するケースが多少みられる。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・例年は気温の高い日が続けば、客の乗車機会が増え

るが、今年は新型コロナウイルスによる人出の減少が
続いており、低水準で推移している。

□

その他レジャー
施設［イベント
ホール］（職
員）

来客数の動き ・イベント関係の業界では、７月前半には少し持ち直
しの動きがみられたが、感染の再拡大により、再び大
きく落ち込んでいる。この状態が続くようであれば、
中小の業者はいずれ持ちこたえられなくなる。

□
その他レジャー
施設［複合商業
施設］（職員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスによる生活の変化が定着しつつ
ある。実店舗の利用は、郊外店の食品の動きが堅調で
ある点を除いて、不振が続いている。

□
美容室（店員） 来客数の動き ・お盆でもどこにも行けず、時間があるため、暑さを

避けて来店する客が多くみられる。
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□
住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・３～６月の外出の自粛期間中に動けなかった客が、
活発に動いているため、最近は多忙な日が多い。

□
住宅販売会社
（総務担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染再拡大に伴い、消費者が
自粛モードであり、展示場では見込み客の集客が乏し
い。

□

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・分譲マンション市場は低調な一方、新築の戸建て市
場は活況となっている。新型コロナウイルスの影響で
戸建て志向が高まるなか、分譲マンションは価格の高
止まりを含め、厳しい状況である。

▲

一般小売店［事
務用品］（経営
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルス対策の商材の動きは良いが、そ
ろそろ止まり始めている。官公庁でも、間に合わせ程
度の予防対策ではなく、もっと予算を使うべきであ
る。

▲
一般小売店［衣
服］（経営者）

来客数の動き ・８月前半には少し来客の回復がみられたが、中旬か
らは、また来客数が大きく減少している。

▲
一般小売店
［花］（店長）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響が出ている。

▲
一般小売店［菓
子］（営業担
当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で、非常に厳しい状況が
続いている。６～７月は３～４月に比べて少し良かっ
たが、８月の売上は伸び悩んでいる

▲

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・８月の当店の状況は、24日までの入店客数が前年比
で10.9％減となり、都心部の店舗は49.0％減となっ
た。明らかに感染の第２波により、不要不急の外出が
控えられていると感じる。また、お盆の帰省がストッ
プしたことで、手土産の需要が激減したことも響い
た。それでも郊外型の当店では、食料品は店頭売上が
0.9％増、生鮮品に限れば4.4％増と好調を維持してい
る。

▲

百貨店（マネー
ジャー）

来客数の動き ・長梅雨の後に猛暑が続いたほか、Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａ
ｖｅｌキャンペーンの波及効果が余りみられず、秋物
衣料の動きも鈍いなど、来客数や販売量に伸びがみら
れない。

▲

百貨店（営業推
進担当）

お客様の様子 ・感染の第２波の到来や、４－６月期のＧＤＰ成長率
の公表で、外出の自粛傾向が強まっている。また、将
来不安による節約志向に加えて、10万円の給付金効果
が薄まりつつあることも影響している。ただし、遠方
への長期の外出が減った一方、マイクロツーリズムの
ほか、近隣での比較的安全な娯楽として、商業施設の
利用者が増えている傾向もある。地方や郊外の施設は
売上が下げ止まっている感もあり、全体としては、や
や悪くなっているという感覚である。

▲
百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染第２波がきたことで、再
び売上の落ち込みが激しくなっている。入店客数も減
少し始めている。

▲

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの特需が、ピークの５～６月に
比べると、前年比では若干減少傾向にある。来客数の
減少傾向は変わらず、客単価も若干下がり気味であ
り、買いだめや備蓄行動も変わってきている。

▲
コンビニ（店
員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、来客数が減ってい
る。

▲

家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・競合見積りを依頼される頻度が増え、価格調査をし
ても更に安い提案を探して回る傾向が、以前よりも増
えたと感じる。意思決定のスピードが遅くなってきて
いる。

▲

その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

来客数の動き ・宝飾品は例年のバーゲンセールがなく、金相場も上
がったままであるため、購買意欲が高まる要因がな
い。不要不急の買物というイメージから、購入目的の
客は少ない。

▲

その他小売［イ
ンターネット通
販］（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染者が、徐々に中心部から
離れた地域でも出ている。感染を気にしている人は外
出を控え、まとめ買いに徹しているほか、暑さで客足
が減少しているため、状況は厳しい。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・猛暑で商店街の人通りが非常に少ない。大阪市内で
飲食店の営業自粛が要請され、当店は対象に入ってい
ないものの、消費者が警戒し、来客数が減少してい
る。来客には２人連れが多く、店内の座席も減らして
いるため、売上が伸びない。
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▲

一般レストラン
（企画）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大による消費者の自粛
行動で、売上の前年比が前月よりも５％悪化してい
る。特に、都心部の店舗の回復が遅れており、全体と
しては前年比で20％程度の減少となっている。

▲

その他飲食［自
動販売機（飲
料）］（管理担
当）

販売量の動き ・売上だけをみれば戻っているが、当社の抱える危機
感が非常に感じられる。

▲

観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・高級ホテルや旅館に需要が集中している。それ以外
の、団体客を中心とした中型、大型旅館の需要は回復
していない。ただし、高級ホテルや旅館についても、
Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンによる特需で人
手が足りないが、キャンペーンが終わった後が怖い。

▲

都市型ホテル
（客室担当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響で、大阪への客足が伸び
悩んでいる。Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの
効果は高級ホテルや旅館に流れ、ビジネスクラスへの
恩恵は少ないため、当ホテルでは余り感じられない。
ただし、大阪いらっしゃいキャンペーンの効果は出て
いる。

▲

旅行代理店（店
長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響を直接受け、倒産につな
がっている企業が多く、当社も会社の存続が問われる
事態となっている。前月も全体的に悪く、それ以降も
回復していない。

▲
タクシー運転手 お客様の様子 ・自粛の動きには波があるが、引き潮ムードになって

いると感じる。９月からの予測は難しいが、まだまだ
厳しい状態が続きそうである。

▲
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・取引先の受注状況が悪化している。

▲
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染収束のめどが立たず、予
算が凍結となる取引先が多い。これ以上続けば、来年
にも響く。

▲
テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・消費活動を促進するような経済政策がないため、景
気が良くなるとは思えない。

▲
美容室（店長） 来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染に加えて、今年は非常に

暑く、客足が大きく減少している。売上は固定客頼み
となっている。

▲
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・客の購買意欲が感じられず、広告等の反響も落ち込
んでいる。

▲

その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・住宅展示場への来場者が、新型コロナウイルスの影
響で今期は激減している。８月も減少気味であるが、
展示場への出展企業の月間契約数には回復の兆しがみ
られる。

×

一般小売店［衣
服］（経営者）

お客様の様子 ・例年よりもバーゲンセールは前倒しとなったが、来
客数は伸びず、来店客の滞在時間も新型コロナウイル
スの影響で短い。これまでの販売方法を変える必要が
あることを、痛切に感じる。

×

百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・県下では、７月下旬の新型コロナウイルス感染再拡
大の報道以降、入店客数が落ち込んでいる。梅雨が明
けた８月は酷暑が加わり、更に入店客数が減少してい
る。

×

百貨店（売場マ
ネージャー）

来客数の動き ・５月中旬から新型コロナウイルスの影響も緩和され
つつあり、６～７月中旬頃までは、来客数も戻ってき
ている様子がみられた。７月後半からは感染の第２波
の影響があり、一段と来客数が減少している。６月は
前年比で14.6％減、７月16.1％減となっている。

×
スーパー（経営
者）

単価の動き ・来客数は前年並みであるが、客単価が低い。生活に
密着した業種であるが、消費の冷え込みを感じる。

×

スーパー（店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で来店頻度が減ってお
り、来客数の減少が続いている。食品も客単価の上昇
で売上は好調であるが、来客数の減少が続いている。
衣料品は、来客数、客単価共に悪化しており、売上は
苦戦している。

×

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・政府は個人消費を拡大する政策を検討してほしい。
そうしなければ衣類などのぜいたく品の小売業は駄目
になる。どの小売業者もお金がなく、支払う給料もな
い状況で辛抱している。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染者が増加傾向にあったた
め、来客数が少ない状況である。20日を過ぎてからは
徐々に戻ってきているが、全体としては少ない。
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×

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染が広がってから、徐々に
仕事が減り、売上は前年比で２割減となっている。
今、感染の第２波がきている影響で、これから更に経
済が停滞すると予想している。

×
住関連専門店
（店長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、納期や支払の延期に
ついて、取引先からの相談が増えている。

×

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・大阪市内での休業要請以降、風評被害もあり、客に
よる当地域界わいでの食事が激減している。体力の限
界に達した店舗が、今後の再生のめどが立たず、次々
に閉店している。

×

都市型ホテル
（管理担当）

来客数の動き ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの利用は増加
傾向にあるが、団体客の予約のキャンセル分や延期分
は戻っていない。宴会も同様で、予約分が実施される
かどうかは、そのときの状況に左右される懸念があ
る。

×
旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染に関する、ワイドショーな
どのマスコミによる恐怖をあおる報道が、悪影響を及
ぼしている。

× タクシー運転手 お客様の様子 ・言葉で表せないような景気の悪さとなっている。

×
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響が、徐々に不動産の流通
面にも出てきた。集客が着実に減少してきている。

×

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響が出ている。

◎ － － －

○
食料品製造業
（営業担当）

取引先の様子 ・今年の８月のお盆は人の移動が少なく、商品も動か
なかったが、お盆明けからは飲料水の売上が少し増え
ている。

○

化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、５～６月は出荷量の
落ち込みが最も大きかった。７月はかなり回復した
が、８月は稼働日の減少によって若干落ち込んでい
る。

○
金属製品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・５月を底に徐々に持ち直しているが、いまだに厳し
い状況には変化がない。

○
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・一時期は動きが悪かったが、徐々に戻りつつある。

○
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・大半の得意先については、広告出稿は厳しいままで
あるが、通販関連企業の一部などでは、動きが戻りつ
つある。

□

食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・外出の自粛など、新型コロナウイルスの影響が引き
続き出ている。当社は家庭用、業務用の売上が半々で
あるが、家庭用は夏祭り関連の需要がほぼゼロである
ものの、前年比ではプラスで推移している。

□

繊維工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・催事が増えてきたが、参加者の減少で売上が予定額
に足りず、経費負担率が上昇している。また、注文は
感染発生前からの受注のみであり、先行きの見通しが
立たない。

□
繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・８月はお盆の休日がある関係で、操業時の生産の減
少幅は小さくなった。全体でも、前年比で10％以内の
減少である。

□
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・夏季休暇の前には、受注量も少し増加したが、20日
過ぎからは減少している。

□
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・海外の輸出メーカーからの発注は減っているが、国
内のメーカー、商社からは増えており、プラスマイナ
スゼロである。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・自動車関連の部品や、部品用材料などの動きが悪
く、全体的には稼働率が70％程度になっている。

□
金属製品製造業
（開発担当）

受注量や販売量
の動き

・繁忙期を過ぎたため、暇になっていく。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ここ数か月はかつてないほど景況が悪く、最悪の状
況は変わらない。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・海外への往来がほとんど不可能になっている。日々
の企業活動に制約はないが、これほどの経済活動の停
滞は想像を絶しており、日々の業況も振るわない。

□
電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注量や販売量
の動き

・今月は猛暑の影響で、特にエアコンの販売が好調に
推移している。

企業
動向
関連

(近畿)
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□
電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・売上は減少したままである。

□
建設業（経営
者）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、工事の延期や凍結が
増えていたが、工事が再開し、一時的に技能労務者が
不足する傾向が続いている。

□
輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・婚礼シーズンとなるため、新型コロナウイルスの影
響があっても商品は売れている。

□
新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、折込件数が減少して
いるほか、仕事が減って収入が落ち、購読が減り始め
ている。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・消費者向けの小売や飲食、サービスは、新型コロナ
ウイルスの影響で、以前のようには戻らない。どうす
ればよいかについて、模索が続いている。

□
その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・大阪での新型コロナウイルスの感染拡大に加え、連
日の猛暑による危険な暑さで、購買意欲が減退してい
る。

□
その他非製造業
［商社］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・取引先の設備投資計画が不透明になっている。

▲
一般機械器具製
造業（設計担
当）

それ以外 ・外食関連の不振で、店舗の解約が増えるなど、不動
産関係も悪くなってきている。

▲
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・ローコスト系の会社に、見込み客を立て続けに取ら
れた。新型コロナウイルスによる消費マインドの低下
が、受注金額にも影響し始めた可能性がある。

▲
金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・取引先との会話では、受注が前月よりも増えている
といった声は少なく、逆に受注が減少している企業の
方が多い。

▲

金融業［投資運
用業］（代表）

それ以外 ・緊急事態宣言が解除され、飲食店などはかなり回復
が進んでいる。ただし、自粛ムードが定着しつつある
なかで、どこまで回復が続くかはまだまだ不透明であ
る。

▲
その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

競争相手の様子 ・生産性の高い企業でも、工場の生産量がなかなか増
えず、消耗品も使用せずに終わるため、新たな購入が
少なくなっている。

×
出版・印刷・同
関連産業（企画
営業担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響が数字で出始め、明らか
に受注量が減少している。

×
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの問題で、商売が止まるように
なっている。

×
電気機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの感染が拡大した時期から、前
年比で40％以上の受注減となっている。

×

金融業（営業担
当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響が、長期の景気低迷につ
ながっている。一時は感染者数も減少傾向にあった
が、８月に入って拡大したことで、景気回復には相当
な時間が必要となる。

×

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で店舗の解約が増えてい
る。今までは３か月前の解約が多かったが、今は期限
の６か月前の解約が増えている。なかなか次のテナン
トも決まらず、悪くなっている。

×
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響が大きく出ており、売上
は前年比で80％となっている。

×

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・服飾関係の取引先が多いが、新型コロナウイルスの
影響で、売上が前年の１割あるかどうかという状況に
ある。その対策として、半数から４分の３の従業員を
解雇するなど、厳しい状況が続いている。

×
その他非製造業
［電気業］（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、経済状態が悪い。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・徐々に確実性の高い案件が増え、契約が決まり始め
ている。

○
人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・求人数は前年比で60％程度であるが、３か月前に比
べると、季節調整済みの数値で130％増となってい
る。

雇用
関連

(近畿)
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○
新聞社［求人広
告］（営業担
当）

周辺企業の様子 ・３か月前の状況から比べると、厳しいながらも、少
しずつ新型コロナウイルスとの共存に向けて、努力し
ている企業が増えていると感じる。

○
民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・求人数は３か月前よりも増加傾向にある。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・この２～３か月は、新型コロナウイルスの影響で引
き続き状況は悪い。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・求職者対応のなかで、内定が出ている旨の発言を聞
く機会が増えている。

□

新聞社［求人広
告］（管理担
当）

求人数の動き ・求人数に大きな変化はみられず、期待はできない
が、改めて大きな落ち込みも発生していない。求人数
は今が底で、これからは少しずつ改善すると考えてい
たが、新型コロナウイルスが景気にもたらした傷は深
く、しばらく上向くことはないと予想される。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は８月に入ってやや持ち直したが、依然
として前年比で20～30％程度の減少傾向で推移してい
る。特に、飲食・宿泊業、卸売・小売業、医療・福祉
業、製造業などの落ち込みが激しい。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、前年比で10か月連続の減少となって
いる。電機大手ですら仕事が減少し、自宅待機の社員
がたくさんいる状況なので、下請業者まで仕事が回っ
て来ないという事業主の声を聞く。

□

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・７月は有効求人数が2.9％増と７か月ぶりに増加に
転じたが、有効求職者数は8.0％増と３か月連続で増
加したため、有効求人倍率は1.17倍と７か月連続で低
下している。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・小売業や飲食業はやや回復しているが、製造業のほ
か、特に建設業の落ち込みがひどい。

□

民間職業紹介機
関（営業担当）

採用者数の動き ・３か月前の、緊急事態宣言中で全く動きのなかった
５月時点と比べると、新卒採用市場でも選考試験や就
職イベントへの出展申込みなどがあり、上向きに感じ
る。ただし、月全体や前年比でみると、これまでの売
手市場とは異なり厳選採用の動きが強く、採用者数を
絞る傾向にあるため、プラスマイナスゼロと考えられ
る。

▲

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・お盆明けから、９月末までの派遣契約の方針など
が、具体的になってきた。予想どおり約50％が終了
し、10月からの新規案件も先細りとなっている。その
なかで、テレワークを中心とした案件が出てきている
ほか、在宅勤務が中心の企業に対しては、今までと
違って人材も比較的集めやすくなっている。今後もこ
のような傾向が続きそうである。

▲
学校［大学］
（就職担当）

それ以外 ・政治情勢のほか、今後２～３か月の新型コロナウイ
ルスの感染拡大状況が不透明である。

×
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新聞広告の出稿状況をみると、関西企業からの出稿
は、新型コロナウイルスの影響による業績の悪化で、
全く動きがない。

×
学校［大学］
（就職担当）

求職者数の動き ・就職情報サイトなどで、採用活動を継続していると
広報している会社が、実際は採用活動が終了している
ケースが多くなっている。

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・例年であれば８月の売上はお盆までがピークでそれ
以降は減少していくが、今年はお盆以降の連日の猛暑
と新型コロナウイルスの第２波の影響等でエアコンを
中心とした白物家電が大幅に伸長し、全体でも前年比
110％となっている。

◎
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・新車購入やサービスメンテナンスの来客数が増加し
ている。

◎
テーマパーク
（営業担当）

来客数の動き ・休業で来客がなかった３か月前と比べると良くなっ
ている。

○
商店街（理事） お客様の様子 ・景気が良くなっているというよりは、３か月前より

も人々が新型コロナウイルスに慣れてきていて、心理
面で若干好転している。

○
一般小売店
［靴］（経営
者）

お客様の様子 ・来客数は多くないが、インターネットからの問合せ
が微増している。

家計
動向
関連

(中国)
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○

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・回復傾向にあった売上も新型コロナウイルス感染症
によるクラスターの発生により再び停滞している。部
門別では、ほぼ前年並みの売上の部門もあるが、前年
の70～80％台の売上の部門が多く、全体では売上は前
年の70％弱くらいとなっている。特に観光部門はＧｏ
Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなどが行われている
が、売上は前年の30％程度までしか回復していない。

○
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・３か月前よりはやや良くなっているが、来客数が前
年と比べ30％減少し、前年の売上に全く届かない状況
である。

○

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・３か月前は新型コロナウイルス対策のための自粛の
真っただ中であり、そのときの状況からすると、客足
も売上も大幅に改善している。新型コロナウイルスの
影響が続いていることで、逆に県外への移動が少なく
なり、週末を中心に来客数が多くなっている。

○
百貨店（営業企
画担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が少しずつ減少している
が、イベント等の中止もあり、全体的に景気はまだま
だ回復していない。

○
百貨店（外商担
当）

お客様の様子 ・３か月前よりはやや良くなっているが、新型コロナ
ウイルスの影響で、前月と比べると来客数が減少して
いる。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・３か月前と比べ、来客数が増加している。

○
家電量販店（企
画担当）

単価の動き ・来客数は前年を下回っているが、購入単価が高いた
め、売上は前年を上回っている。

○

乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスが落ち着き、新型コロナウイル
ス対策の徹底で客の受入体制が整ってきたことから、
前年並みの来客数を確保できるようになってきてい
る。

○

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

お客様の様子 ・３か月前と比べると良くなっているが、前年と比べ
ると、必ずしも良くはなっていない。来客数は回復し
てきているが、アウトドア用品など最近流行している
商品を除くと、消費意欲は向上していない。

○

一般レストラン
（店長）

お客様の様子 ・盆明けより新型コロナウイルスの影響が少しずつ薄
れてきているが、来客数は前年の半分程度である。た
だ、５月頃にはなかった団体客がちらほら入るように
なり、徐々にではあるが回復傾向にある。

○
観光型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果もあ
り、宿泊の予約が順調に入っている。

○

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・７月末からのＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ンの開始により、客室の稼働率は10％台から40％近く
まで上昇している。ただ、お盆期間の集客は、東京の
Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン対象除外や新
型コロナウイルスの影響などで期待したほど伸びてい
ない。レストランもランチを利用する客がやや増加し
ているものの、夜のお酒を伴う食事やグループ客の利
用が低迷しており、宴会需要は全く動いていない。

○

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が続いているが、Ｇｏ
Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの開始で僅かながら
直近の予約が動き出している。ただ、前年と比べると
依然として大幅な落ち込みとなっている。

○
タクシー運転手 お客様の様子 ・乗車率が夜は40％、昼は70％ぐらいまで戻ってい

る。

○
通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・新規通信加入数が好調である。

○
ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・今月はコンペが減少しているが、１組単位の予約が
増加している。入場者数は増加しているが、単価が下
がり、売上は減少している。

○
競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・インターネット投票の売上が好調である。

○
住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・来客数が増加してきている。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・暑さのためなのか、景気が悪化しているからなの
か、人出が少なく、来客数も減少している。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、消費者マインドが良
くならず、また、全ての行事が中止になっているの
で、消費が非常に落ち込んでいる。
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□

一般小売店［食
品］（経営者）

販売量の動き ・食品スーパーにおいては、新型コロナウイルスの影
響で売上が堅調に推移している。ただ、８月のお盆期
間においては、帰省の自主規制があり、商材の売行き
が不振を極めている。

□
一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

お客様の様子 ・猛暑で人通りも少なく、昼間の暑い時間はほとんど
客を見掛けない。

□

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスが一旦落ち着いていたが、地域
内でも新型コロナウイルスの感染者数が増加したこと
により、来客数の減少が続いている。また、地方の店
舗ということもあり、例年ならばお盆期間中は客でに
ぎわうが、帰省客も少なく、全体的に来客数が減少し
ている。

□
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・ブランドの宝石や洋服等が売れており、売上は前年
並みとなっている。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・最近２～３か月は来客数がほぼ前年を上回ってい
る。買物の中身はほとんど変化がない。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、大型商業施設でな
く、地元のスーパーで買物を済ませる傾向があるた
め、来客数は前年並みを維持している。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数の減少傾向が続き、 回復の兆しがみられな
い。

□
スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・お盆の帰省客の不調、日中の暑さ、野菜や果物の値
上がり等により、客単価は上昇しているが、来客数は
減少している。

□

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・従来であれば、市の中心地や大型ショッピングモー
ルに集中していた客が人混みを避けるようになってい
る。郊外型路面店という立地が集客上優位に働き、例
年になく売上が好調に推移しており、売上は前年比
144％、来客数は前年比165％となっている。

□
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・来客数、客単価、買上点数のいずれも大きな変化は
ない。

□
スーパー（管理
担当）

販売量の動き ・飲食業や観光業等が厳しく、景気は全般的には良く
ないが、食品業界については、新型コロナウイルスの
特需により売上、利益共に増加している。

□

スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で内食化が続いているた
め、野菜等の価格高騰にもかかわらず、販売量は変
わっていない。ただ、お盆期間は帰省客の減少で、総
菜のオードブルや焼き肉セットなどの大型商品の販売
量が大幅に減少している。

□
スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で客の来店頻度は減少し
ているが、まとめ買いにより買上点数が増加し、既存
店の売上は前年を上回っている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が緊急事態宣言前の状態に戻りつつある。

□
衣料品専門店
（代表）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの第１波が過ぎ、特別定額給付
金が給付された頃は客足もかなり戻っていたが、感染
者数が再び増加するにつれて来客数は減少している。

□

乗用車販売店
（店長）

来客数の動き ・来客数はお盆明けに比べやや増加しているものの、
新型コロナウイルスや異常気象の影響もあり、前年の
75％となっており、客の動きは依然として鈍くなって
いる。

□
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・４～６月より来客数は増加しているが、前年比では
増加していない。

□

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスが終息しない限り景気は元に戻
らない。景気は６～７月に一旦元に戻りつつあった
が、新型コロナウイルスの患者数の増加に伴い、失速
状態にある。

□
その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が継続している。

□
その他専門店
［土産物］（経
営者）

来客数の動き ・個人客はそこそこ動いているが、観光バスなどの団
体客が全くいないので、全体の来客数は足りない。ま
た、３密対策に人も経費も掛かり大変である。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

販売量の動き ・緊急事態宣言解除後、６～７月と売上、来客数共に
増加傾向にあったが、新型コロナウイルスの第２波の
影響で７月下旬から外出自粛ムードが高まり、夏休
み、お盆時期の旅行や帰省の自粛モードに拍車が掛
かったため、現在は景気が回復する兆しがない状況で
ある。
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□
高級レストラン
（事業戦略担
当）

来客数の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの影響もほ
とんどない。

□
観光型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの開始で売
上の増加を見込んでいたが、大幅な増加はない。

□
都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染防止対策を十分に行って
いるが、会食等への警戒が強いため、利用者数が伸び
てこない。

□
旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果が出
てきていない。

□
旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが開始した
が、販売の柱となる団体需要がまだ回復しておらず、
また個人需要も思った以上に伸びていない。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・猛暑の影響で、病院や買物のための利用客が出てき

ている。ただ、新型コロナウイルスの影響で、夜の利
用客数は変化がない。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・新型コロナウイルスが終息せず、客の動きが良く

なっていない。

□

通信会社（経理
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で外出を自粛している客
が多いため、家でのテレビやネット環境が欠かせない
ものとなっており、景気は大幅に落ち込むことなく以
前と変わらない状況が続いている。

□
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響が続くため景気は変わら
ない。

□

テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・例年も夏季は閑散期であることから、来園者の減少
はそれほど目立ったものになっていない。ただ、例年
も比較的多くの来園があるお盆期間については、帰省
の自粛、夏休み期間の縮小、イベント中止等の影響も
あり、来園者の減少が顕著となっている。

□
テーマパーク
（管理担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの第２波の影響で景気は変わら
ない。

□
観光名所（館
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響でＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖ
ｅｌキャンペーンの効果がほとんどない。

□

設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・購買に対して前向きな客と非常に慎重な客と二極化
しているため、全体では景気が上昇するまでには至っ
ていない。ただ、土地や建物の動きは徐々に上向いて
いる。

□
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で引き合いが低迷してい
る状況が続いている。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・例年に比べ、木造住宅耐震補強工事やリフォームな
どの民間からの発注が少なく、低水準で推移してい
る。

□
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの終息のめどが立たず、先行き
が不透明なことから、依然として客が慎重になってい
る。

▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・新型コロナウイルスの影響で売上がかなり落ち込ん
でおり、非常に厳しい状況である。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・商店街の人通りも来客数も少ない。

▲
一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・今月に入り大型店からのお中元商戦の商品の返品が
増加している。相変わらず個人消費が必要最低限に抑
えられている。

▲
一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響や客が通販に流れている
こともあり、来客数が減少している。

▲
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響や気温が高いことなどに
より、来客数が大幅に落ち込んでいる。

▲

スーパー（店
長）

来客数の動き ・お盆の帰省客が前年に比べ大幅に減少したこともあ
り、８月の来客数は前年比87.5％、お盆期間中のオー
ドブルや手土産などの売行きも鈍く、売上は前年比
94.5％となっている。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で来客数が伸び悩んでい
る。

▲
コンビニ（副地
域ブロック長）

来客数の動き ・宅配での食事の増加など生活スタイルが変化し、夜
から朝に掛けての来客数が大幅に減少している。

▲
コンビニ（支店
長）

お客様の様子 ・無駄な外出や外食を控える生活様式が定着してお
り、人の動きが少なくなっている。

▲
衣料品専門店
（経営者）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響で仕入れができない状況
であるが、帯問屋などの仕入先も何軒かが廃業してい
る。
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▲
家電量販店（販
売担当）

来客数の動き ・特別定額給付金などの効果もなくなり、景気はやや
悪くなっている。

▲

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスによる緊急事態宣言解除後も新
型コロナウイルスの患者数が増加するなか、来客数や
販売量が非常に少ない。店舗内をソーシャルディスタ
ンス化しているが、来客数や販売量がなかなか元に戻
らない。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・飲食店舗として、新型コロナウイルス感染予防を最
大限実施しているが、客が警戒して来店自体を控えて
いる状況である。一方で、持ち帰り比率が伸びてお
り、唯一希望の持てる部分であるが、店舗として積極
的な集客イベントを自粛しているので売上、利益共に
厳しい状況である。

▲ タクシー運転手 来客数の動き ・まだまだ夜の乗車率が悪い。

▲

放送通信サービ
ス（総務経理担
当）

お客様の様子 ・特別定額給付金などの一時的な家計補填の影響も考
えられるので、新型コロナウイルスの影響を単月で判
断するのは難しいが、利用料収入の観点からみると、
延滞件数や延滞金額は低調に推移している。

▲

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・廃業、休業、企業倒産により生活が急激に困窮状態
に入った人とさほど変化がない人に分かれているが、
消費が落ち込むことで、景気全体に影響が出始めてい
る。

▲
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・既存契約の解約といった動きはないが、新規契約や
サービス更新による上位移行の動きが止まっている。

▲
観光名所（館
長）

来客数の動き ・お盆以降は夏休みの短縮もあり、来館者数が減少し
ている。

▲
美容室（経営
者）

来客数の動き ・祭りや花火大会などのイベントが中止になり、売上
が半減している。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・景気は若干上向き傾向にあったが、新型コロナウイ
ルス感染症のクラスター発生以降、また悪くなってき
ている。

×
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

お客様の様子 ・年配者が不要な外出や人の集まる場所での買物を控
えているため、来客数が減少している。

×
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・量販店やスーパーの取引額がかなり落ち込んでい
る。

×
住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・今までも来客数は少なかったが、地元と隣の市でク
ラスターが発生し、来客数がますます減少している。

×
その他専門店
［布地］（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響や、梅雨が明けた途端、
かんかん照りとなっていることで、人出が少なくなっ
ている。

×
その他専門店
［時計］（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスと猛暑の影響で来客数が減少し
ている。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で人の動きが極端に悪く
なっている。

×

一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・夏休みの短縮やお盆休み期間の帰省の自粛要請もあ
り、８月の２～３週目の売上が前年の65％を下回って
いる。予約は前年の60％を下回っており、１組当たり
の客単価も前年と比べ2000円ほど低下している。時間
帯別では21時以降の売上が前年の40％を下回ってい
る。休日の前日の来客数は前年の80％を保っている
が、その他の日の来客数は前年の55～70％まで落ち込
んでいる。

×

スナック（経営
者）

来客数の動き ・地方は余り関係ないと思うのだが、毎日毎日、都市
部の新型コロナウイルスの感染者数が公表され、夜の
街が感染源のような報道をされることで大打撃を受け
ている。ほとんど人出がない状況である。

×

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（店長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で景気は悪くなってい
る。

×
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・客が新しいものを買うよりも処分、整理の方向に向
かっている。

×
美容室（経営
者）

来客数の動き ・客が外出を控える傾向が続いており、客の来店サイ
クルが長くなっている。

×
住宅販売会社
（営業所長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、景気の先行きや今後
の収入見通しに対する不安が高まり、景気は悪くなっ
ている。
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◎
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・地元完成車メーカーの生産が回復基調にあることか
ら、景気は良くなっている。

◎
輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前に大幅に落ち込んでいた主要客からの受注
量が大幅に回復している。

○
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・厳しい状況が続いているが、土産品や業務用以外は
受注量が微増となっている。

○

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・電子商取引を始めとした新たな荷物が増加してい
る。例えば、飲食店や生産者がネットショップを開設
し、販路を拡大していることが受注量の増加につな
がっている。また、調剤薬局からは処方薬の配送、学
校や塾からはオンライン授業の教材の配送、イベント
会社からはグッズやＤＶＤの配送の依頼が出てきてい
る。

○

通信業（営業企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・前月まで取引先の動きがほとんどなく、通信回線や
データセンターのハウジング注文の問合せも非常に少
なかったが、徐々に問合せや注文の動きが出てきてい
る。お盆明け以降、明らかに経済が動き出している。

○

金融業（融資企
画担当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で低迷している地元完成
車メーカーの世界販売は、徐々に回復しているが、依
然として前年比ではマイナスが続いている。このた
め、系列の地元部品メーカーの受注も前年の80％程度
にとどまっている。

○
会計事務所（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・落ち込んでいたコンサル等の非経常業務が改善して
きている。

□
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・最近２～３か月は製造量等が横ばいで推移してい
る。

□
窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・鉄鋼業向けの受注や生産量が大幅に減少しているた
め、部署によっては２～８日程度の一時休業を実施し
ている。

□
鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・発注数量に変化がない。

□
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・自動車関連素材の受注の減少が続いている。

□
金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・取引先の親会社が業績不振のため、当社が受注して
いる案件が子会社へ移行することになり、今後の取引
の終了が決定している。

□
建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス関連で計画が保留となっている
物件はあるが、多少の遅れはあるものの順調に受注が
でき、手持ち工事も稼働している。

□
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・引き続き、客からの発注は低調である。

□
通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で通信機器販売において
も設備更改の先送りなど受注が伸び悩んでいる。

▲
農林水産業（従
業員）

受注価格や販売
価格の動き

・水揚げが少ないときでも単価に変わりはなく、物量
も動きが鈍い。

▲
繊維工業（監査
担当）

受注量や販売量
の動き

・閑散期で売上がほとんどない時期だが、例年よりも
落ち込んでいる。特に店頭売上が減少している。

▲
木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響や、新設住宅着工戸数、
前月までの受注、実質稼働日数の減少もあり、景気は
やや悪くなっている。

▲

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの終息の見通しはなく、また営
業活動も難しい状況のため、新規案件の受注は減って
いる。また、電子部品などの仕入先にも影響があり、
新たなサプライヤーの選定など、製造過程において困
難な状況が続いている。

▲
輸送業（総務・
人事担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で減少した受注量が回復
していない。

▲
金融業（貸付担
当）

取引先の様子 ・全体的に取引先の売上の減少幅は縮小してきている
が、新型コロナウイルス発生以前の売上水準には戻っ
ておらず、資金繰りは悪化傾向にある。

▲
不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数や成約件数が６～７月に比べ10％程度落ち込
んでいる。

▲
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス感染の影響で受注量や販売量が
減少傾向で推移している。

×
化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・特に車部品向けの生産調整が顕著となっている。

企業
動向
関連

(中国)
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×
輸送用機械器具
製造業（財務担
当）

受注量や販売量
の動き

・手持ち工事量の減少で操業が減速している事業所が
出てきている。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・３か月前の緊急事態宣言時と比べると求人、求職者
共に動き出しているが、完全ではなく、引き続き採用
活動を見送ったり、延期したりする企業も多い。

○
求人情報誌製作
会社（経営者）

周辺企業の様子 ・製造派遣業の案件が増加している。

○
民間職業紹介機
関（求人・人材
採用担当）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの影響で見送られていた飲食業
や製造業の派遣求人が再開し始めている。

□
人材派遣会社
（経営戦略担
当）

求人数の動き ・新規求人数は５月の前年比43％を底に６月は前年比
75％まで回復したが、７月以降再び50％前後まで落ち
込んでいる。特に人材派遣分野の減少幅が大きい。

□

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

周辺企業の様子 ・2022年卒の採用を実施するか否かの判断が遅れる企
業が増加している。判断が遅れている企業の業種は
サービス業から製造業まで広範囲であるが、企業規模
では中堅中小企業にその傾向が強い。

□

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

雇用形態の様子 ・新型コロナウイルスの影響で需要が冷え込み、海外
だけでなく、国内でも自動車が売れていない。新卒採
用は例年より１か月遅れており、現在の内定率は73％
である。内定に満足せず、就職活動を続けている学生
もいる。中途採用については、特別の技能や資格を
持った技術者は重宝されるが、新型コロナウイルスの
影響で企業は採用にかなり慎重になっている。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・全国でも屈指の有効求人倍率を誇っているが、新型
コロナウイルスの影響で求人数は激減し、解雇者の増
加に伴って求職者も増加するというアンバランスな状
況に陥りつつある。

□

民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・建設土木系の採用は旺盛であり、特に有資格者への
ニーズは高止まり、人手不足のため引き合いを断る現
象が起きている一方で、製造業は人員増強には至ら
ず、採用活動の凍結が続いている。

□
学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求人数の動き ・求人数は３か月前と比べても大幅には伸びていな
い。企業の採用意欲も停滞気味であり、景気は回復傾
向にはない。

▲

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人数は、製造業が特に県外に取引先を持つ事
業所が新型コロナウイルスの影響を大きく受け、求人
募集の少ない状況となり前年と比べ６割減少している
こともあり、求人全体でも前年と比べ３割の減少と
なっている。

▲
職業安定所（雇
用関連担当）

求人数の動き ・有効求人数が前月、前年同月と比べ減少している。

▲

職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・新規求人数は前年同期と比べ24.6％減、有効求人数
は32.0％減と大幅に減少している。新型コロナウイル
スの影響で直近３か月の新規求人数も同様に前年同期
と比べ31.5％減となっている。また、産業別新規求人
数も、建設業、宿泊業、飲食サービス業、生活関連
サービス業、娯楽業、公務・その他など一部の業種を
除いて減少している。有効求人倍率は６月1.43倍、７
月1.42倍で推移している。７月末時点の来春の新規学
校卒業予定者対象の求人状況は、高卒で求人件数が前
年比17.9％減、求人数が前年比27.0％減となり、大卒
等では求人件数が前年比28.8％減、求人数が前年比
26.9％減となっている。

▲
学校［大学］
（就職支援担
当）

周辺企業の様子 ・ニュース等で企業の減収の話題が連日流れるなど景
気はやや悪くなっている。

×
人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・求人数は前年の７割前後で推移しており、数だけで
なく質も低下している。

×
その他雇用の動
向を把握できる
者

求人数の動き ・有効求人倍率が低下しており、特に宿泊業、飲食
サービス業の求人数の減少が顕著である。

　10．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

雇用
関連

(中国)
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◎

家電量販店（副
店長）

販売量の動き ・梅雨明け以降、気温が高く残暑も続いて、夏物商材
や白物商材を中心に売上が上昇している。また、在宅
ワーク等が多くなりパソコンの販売も著しく伸びてい
る。

○
百貨店（営業管
理担当）

来客数の動き ・来客数は月後半にはやや戻りがみられたが、お盆期
間に密を避けたことや猛暑による外出自粛傾向が影響
し、月全体では前月と同水準となった。

○
スーパー（店
長）

販売量の動き ・巣籠り消費の恩恵が続いている。

○

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・前月までは客単価の増加による前年超えだったが、
今月は客単価、客数共に前年を超えている。しかし、
市内で感染者の報告があると急ブレーキが掛かる。今
は一進一退の状態である。

○

衣料品専門店
（営業責任者）

販売量の動き ・５月は緊急事態宣言でほとんどの店舗が休業を余儀
なくされていたため、それに比べればまだ良い方だ
が、現在は前年比で30％以上下落しているので、非常
に厳しい。

○

乗用車販売業
（営業担当）

販売量の動き ・メーカー、自社共にキャンペーンを実施しており、
３か月前に比べれば販売量は良い。これまで新型コロ
ナウイルスの影響で来店を控える方が多かったが、来
店客も増えている。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新車の受注状況は前年の水準まで持ち直している。

○
乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・来客数が増えてきた。

○
乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・第２四半期に新型車が発売されたこともあり、受注
台数が前年を上回る状況である。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響により激減した売上も少
しずつ上向いてきている。また、行政による消費促進
キャンペーンがあったので、来客数が増えた。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスが収束したわけではないが、自
粛要請も緩和され客足が戻りつつある。

○
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言解除後、前年の50％くらいまでは宿泊
客が戻った。

○

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが７月下旬
から開始され、新型コロナウイルス感染拡大前には至
らないものの、徐々にではあるが個人の動きが出てき
た。

○
通信会社（営業
部長）

販売量の動き ・販売数は前年同月と同等まで戻っている。

○

競輪競馬（マ
ネージャー）

来客数の動き ・３か月前は、新型コロナウイルスによる営業自粛や
県をまたいだ往来の制限、国民１人１人の感染防止意
識の高まりにより経済は大きく冷え込んでいた。しか
し、今月には経済活動は徐々に復活しており、客足も
増えてきていることから、経済活動による社会生活を
履行しながら新型コロナウイルスとうまく付き合って
いく状況となっている。

○
美容室（経営
者）

来客数の動き ・売上低迷を極めていた３か月前と比べると客が動い
ている。大分、客が新型コロナウイルスへの対応に慣
れてきたのだろう。

○
設計事務所（所
長）

それ以外 ・営業活動が活発になってきており、その分、仕事の
情報も入ってきている。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除されて大分良くなっていたが、
第２波の影響で８月のお盆はかなり厳しい状況とな
り、急激に来街客が減少した。また、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔ
ｒａｖｅｌキャンペーンは奏功せず出控えが起きてい
る。

□

商店街（事務局
長）

販売量の動き ・７月中旬以降に再び始まった新型コロナウイルスの
全国的な感染拡大傾向が一旦は落ち着き始めたことに
より、８月後半から人通りが戻り始めている。ただ
し、高齢者は引き続き警戒感が強く外出を控えてお
り、全体では消費は弱いと感じる。

□
一般小売店［書
籍］（営業担
当）

お客様の様子 ・客は熱中症対策で昼間は外出せず、クーラーの効い
た室内で過ごしている。

□
一般小売店
［酒］（販売担
当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で、業務用酒類販売を中
心にしている当店では今春以降、販売数が激減してい
る状況が続いている。

□
百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスに加え、猛暑による来客数の減
少が売上に非常に影響している。

家計
動向
関連

(四国)
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□

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・お盆期間の帰省の自粛などで８月の来客数は前年を
下回る数値となっている。ただし、買上点数、売上状
況共に前年をかなり上回っている。これは、外食自粛
で自宅での食事の回数が増えたことによるものと推察
される。

□
コンビニ（総
務）

来客数の動き ・依然として新型コロナウイルスの影響で来客数の前
年割れが発生している。また、梅雨明けが遅くなった
ことも来客数の減少に影響している。

□
コンビニ（商品
担当）

来客数の動き ・イベントやレジャー需要がないと来客数が厳しい店
舗がある。

□
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・まだ新型コロナウイルスの影響もあり、来客数の伸
びは余り良くないが、通販での注文はある程度入って
いる。それでも景気は横ばいかやや悪い。

□

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で非常に悪い状況が続い
ている。ただ、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ン等の施策のお陰で、地元客と近場の帰省客が若干動
いてきたので、３か月前と比べるとほぼ変わらない状
況である。

□
通信会社社員 販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響により、プッシュ営業が

積極的に行えていない。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響があり、来客数は前年と
比べ非常に低い。また、客の活動が鈍く、夜に至って
は非常に悪い。

▲

一般小売店［生
花］（経営者）

来客数の動き ・来客数は大きく減少している。お盆などには必要商
品の購入のために来客があったが、ふだんは外出を控
えている客が多いので、来客数も人通りも極端に減っ
ている。

▲
スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・３か月前の５月は、新型コロナウイルスの特需で非
常に売上が好調であったが、現在はそうした状況には
ない。

▲
家電量販店（店
員）

単価の動き ・今後のことを考え、少しでも手元の金を残しておく
ため、ランクを落とし価格を抑える方が増えた。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（副
支配人）

来客数の動き ・このところ新型コロナウイルスの感染者が毎日発表
され、来客数が一層減少している。

▲
タクシー運転手 お客様の様子 ・客の人数、乗車率、水揚げ、距離を３か月前と比較

すると、全体的にやや悪くなっている。

▲

タクシー運転手 来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で全体的にすごく落ち込
んでいる。特に夜は外出する人が非常に少なく、料金
が２割増しになる時間帯の売上が落ち込んでいる。昼
間もやはり新型コロナウイルスの影響で病院に行く人
が減っている。また、お遍路もキャンセルが出ている
状態で良くない。

×

商店街（代表
者）

それ以外 ・駅前再開発により誕生し、地元百貨店や中心商店街
に再生困難なほどの打撃を与えた県外資本大型店が撤
退する。県外資本の大型店を核にした再開発や街づく
りは大きな曲がり角に入っている。

×
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、今年はお盆の帰省が
非常に少なかった。客はふだん使う物は買ったが、お
盆商品は全く売れなかった。

×
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・今月は更に来客数の減少が著しい。お盆の人の動き
の悪さ、近隣の夏祭りの中止、高校野球の異例な方法
での実施等がかなり影響したものと推察される。

×

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・８月も前月と同様に推移すると期待していたが、四
国三大祭りに挙げられる当県の夏祭りが中止になり、
ホテルや飲食関係だけでなく幅広い業種に深刻な影響
を及ぼした。我々衣料業界も８月は非常に厳しい月
だった。

◎ － － －

○
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・民間、公共事業共に、数件は受注できた。

○
通信業（企画・
売上管理）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの感染拡大が本格化する前と比
べると悪いが、４～７月と比べると８月は少し回復し
ている。

○
税理士事務所 取引先の様子 ・売上面は新型コロナウイルス発生以前と比べると大

分回復している企業が増えている。

企業
動向
関連

(四国)
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□

農林水産業（職
員）

取引先の様子 ・園芸品の卸売市場販売は新型コロナウイルスの影響
が収まっておらず、相変わらず業務需要の比率が高い
品目や花きは単価的に厳しい。一方、家庭消費の多い
品目は長梅雨とその後の晴天や高温の影響で出荷でき
る品が少なく、絶対量不足から高値となっている。果
物も絶対量不足で旧盆前をピークに高値が続いてい
る。ただし、日持ちのしない商品が多く、商品ロスや
契約価格との逆ざやなど、この高値によりもうけてい
る先は少ないのが実態である。

□

化学工業（所
長）

受注量や販売量
の動き

・市販用食品は前年並みに落ち着いてきているが、業
務用食品は回復途上で、工業品向けは低調な状況が続
いており、トータルでは前年比マイナスとなってい
る。

□
鉄鋼業（総務部
長）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、受注、販売量共に悪
い状態が続いている。

□

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・地域の方に再生可能エネルギー施設の提案を行いた
いが、新型コロナウイルスの影響で人が集まらないと
いうジレンマに陥っている。今は仕事が動かない状況
である。

□

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共事業の発注量が国、地方自治体共に前年度より
も微増しているが、企業や業種によって受注量はまだ
ら模様である。新型コロナウイルスによる事業活動へ
の悪影響は少ないものの、事業外の研修、セミナー、
レクチャーなどは中止やリモート又は参加自粛してい
ることより、景況感は、評価し難く分からない。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で外食産業の景気は悪化
している。

▲

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・５月は全国の小売店舗が相当数閉鎖し、特にゴール
デンウィークの関係もあり前年比50％であったが、６
～７月は自社、小売店共にネット販売が拡大し、前年
比ほぼ100％を確保した。しかし、８月は５月同様、
売上比率が高い観光地の小売店からの注文が減少して
いる。ネット販売や新規取引先などの売上があった
が、ばん回できていない。

▲

輸送業（営業） 受注量や販売量
の動き

・取扱物量は前年比で２けた台の落ち込みが続いてい
る。新型コロナウイルスの収束が見通せず、行動制限
やイベント自粛等の影響を受け、落ち込んだ個人消費
はいまだ回復基調には至っていない。

×
木材木製品製造
業（営業部長）

受注量や販売量
の動き

・受注が３割程度落ち込んでおり、回復の見込みもな
い。

×
一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響もあって、海外工場の時
短勤務や海外での商談が長引く等の影響が見受けられ
る。

×
輸送業（経営
者）

それ以外 ・先がみえず苦しいが、知恵を出しながら頑張りた
い。

×

輸送業（経理） 受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響もあり、取引先の輸入数
量の落ち込みや国内輸送貨物の低迷が続いており、倉
庫物流に関しても在庫調整等で入出荷数量が落ち込ん
でいる。

×
金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・６月頃、一旦持ち直しかけたが、新型コロナウイル
スの再拡大により、７月以降、取引企業の売上が再度
減少している。

◎ － － －
○ － － －

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求人数は前年と横ばいで、新型コロナウイルスの影
響を受ける業種とそうでない業種が分かれている。

□

人材派遣会社
（営業）

周辺企業の様子 ・新型コロナウイルスの感染防止対策により、周辺企
業も従来の事業展開を自粛しながら、今できることで
サービスを提供している。新型コロナウイルスの対策
を主とした新ビジネスへの事業者給付金や余剰社員の
出向契約制の導入など、ヒト、モノ、カネの運用に努
力しているところは改善傾向にある。

□

職業安定所（求
人開発）

周辺企業の様子 ・新型コロナウイルスの感染拡大による影響が様々な
産業に出てきており、事業所閉鎖、事業縮小等による
人員整理を実施する事業所が４月以降継続しているこ
と等を総合的に考えると、変化はない。

□
民間職業紹介機
関（所長）

求人数の動き ・観光関連を中心にサービス業で引き続き採用活動が
鈍化している。また、事務系の求人も減少傾向であ
る。

雇用
関連

(四国)
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□
学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・大学生、短大生の就職内定者数が８月に入っても
思っていたほど伸びていない。

▲

求人情報誌（営
業）

求人数の動き ・飲食、宿泊業等のサービス業を始めとして、製造業
等でも求人数が減ってきた。採用困難な一部の職種に
ついては引き続き募集継続しているが、トータルでは
求人が大きく減っている。

▲
職業安定所（職
員）

それ以外 ・大卒等を対象にした就職フェアは、前年度と比較し
て３倍弱の参加者となっている。現段階で道筋がつい
てない学生が多数いると考えられる。

×
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求人数が少なく労働者の契約も満了していく。

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
商店街（代表
者）

来客数の動き ・８月は、猛暑や新型コロナウイルスの影響もあり、
商店街の来街者はかなり少ない。４～５月との比較で
も、やや良くなっている程度である。

◎
一般小売店［精
肉］（店員）

販売量の動き ・３か月前は新型コロナウイルスの悪影響がピークで
あったことから、比較すると良くなっている。

◎

百貨店（企画担
当）

それ以外 ・５月は、食品のみの時短営業にし、15日まで臨時休
業をしていた。16日から時短営業で全館営業再開した
ものの、店舗によっては休業を継続していた。８月は
通常営業ができている。

◎

百貨店（売場担
当）

競争相手の様子 ・５月の売上は、全店合計54.7％であるが、当月は
74.3％で、20％上昇している。５月は食品を除いて１
週間ほど休業していたことが影響している。映画館が
ある店舗では前年比34％、飲食関係は57％、衣料品は
85％、食品97％で推移している。徐々に上がってはい
るものの、予断を許さない状況にある。

◎
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響は、ほぼなくなってい
る。

◎

住関連専門店
（従業員）

来客数の動き ・街の状況や来店客数は、緊急事態宣言直後の５月に
比べ回復傾向にある。新型コロナウイルス第２波や酷
暑の影響で、高齢層の来店が落ち込んでいるが、その
一方、若いファミリー層の来店が多くなっており、
トータルで鑑みるとプラス成長といえる。

◎
観光名所（従業
員）

来客数の動き ・８月は夏季期間で、天候にも恵まれたこともあり、
多くの客が来町している。

○
百貨店（売場担
当）

来客数の動き ・４～５月と比較すると来店客数はかなり回復し、売
上も増加している。しかし、前年比はまだ８割程度で
ある。

○

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来店客数は前年比101％で推移している。また、商
品需要が若干戻り、売上は前年比102％で推移してい
る。しかし、お中元ギフトはかなり不振で、来店客数
や売上は前年比88％で推移している。新型コロナウイ
ルスの影響で、お盆商戦が苦戦している。

○
家電量販店（広
報・IR担当）

販売量の動き ・猛暑によるエアーコンディショナー等の季節商材の
復調、巣籠り、テレワーク関連の商品が引き続き好調
である。

○
乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で出費が少なくなり、自
動車購入に良い影響が出ている。来客数が、通常時に
戻っている。

○
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新車販売台数が、やっと前年並みになってきた。県
内他社の状況も新車販売に関しては軒並み好調に推移
している。

○

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・３か月前は新型コロナウイルスの影響で、全てのイ
ベントを中止していたが、６～７月はイベントを再開
し、特別定額給付金10万円給付効果で、売上が回復し
ていた。しかし、８月中旬から10万円効果も薄れ、売
上が落ち込んでいる。

○
その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

来客数の動き ・来店客数は、前年と比較すると減少しているが、前
月より若干増えている。客単価も上がっており、売上
は戻りつつある。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・５月に比べると若干良い程度で、景気が良くなった
とはいえない。県のキャンペーンやＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンも実感がなく、直近の予約以
外、先の動きも全くない状況である。

家計
動向
関連

(九州)
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○
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・リモートや巣籠り需要が続いている。

○

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で県外への移動や繁華街
への自粛モードが続き、天候が比較的良かったことも
加わり、県内の来場者が順調に推移している。今後
は、過ごしやすい気候になるため徐々に良くなる。

○
住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・展示場来場者数が、４月を底に増加傾向で、前年並
みまで回復している。

□

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス第２波の影響により、消費が鈍
い地方では、僅かの新規感染者が近隣で報道されると
極端に買物客が減少する。高齢者の多い商店街では、
かかりつけの医者からも不要な外出を控えるよう伝え
られ、消費行動が制限されている。

□
百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・飲食では、ランチの回復傾向はみられるものの、夜
が全く低迷している。アパレルでは、特に婦人服が大
変厳しい状況が続いている。

□

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス報道の影響で、来店客数減少傾
向が継続している。特に13：00までは人出があるが、
午後は減少し、また平日に比べて土日祝日の入店客数
の減少が目立つ。新しい生活様式への対応に慣れ、目
的買いの来店や店頭や催事場での３密防止への集客抑
制で早期回復は難しい。また、３密対策をしているお
中元ギフトセンターへの来店は減少しているが、一
方、通販、インターネット受注が増加しており、客単
価や商品単価の減少はない。

□

百貨店（営業担
当）

それ以外 ・８月は、最終のクリアランスと秋物の立ち上がりで
あるが、動きが全く止まっており、ファッションは、
メンズレディースにかかわらず厳しい状況である。百
貨店では、60歳以上のファッションに強いが、この需
要が大きく減退しており、婦人用品も非常に厳しい状
況で、業績が減退している要因である。

□
百貨店（プロ
モーション担
当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染第２波が、夏休みからお
盆休みにかけて到来したことが影響し、週末も含めて
例年より来店者数が大幅に減少している。

□

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・酒や総菜部門で、若干の節約志向が働いており、緊
急事態宣言が発令された当時と比べると売上の推移が
やや低下している。新型コロナウイルスの影響による
巣籠り需要で、客の消費行動が大きく変化した環境で
は、生鮮を中心として前年比108％程度の高い水準で
推移している。

□
スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染再拡大により、来店客数
の減少が顕著になっている。お盆の帰省自粛も来客数
に大きくマイナスに影響した。

□

スーパー（統括
者）

販売量の動き ・前年から客数が減少しているが、点数の増加による
客単価の増加で、まだまだ既存の客の在宅勤務率は高
いと考えられる。また、価格戦略であるハイアンド
ローやポイント倍セールをやめ、特売日を設けない安
心価格にしたことは、客に高評価である。

□

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・底値が継続している状況である。消費の行動範囲が
新型コロナウイルスの影響で縮小しており、コンビニ
エンスストアの利用や立地特性が大きく変化してい
る。当店は事業所、飲食店街、学校関係の客が主なた
め、前年比は客数80％、売上90％と減少傾向にある。

□

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・客単価は伸びているが、それ以上に客数は減少して
おり、結果的には売上がダウンしている。通常、景気
の良いときは客の衝動買いが増え、その結果客単価が
上がっていくが、新型コロナウイルスの影響で、過去
の物差しが通じない状況になっている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・引き続き来店客数は厳しい状況である。ただ、スー
パーマーケット代替としてのコンビニエンスストア利
用は増えており、青果等の動きは良い。

□

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

単価の動き ・当店では、立地上お盆は帰省のため客が減少する
が、今年は帰省がなかった分、自宅に籠っており、店
の利用が高まっている。このため、客数と単価が、若
干例年より伸びている。

□
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・遅い梅雨明けに加え、猛暑続きのため来店客がな
い。
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□

衣料品専門店
（総務担当）

それ以外 ・緊急事態宣言の解除後は、一旦上向きになったが、
その後当地でも新型コロナウイルス感染者が発生した
ため、再び景気が下降し、来街者数が激減している状
況である。

□

衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・３か月前の状況が一番ひどい時期であった。１か月
前は、若干物が動いていたが、８月は例年物の動きが
悪いのに加えて、酷暑や新型コロナウイルス第２波の
影響もあり、余り売上が芳しくない。さらに、セール
で利幅が低い時期が重なっていることも影響してい
る。

□

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・業界的に特別定額給付金の恩恵を受けているが、給
付が終わったあともまだ影響が続いている。また、暑
くなるタイミングが８月にずれ込んだこともあり、好
調に推移している。

□

家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・梅雨明けの猛暑により、エアーコンディショナーが
一気に動き出し、白物家電も好調さを維持している。
また、映像関連商品も値ごろ感が出てきたことや、巣
籠り需要によるビデオオンデマンドサービスの普及等
により、前年比クリアが続いている。

□
乗用車販売店
（代表）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響で、周りから良い情報を
聞くことがない。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

お客様の様子 ・燃料油の小売価格は８月に入りやや上昇し、高止ま
りしている。７～８月には来店客は、県をまたぐ行動
を控えているが、近隣地へは出掛けている。お盆帰省
も控えている状況で、販売量はやや前年を下回ってい
る。

□
その他専門店
［書籍］（副店
長）

販売量の動き ・移転したため、比較しにくい状況である。

□

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

来客数の動き ・３月の新型コロナウイルスの影響時から、インバウ
ンドを含む来客数が大幅に減少している状況は変わら
ない。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスがまだまだ落ち着かず、客足が
戻っていない。インバウンドを対象に営業していた店
舗は、閉店も考えている。

□

観光型ホテル
（総務）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの第２波の影響で、外出自粛が
多くなり、特に夜間の飲食客が目立って少ない。観光
やビジネス、インバウンドの宿泊客は依然低調であ
る。

□

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・前月初旬時点では、新型コロナウイルス感染者が落
ち着いていたが、８月に入り感染者が増え始めると同
時にレストランの予約が伸び悩み、延期されていた宴
会も再びキャンセルになる等、状況は相変わらず悪
い。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・新型コロナウイルスの終息がみえず、商業施設や繁
華街、イベント等あらゆる面で萎縮した状態が続いて
いるため、タクシーも限界ギリギリのところまできて
いる。

□
タクシー運転手 単価の動き ・やっと人の動向が出始め良くなりかけたところに第

２波が発生し、再度の自粛ムードで売上低迷してい
る。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・現在の新型コロナウイルス禍で、総理も交代する等

良い材料が全くなく、先が見通せないため、今後の推
測ができない。

□
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・光回線の需要は引き続き高く、販売件数が高止まり
している。

□
競馬場（職員） 来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響により、入場再開ができ

ていない。

□
美容室（経営
者）

販売量の動き ・美容業界にも回復の兆しが見えていたが、お盆を過
ぎて若干沈みがちになり、加えて第２波が発生し、景
気回復されないまま客の動きが悪くなっている。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で来店客がなく、景気は
かなり深刻である。

□
美容室（店長） 来客数の動き ・３～４月は、最も売上が悪かったが、それ以降は平

年並みとはいかないが、横ばいである。
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□

その他サービス
の動向を把握で
きる者（所長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響もあり、客の受注環境の
改善が見られない。仮に受注できたとしても重厚長大
な製品のため、設計や調達にも時間が掛かり、実際の
製造にも時間が必要になる。まだまだ景気回復は不透
明である。

□

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染防止のため、サービスを
キャンセルした利用者が７月になって戻っているが、
７月末からの感染拡大を受け、楽観視できない。

▲
商店街（代表
者）

販売量の動き ・７月の新型コロナウイルス第２波により、一時回復
傾向にあった売上も再び異常な下降線をたどってい
る。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響と猛暑で、来街者がほと
んどいない。日曜祭日も今までのにぎわいとは違った
印象を受ける。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍に加えて、酷暑がかなり影響
している。ＯＡ機器関係の納品や製作は例年と変わり
はないが、小売が減少している。

▲

商店街（代表
者）

単価の動き ・新型コロナウイルスの第１波で落ち込み、緊急事態
宣言解除後は、若干動きが戻っていたものの、第２波
で感染者が増加し、客の動きが大変悪くなり、売上も
減少している。

▲

一般小売店［鮮
魚］（店員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスが再燃してから、なかなか厳し
い状態である。特に海水温が高く、魚が少ない期間が
長くなっており、また、日中暑く来客が少ないため、
非常に危惧している。まだ生サンマの入荷もないが、
何とか秋を感じるような、涼しさや、商材が出てくる
と少しは景気にも変化が出てくるのではないかと考え
ている。

▲

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響はまだ続いている。外販
での売上が以前よりかなり低い状態で、店頭での売上
もまだ元には戻ってない。暑さの影響も考えられ、ま
た、感染対策として外出を控え、インターネットでの
注文が多くなっている。

▲

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍の影響も定着してきたもの
の、第２波は、連日の新規感染者の数が圧倒的に多い
ため、客の警戒は日々強くなっている。また、暑さに
よる外出控えが加わり、来店客よりも街を歩いている
人が極端に少ない。

▲

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・スーパーマーケットにおける巣籠り需要の売上上昇
は、そろそろ終わる。その原因は、新型コロナウイル
スの影響による来店回数減少により、売上が大きく減
少していることにある。青果は相場高で売上が増加し
ているが、他の部門は総じて下落している。

▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス第２波の影響もあり、依然とし
てイベントや多人数での会食は自粛されている。企業
のテレワーク継続等により、人の動きに回復が見られ
ない。

▲
衣料品専門店
（店員）

来客数の動き ・新型コロナウイルスに加え酷暑の影響もあり、来店
客は更に減少している。

▲

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（支配人）

販売量の動き ・８月の状況として、新型コロナウイルスのマイナス
影響が続いている。想定したよりも第２波の影響は大
きく、６～７月時の売上と比較しても、前年比で10％
前後悪化している。６月時は緊急事態宣言が解除さ
れ、給付金や地域振興券といったプラス材料で大きく
回復の兆しが見えたが、８月になりプラス材料となる
ような対策もないため、厳しい状況が続いている。業
種でいうとシネマと旅行代理店は壊滅的な売上で、全
体客数に比例して飲食テナントも苦戦している。

▲
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今、家食が多くなっており、多数での食事が減少し
ている。海外や県外からの宴会も全くなく、元に戻ら
ない。

▲

その他飲食の動
向を把握できる
者［酒卸売］
（経理）

販売量の動き ・８月に入り、新型コロナウイルスの感染拡大が続い
ており、その影響で飲食店への休業要請、又は外出自
粛により酒類消費も減っている。６～７月は改善の兆
しが見えたが、８月に入り一気に下降し、その傾向が
継続している。
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▲

観光型ホテル
（専務）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、３月以降客が激減し
ている。その後の国や県市の観光業への支援策で景気
が良くなっているが、９月からはその波も過ぎている
と予測するため、秋の旅行シーズンは全く動きがな
く、危機感が募っている。

▲
都市型ホテル
（販売担当）

競争相手の様子 ・８月は、お盆にもかかわらずＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖ
ｅｌキャンペーンの客が、全く伸びていない。

▲

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンのスタート
はまずまずだったが、感染者数の増加により、沖縄方
面の取消しが増え、東京除外も大きく影響している。
海外の観光旅行は全く見通しが立たない。

×

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・商店街には空調設備がないため、商品の並べ方に気
を遣っている。祭りやイベントも中止になったため、
祭りに関係する仕入れもなく、商店街としてはダメー
ジが大きい。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・猛暑と新型コロナウイルスの影響で、来客数が激減
している。

×

一般小売店［生
花］（経営者）

それ以外 ・８月はお盆の花もあり、景気は良いと予想していた
が、帰省を控える代わりに花を贈る等のお盆需要は予
想に反して少なかった。若い客の購買意欲が減少して
おり、また、当店は価格が若干高いため、高齢者は、
身近なショッピングセンターやスーパーマーケット、
道の駅で購入していると考えられる。

×

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・客が購入する物の変化で、食料品や新型コロナウイ
ルス対策関連は上昇しているが、一方、衣料品や旅行
は減少している。また、生活スタイルの変化として、
外出が減少しているため、家中でのテレワークや食事
等の活動が増加している。

×

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・病院内の店舗をオープンしたが、新型コロナウイル
スの影響で面会者の激減や患者の減少で、客数は大幅
に減少している。この影響により、将来が見通せず、
厳しい現状を直視している。

×
コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響とインフルエンザ発生が
予想され、先行き不安である。

×
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・長引く新型コロナウイルスの影響で、来店客がな
い。そのため、売上にも影響している。

×

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・７月までは、当県ではしばらく新型コロナウイルス
感染がなかったが、お盆前から再発し始め、客の自粛
でほとんど予約が入っていない。前年と比較すると70
～80％売上がダウンしており、深刻な状況である。

×
スナック（経営
者）

来客数の動き ・お盆休み前の外出自粛要請や飲食店の利用規制等が
県から発令されたため、７月まで上昇しかけた売上が
再度下降傾向に転じている。

×

設計事務所（所
長）

単価の動き ・民間の仕事が減っており、現在は公共工事頼みに
なっている。これまでのストックでやりくりできてい
るが、生活に必要な現金が入ってこない。また、食料
品等生活必需品の価格が上がり、深刻な状況である。

×
設計事務所（代
表）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、イベントの開催や打
合せができなくなっている。

×

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、モデルルームや
ショールーム、現地案内等営業を自粛していたが、来
客が新型コロナウイルス発生前に戻らず、住宅販売等
に対する投資が冷え込んでいる。景気は冷え込んでい
る状態である。

◎ － － －

○

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・当社の売上は、前年度と変わりない状況であるが、
産地としては非常に落ち込んでいる。通常の量販店や
百貨店のルートは、厳しい面もあるが、その他で補っ
ており、景気は良くなってきている。

○

電気機械器具製
造業（取締役）

取引先の様子 ・４～６月期は深刻な状態になり、９月以降はある程
度数字が見えてはいるものの、雇用調整助成金は少な
くとも年末まで継続できないと、第３四半期は厳しい
状況である。

○

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・食品は堅調ながらも外食産業向けは回復途上であ
る。子供用品は好調で回転率が高い。一方、一部貨物
は在庫がたまったままで、また、加工業務も低調が継
続し、３か月前との比較で良くなったといえる程度で
ある。

企業
動向
関連

(九州)
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○
経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・取引先の状態は、悪い状況が続いているが、前月よ
り若干良くなっている。郡部では水害や豪雨の被害に
あっているが、市内では大きな変動はない。

□

農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・売上高は、対計画をクリアできるが、依然外食部門
は厳しい状況である。一方、スーパーマーケット向け
冷凍食品の動きは活発で、加えて、８月はお中元商品
も好調な動きであったことが計画達成の要因になって
いる。在庫は、外食部門で一部残っており、新たな商
品開発を求められている。

□
金属製品製造業
（事業統括）

受注価格や販売
価格の動き

・７月に幾分受注量が回復したかにみえたが、４～７
月累計では前年比20％程度落ち込んでいる。

□

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・健康食品市場は、在宅勤務で増加している。プロテ
インも本格的な成分が入ってるものを中心に増加して
いる。その反面、新型コロナウイルス発生以降、化粧
品は減少している。

□
輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、食品関係を中心に受
注量は減少のままである。一方、輸出関係が、少し復
調し始めている。

□

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・百貨店やスーパーマーケット等の売上は、やや持ち
直しているが、新型コロナウイルスの影響から地元企
業の求人が急速に減少していることで、雇用情勢が悪
化しており、市民生活の不安感は解消されていない。

□

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・個人消費はやや上向き傾向にあり、当行で受け付け
る保証協会付保での新型コロナウイルス関連新規貸出
金は、月ベースで８月から減少に転じている。しか
し、運輸業や宿泊サービス業等は依然厳しい状況下で
あり、製造業の生産も新型コロナウイルス禍以前の状
況に回復するには当面時間が掛かると考えており、３
か月前と比べて景気が良くなったとはいえない。

□

金融業（営業） 取引先の様子 ・景気は、かつてない悪い水準のまま変わりない。長
引く新型コロナウイルスの影響は、飲食、ホテル業等
でも、大きな打撃となっている。製造業では、中国向
け供給の正常化による一時的な回復もみられるが、本
格的なトレンドとはいえない。

□

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・飲食店では、新型コロナウイルスの影響が続き、客
足の戻りは総じて鈍い。加えて、猛暑のため夏休み
シーズンの行楽地への人出も伸びていない。しかし、
スーパーマーケットは好調を維持し、大型家電ではエ
アーコンディショナーの売行きが好調である。

□
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、夜間の食事自粛や外
出の自粛が続いており、特に飲食業では、40％以上の
売上減少が続いている。

□
不動産業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・商業施設の売上が低調に推移している。

□
広告代理店（役
員）

受注量や販売量
の動き

・売上や利益共に底を打っているが、回復基調には程
遠い。

□
経営コンサルタ
ント（社員）

それ以外 ・夏の例会では、会員が現状を発表するが、外出自粛
で活発な動きは見られない。

□
経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

受注量や販売量
の動き

・問合せ件数や受注件数共に大きな変化がない。

□
その他サービス
業［物品リー
ス］（職員）

取引先の様子 ・大型投資は依然として先延ばしとなっており、必要
最小限の投資にとどまっている。

▲
家具製造業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・全ての受注額や物件見込みが、７月から徐々に下降
気味である。売上の前年比は30％減少し、見込み物件
は約60％の落ち込みとなっている。

▲
一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・親会社が変わったために、経営形態が変わり、これ
までのようにいかなくなっている。新体制がまだはっ
きりせず、不安な要素である。

▲
電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、受注量が減少してい
る。

▲
その他製造業
［産業廃棄物処
理業］

受注量や販売量
の動き

・各工場の稼働率が多少上がったとはいえ、まだまだ
以前ほど戻ってはおらず、落ち込んだままの状態が続
いている。
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▲

建設業（社員） 受注量や販売量
の動き

・地元では、新型コロナウイルスの影響で、現場の工
事が中止になっているとの情報は入っていない。しか
し、官公庁の発注が上半期80％の目標のようである
が、前年度も目標金額に達していない。今年度も同じ
状況であれば、新型コロナウイルスの影響外の所で非
常に厳しい状態になると考えられる。

▲
通信業（経理担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスによる影響で、先行きの見通し
が立たない。

▲

金融業（得意先
担当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルス収束の見通しが立たず、これま
で預金取引がなかった企業から新型コロナウイルスの
影響による資金制度の借入相談や申出があり、かなり
足元の景況感は悪い状況である。

×
農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・一次産業は基盤が強いため、現時点では見えにくい
が、国の公共政策が止まったら一気に悪くなるという
リスクを秘めている。

×

繊維工業（営業
担当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響で、防護服を生産すると
いった苦労をしており、また近くのスーパーマーケッ
トや周りの工場が休業するなど、明日は我が身という
不安な状態で、今後の先行きが悲観的である。

×
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が40％ほど減少している。コストも下がり採
算が取れない状況である。

×
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・取引先からの受注が減少している。

×
新聞社［広告］
（担当者）

取引先の様子 ・ＩＴ系の景気は良さそうであるが、広告会社等の業
績が非常に悪い。

×
経営コンサルタ
ント（社員）

受注量や販売量
の動き

・売上高は、前年比50％で推移している。客数の減少
や購買意欲の低下がみられる。

×

その他サービス
業［コンサルタ
ント］（代表取
締役）

取引先の様子 ・市町村の当初予算に計上されていた、福祉やまちづ
くり関係の調査や計画策定の委託業務は、新型コロナ
ウイルス対策予算に変更されている。さらに他県の市
町村は、感染者が多い当県からの往来を防ぐ対策とし
て、当県の事業所を入札の指名から外しており、８月
に入っても受注が困難な状況にある。

◎ ＊ ＊ ＊

○

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数が増えている。また、求人に対する問合せも
増加し、求職者の動きが若干出ている。また、派遣登
録の予約者で、複数名は仕事が決まり、キャンセルし
ている状況である。

○

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・３か月前は、新型コロナウイルス対策による外出自
粛で、消費もかなり低迷していた。その時期と比較す
れば、最近は中心市街地への人出も若干上向いてい
る。

○

学校［大学］
（就職支援業
務）

求人数の動き ・2021年卒業採用の見送り等で、2021年３月卒業予定
者の採用選考に陰りはみられるものの、求人活動を継
続している企業は一定数見られ、また、2022年卒業採
用に向けたインターンシップの実施を計画している企
業もある。

□

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・７月までの長雨や８月には夏のイベントが全て休止
になり、学校の夏休みも短くなり、今年の夏は通常の
夏とは違う印象を受ける。求人も夏に備えた受注もな
く、新型コロナウイルスの第２波を心配するサービス
業も対応が難しいと思われ、積極的な求人は控える傾
向にある。求人件数は伸び悩み、売上も低迷してい
る。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・ハローワークで受理する新規求人数において、５月
以降の前月比は下げ止まっているが、前年比では大幅
減となっており、紹介依頼の相談も減っている。

□

民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・マスコミ報道では、大学生の採用者数は例年並みで
あるが、現実は前年より悪いと感じる。ＩＴ系等業種
によっては採用数が増加している企業もあるが、全体
では積極的採用に動いてはいない。

▲
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・婚礼司会の受注が新型コロナウイルス第２波の影響
により、キャンセルや日延べが続いている。

▲
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・企業からの人材の発注が減少している。

▲

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・新規の長期派遣案件の依頼が減少している。また、
派遣社員の契約期間が従来の６か月更新から３か月更
新への変更を求められる等、雇用の不安定・不透明感
が増している。

雇用
関連

(九州)
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▲

新聞社［求人広
告］（社員）

求人数の動き ・例年、お盆に求人特集を行っているが、求人広告の
掲載件数は、前年の半分にも満たない。５月の景気は
最悪であったため、３か月前と比較すると、やや悪い
という状況ではあるが、新型コロナウイルス発生前と
比較すると、ほとんど回復していない。

▲

新聞社［求人広
告］（担当者）

求職者数の動き ・ある企業経営者によると、求人募集をすると応募が
非常に多いと話している。新型コロナウイルスの影響
で飲食店等の経営が厳しく、徐々に解雇される人も増
加している。年内は休業補償があるようだが、打ち切
られると更に厳しくなる。

▲

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・前月に引き続き新規求職者が減少しているが、それ
以上に新規求人数が前期比20％以上減少している。前
年比で有効求人倍率も低下しており、産業別でも、宿
泊や飲食等サービス業を始めほとんどの産業で減少し
ている。

×
人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・何とかここまで現状維持を続けてきたが、新規の受
注は激減しており、求職者も動きを押さえている。

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎ － － －

○

百貨店（店舗企
画）

販売量の動き ・３か月前に比べると食品でお中元ギフトの動きがあ
りやや良いが、前年に比べるとマイナス20％台と厳し
い状況は変わらない。当地では８月中は緊急事態宣言
が発表されているが、４月とは違い、経済活動と新型
コロナウイルス対策の共存がみられるようになってい
る。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・３か月前と比べて来客数が増えている。

○
乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・新型車や高価格帯ブランドの受注が好調である。

□
スーパー（企画
担当）

単価の動き ・前年は８月に旧盆の時期があったため、比較すると
売上高は減少するも、巣籠り需要で買上点数が増えて
客単価が大きく伸長している。

▲

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・７月後半から８月に掛けて、新型コロナウイルス感
染者の数が急増したこともあり、目抜き通りやその周
辺は来客数が激減している。当店も８月２日から営業
自粛に入り、売上は例年の３分の１にまで落ち込んで
いる。

▲

観光型ホテル
（マーケティン
グ担当）

販売量の動き ・沖縄県内の新型コロナウイルス感染症の流行による
県独自の緊急事態宣言発出に伴う観光客数の激減が影
響し、前年同月実績を大幅に下回る客室稼働率であ
る。３か月前より前年比のマイナス幅が大きくなって
いる。

▲
住宅販売会社
（代表取締役）

お客様の様子 ・建築請負契約を行ったにもかかわらず、新型コロナ
ウイルスの影響で仕事の先行きが見通せないとの理由
で契約解除の事例が出ている。

×

商店街（代表
者）

来客数の動き ・今、来客数は新型コロナウイルスの影響により、飲
食店、物販全体が悪い状況に陥っている。新型コロナ
ウイルスが終息しない限り、この状況が続くのではな
いかと大変危惧される。

×

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン開始の連休
４日間のみ客数が増加し、それに伴う新型コロナウイ
ルス感染者の爆発の第２波により客足が途絶え、Ｇｏ
Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン開始前よりも売上、
客数とも減少している状況で、先行き不透明である。

×

コンビニ（副店
長）

来客数の動き ・前月22日から前倒しで始まったＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａ
ｖｅｌキャンペーン開始後に県内にてクラスターが発
生したことと、県独自の緊急事態宣言に伴い、客数が
大幅に落ち込んでいる。

家計
動向
関連

(沖縄)
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×

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

競争相手の様子 ・８月１日より新型コロナウイルス第２波を受けての
自粛要請が出た。７月末の週末は例年であれば200名
ほど入る店舗が、常連１名という惨たんたる状況だっ
たこともあり、当社も全店舗９月２日まで休業に入っ
ている。周りの店舗もほとんどが休業しているが、辛
うじて開けている店舗も観光客がぽつぽつといるだけ
の状況が続いている。都心部はゴーストタウン状態が
続いているが、中北部のリゾート地周りは観光客で前
年より入客が多く入っているホテルや居酒屋が散見さ
れるようである。

×

観光型ホテル
（代表取締役）

来客数の動き ・沖縄での８月初旬における新型コロナウイルス感染
者の増加と、知事による沖縄独自の緊急事態宣言によ
り、当初予定されていた８月宿泊予約が半減してい
る。９月もキャンセルが続き、新規予約が少ない。10
月も修学旅行のキャンセルや延期により、予約が大幅
に減少している。

×

旅行代理店（マ
ネージャー）

それ以外 ・５月までの自粛期間を耐えて、６～７月は沖縄県内
独自の観光キャンペーンの効果がある程度あり、外で
の飲食も居酒屋程度までなら少人数でも行けるような
気持ちになりつつあった矢先、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖ
ｅｌキャンペーンなどによる来県者増、在日米軍基地
の新型コロナウイルス感染者増、沖縄県の緊急事態宣
言の発出で瞬く間に予約キャンセルの嵐で何もかもな
くなり、振出しに戻る。

×
観光名所（職
員）

それ以外 ・新型コロナウイルス感染症の影響がある。

◎ － － －
○ － － －

□

食料品製造業
（総務）

取引先の様子 ・新型コロナウイルス禍の影響を大きく受け売上が著
しく減少している取引先と、巣籠り消費で逆に伸びて
いる取引先があるが、全体ではやはり落ちこんでい
る。減少している取引先は今の時点で、改善見込みが
立てられないとの厳しい状況である。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・引き合い件数は結構あるが、具体的な商談には結び
付かない。

□
輸送業（経営企
画室）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの感染者が沖縄でも増えている
が、４～５月の緊急事態宣言時ほど、景気に影響を及
ぼしていないものとみられる。

▲
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス感染症の影響で、公共、民間工
事向けの需要が厳しく、前年比で減少している。

× － － －
◎ － － －

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・観光関連業種の求人が徐々に復活し始めてきてい
る。

□

人材派遣会社
（経営者）

求職者数の動き ・派遣依頼数は現在さほど変化していないが、求職者
がなかなかみえてこない。新型コロナウイルスで打撃
を受け、雇用を維持できず退職者が多いと聞く割に、
求職活動が少ないようにみられる。失業手当や他の手
当で休職中となっているケースも多いように考えられ
る。

▲
学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・前年比で求人数、特に県外の求人数が減少してい
る。

▲
学校［大学］
（就職支援担
当）

求人数の動き ・Ｗｅｂによる就職面接が行われているが、実感とし
て求職数が少ないとみられる。

×
人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・問合せや求人登録が減少している。

雇用
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)
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